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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　おかしな夢を見たことがある。

　あれは沙さ絵え里りがまだ中学生だった頃ころだ。病気だったのか食中毒だったのか、いまではよく覚えていないが、救急車で搬はん送そうされてそのまま入院した夜だったと思う。

　気がつけば、辺りに草と土と、鉄てつ錆さびのような匂においを纏まとった風が吹ふいていた。

　病院特有の薬品の匂いはなくなり、無機質な白い壁かべや天てん井じようやリノリウムの床ゆかも消えている。外だった。だが中庭でも家の近所でもない。知らない森の中だ。

「……ここ、どこ？　お母さん……？」

　夢うつつの気分で周囲をぐるりと見回して、沙絵里は匂いの正体を悟さとった。

　草と土の匂いはそこが樹木が鬱うつ蒼そうと生おい茂しげっているからで、鉄錆の匂いは甲かつ冑ちゆう姿の男たちが血まみれで倒たおれているからだった。主に後者のおかげで、ここはどこだろうなんていう疑問は一いつ瞬しゆんにして頭から吹き飛んだ。

「ひっ……！」

　思わず後じさろうとして、湿しめった下草に足をとられて尻しりもちをついてしまった。

　そこで自分が素す足あしで、しかもパジャマ姿だと気がついた。お気に入りのパジャマを汚よごした気がしたが、そんなことより目の前の光景から視線が離はなせなかった。

　血まみれの男たちが倒れているその向こう側で、黒くろ装しよう束ぞくの男三人に少年が組くみ伏ふせられていたのだ。

　十四、五歳さいくらいだろうか。中世ヨーロッパを舞ぶ台たいにした映画に出てきそうな、上等な衣装を身に纏っているが、土と砂でもったいないくらいに汚れている。

　薄うす汚れているのは白い肌はだも燃えるような赤毛も、そして彫ほりの深い秀しゆう麗れいな顔立ちも同様だ。地方都市で暮らす地味な女子中学生にはリアルでお目にかかる機会など一生訪おとずれないであろう、華はなやかな容よう貌ぼうに目が釘くぎづけになる。

　が、物もの珍めずらしいのは少年の方も同じだったようで、こちらに向けられた青い双そう眸ぼうは驚おどろきに見開かれていた。薄い唇くちびるが乾かわいた声を漏もらす。

「黒くろ髪かみに、黒い瞳ひとみ……」

　最初は何を言われたのかわからなかった。

　日本語ではなかったからだ。だが知っている言語だった。より正確にいえば、沙絵里と母だけが知っているはずの言葉だった。

「どうしてこの言葉を知ってるの？　お母さんの知り合い？」

　同じ言語──幼い頃から母が沙絵里だけに語ってくれた、遠い世界の物語の中でのみ使われる創作言語で訊たずねると、少年は目を丸くした。地べたに組み伏せられ、首筋に短たん剣けんを振ふり下ろされようとしている者の表情とは思えない。

　そこでようやく沙絵里は我に返った。

　外国人の少年が、怪あやしいやつらに殺されそうになっている。

「ひっ、人殺し！　警察っ！　おまわりさーん！　誰だれか、誰かーっ！」

　黒装束たちは一瞬、こいつは何を言っているんだとばかりに顔を見合わせる。だがすぐに目配せを送り合うと、そのうちの一人が少年のもとから離れ、腰こしに帯びた剣を抜ぬきながら沙絵里の方へ近づいてきた。

　見られたからには生かしておけぬ。

　そんな時代劇に出てきそうなセリフが脳のう裏りをよぎった。

「や、来ないで……」

　沙絵里は尻もちをついたまま、じりじりと後じさった。

　馬ば鹿かなことをしたと思った。テレビドラマで、殺人現場を目もく撃げきしたために殺されてしまう第二の被ひ害がい者しや。いまその立場に自分がなろうとしているのだと思った。

　やがて、背中がこつんと樹木の幹に当たった。これ以上は後退できない。頭の中の自分が、立ち上がって脇わき目めもふらず逃にげろと警告してくる。しかし、膝ひざが震ふるえてしまって上手く起き上がれない。

　その間にも、黒装束は近づいてきている。

「来ないで……やめて……」

　沙絵里の拒きよ絶ぜつは届かない。

　黒装束はすぐ目の前で足を止め、剣を振ふり上あげた。

「やめて、やだ……やだあああ──イル・ストーラ！」

　とっさに口をついて出たのは、これまた母に教えられた言葉だった。

　悪いもの、嫌いやなもの、怖こわいものに直面して、本当に危ないときにだけ口にすることを許されている、「危険を吹っ飛ばす」というおまじない。

　幼い頃から、沙絵里はことあるごとにこの言葉を呟つぶやいてきた。発ほつ作さを起こしたときや転んで怪け我がをしたとき、野の良ら犬いぬに追いかけられたときなどに口に出してきたが、それで事態が改善したことはなかった。しょせんは気休めのおまじないなのだ。

　それでもおまじないに頼たよってきたのは、この言葉を呟くたびに母に見守られているような気持ちになれて、力が湧わいてくる気がしたからだ。

　だが、今回ばかりは違ちがった。

　沙絵里がその言葉を放った瞬しゆん間かん、ごう、と風がうなった。

　目の前で剣を振り上げていた黒装束の男が突とつ風ぷうに吹き飛ばされ、背後にある木の幹に激しく叩たたきつけられて動かなくなったのだ。

「あ、れ……？」

「このガキ！」

　また別の黒装束が剣を抜きながら駆かけ寄よってくるのが見えて、沙絵里はひいぃっと頭を抱かかえながら叫さけんだ。

「やだあああ！　イル・ストーラ！　イル・ストーラ！　イル・ストーラッ!!」

　そのときの様子は目をつぶっていたので見ていない。

　ただ周囲で暴風が何度も吹ふき荒あれて髪を乱暴になぶったことは覚えている。

　しばらくして風が落ち着いた頃、ちょんちょんと肩かたをつつかれておそるおそる瞼まぶたを開けると、薄汚れた格好の少年が顔を覗のぞき込こんできていた。

「あの、もう大だい丈じよう夫ぶみたいですよ」

「えっ、と……？」

　わけがわからないながらも周囲に目を向けると、樹木に叩きつけられた格好でぐったりとしている黒装束たちの姿が見えた。沙絵里のおまじないの効果なのだろうか。

「そうだ！　あなた、怪我とかしてない……？」

「おかげさまでたいしたことありません」

　少年は恥はずかしそうに微笑ほほえみ、黒装束たちにひねり上げられていた右みぎ腕うでを回してみせた。

「驚きました。魔ま道どうの才能がおありなんですね」

「え？」

「何もないところから突とつ然ぜん目の前に現れたと思ったら、私の近この衛えたちでも敵かなわなかったやつらをあっという間に倒してしまうなんて……もしや、あなたは伝説の……」

　記き憶おくはそこで途と切ぎれている。

　目を覚ましたら翌朝で、病院のベッドにいた。その日の午後に母と一いつ緒しよに退院した。

　あの少年はどうなったのだろう。

　ドラマの続きを気にする程度には少年の無事を案じていたのだが、その夢の続きを見ることはなく、いつの間にかそんな夢を見たこと自体を忘れてしまった。
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　セミロングの黒くろ髪かみに寝ね癖ぐせ直しのブローをかけ、白ブラウスに袖そでを通し、紺こん地じにストライプのつまらないスカートを穿はき、同じ生き地じのベストを身につける。

　ヒアルロン酸配合の化け粧しよう水すいで肌はだを整えて、唇くちびるに薬用リップを引けば準備は万ばん端たんだ。

　沙さ絵え里りは上唇と下唇をもごもごとこすり合わせてリップクリームをなじませながら、鏡の中の自分を凝ぎよう視しした。

　黒髪に黒目の平へい凡ぼんな女の顔が映り込こむ。

　今年で二十四歳さいという年ねん齢れいだが、いまだに高校生に見み間ま違ちがわれるのはいつもすっぴんだからだろう。特にいいところも悪いところもない顔立ちは化粧のキャンバスにするには向いているのかもしれないが、あいにくと化粧品の類はほとんど持っていない。

　眉まゆ毛げが繫つながっていないかどうかだけは念入りに確かく認にんし、エナメルのトートバッグを抱かかえて四畳じよう間を出る。

　２ＤＫとは名ばかりのキッチンと繫がった和室に向かうと、部屋の隅すみにある小さな仏ぶつ壇だんの前で膝ひざをつく。目の高さに置かれた母の遺い影えいが優やさしく見つめ返してきた。

「お母さんおはよう。いってくるね」

　両手を合わせて毎朝の挨あい拶さつをすませると、沙絵里は急いで家を出た。

　駅へと向かう道を足早に歩きながら、腕うで時ど計けいに視線を落とす。今日は珍めずらしく目覚めがよかったからか、電車の時間までじゅうぶんな時間がある。

　少し余よ裕ゆうができたので、早さつ速そくバッグからパウチパックのゼリー飲料を取り出して口をつけた。食品アレルギーが多いのでこのメーカーのものしか食べられない。

　マスカット味のゼリーをすすりながら、頭の中でざっと今月の生活費を計算する。

（給料日まであと二週間かあ。ちょっときついな……化粧水ももうすぐ切れそうだし）

　化粧水も使わずにすませられればいいのだが、いまの職場は空気が悪く、肌の弱い沙絵里は手入れを怠おこたると吹ふき出で物ものだらけになってしまう。普ふ段だんからノーメイクなのも、化粧品の多くが肌に合わず、合うものが高額だからだ。いまの職場では備品の不ふ織しよく布ふマスクを自由に使わせてもらえるのですっぴんでもへっちゃらだが。

（おしゃれなんてできなくたって死にはしないんだし。働いて、生活できればそれでオッケー。それよりも、またクビにならないようにしなきゃ）

　県立高校を卒業し、社会に出てから早六年。

　学校の紹しよう介かいで就職した物流会社でははじめこそ事務の仕事を与あたえられたが、半年ほどで突とつ然ぜん倉庫作業に回されてしまった。慣れない立ち仕事で体調を崩くずし、自己都合での退職に追い込まれた。それから職を転々とするも続かず、ついには派は遣けん社員としてさまざまな職場と職種を渡わたり歩あるいているのも、異常なほどの体の弱さが原因だ。

　沙絵里は生まれつき筋肉のつきにくい体で体力がなく、免めん疫えき力も低いうえに、アレルギーはやたらと多い。おまけに原因不明の発ほつ作さまで抱えている。

　こればかりは体質だからしかたがないとはいえ、遅ち刻こく早退欠勤の多い人間をいつまでも雇やとってくれる会社は稀き少しようだ。自分なんかを我が慢まん強づよく雇いつづけ、先月には契けい約やく更こう新しんまでしてくれたいまの上司と職場にはとても感謝している。

　亡なくなった母にも「こんな体で産んでしまってごめんね」なんて言われたが、とんでもない。女手一つで育ててくれた母に文句なんてあるはずがない。

　不満があるとしたら、父の写真を一枚も残してくれなかったことくらいか。

　母の話によれば結けつ婚こん直前に病死したそうだが、絶対に噓うそだと沙絵里は確信している。運命的な恋こいだったのよ、などとのろけるわりには、カイトという名前くらいしか教えてくれなかったのは、わけありだったからとしか思えない。

（お母さんには悪いけど、きっと逃にげられちゃったんだろうなあ）

　気が弱くて優しい人だったから、結婚しようなんて言われて騙だまされて、行方ゆくえをくらまされてしまったのではないかと思っている。お金も貢みつがされたかもしれない。

（苦労するくらいなら、わたしはずっと独り身でいいや。気楽だし、それにこんなに体が弱くちゃ絶対迷めい惑わくをかけるし──……？）

　唐とう突とつな眩暈めまいに襲おそわれて、沙絵里は踏ふみとどまった。

　視界が白っぽく明めい滅めつし、頭の奥おくがさあっと冷えていく感覚がする。

「……っ！」

　いつもの発ほつ作さだ、とすぐに気づいた。

　沙絵里は幼い頃ころからまれに原因不明の激しい発作に襲おそわれてきた。

　大きな病院で精密検査を受けてもわからずじまいだったが、しばらくすると治まるのでそういう体質なのだと思うことにして、発作と向き合って暮らしてきた。

　ただ、この発作のせいで遅刻や早退、欠勤が増え、契約を更新してもらえなかったこともあるので、上う手まくつきあえているかどうかは自信がない。

　膝から力が抜ぬけていくのがわかり、とっさに何かを摑つかもうとしてパウチパックを放り出し、適当に手を伸のばす。指先がざりっと近くの塀へいをこすった。

（噓でしょ、一週間前にやったばっかりなのに、頻ひん度どが増えてない……!?）

　などと胸中で毒づいたところで事態は改善しない。

　舗ほ装そうされた地面にぺたりと座すわり込こんで塀に背中を預け、ブラウスの胸むな元もとをぎゅっと握にぎりしめながら、すう、はあ、と呼吸を整える。

　こうやって十分から十五分ほど休きゆう憩けいすれば治まることは経験上わかっている。当然仕事には遅刻するが、いまの職場はそのぶん残業すれば許してくれるから問題はない。




　──イル・アルディナ・コモン・アルストゥーラ……




　どこからか、低い男の声が響ひびいてくる。

　いよいよ幻げん聴ちようまで聞こえるようになったか。

　いや、と沙絵里は胸中で首を振ふった。こんな症しよう状じようはいままでにはなかったはずだ。

　頭を冷たくさせているものとは別のものが、背筋に怖おじ気けを走らせた。幼い頃から発作と戦ってきたが、今度こそ負けてしまうかもしれない。

（誰だれか、助けて）

　叫さけびは声にならない。声も出せないなんて、これは相当にまずい。

　いままでは漠ばく然ぜんとしていた死の恐きよう怖ふが明確なかたちを作りはじめる。

　救助を求めたいのに、誰かに救急車を呼んでほしいのに、口を動かすどころか瞼まぶたも持ち上がらない。

（助けて、誰か助けて！　死にたくない！　お母さん、お母さん！　イル・スト──）

　そこで、沙絵里は意識を失った。
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　どこか靄もやがかかったような世界で、まだ若い母が優しく微笑ほほえみかけてくる。

　自分の目線も低い。幼い頃の夢を見ているのだとすぐにわかった。

　貧しい暮らしをしていたから、テレビゲームも人形も魔ま法ほう少女変身グッズも、同年代の子ならばみんなが持っていたものを沙絵里だけは持っていなかった。友だちと遊びたくても、体が弱いせいで相手の親に嫌いやがられた。だから、もっぱら遊び道具は母と一いつ緒しよに使っていたお絵かき帳だった。

　保育園に通いはじめる頃には母と一緒に現実とは異なる世界の物語を作っていたので、描えがいていたのはその物語に登場する人物ばかりだった。

　こことは違う世界レガルセアに〝聖女〟として召しよう喚かんされて、悪あく魔ま王おう率いる悪魔たちとの侵しん略りやく戦争から人々を救うために戦う女の子の話だ。

　オイゲン国の王子という後うしろ盾だても得て、前線で立ち回り、ときには知ち恵えを働かせて悪魔たちを出し抜いていく展開は、アニメの魔法少女みたいでとても楽しかった。その物語が自分と母だけのものだというのも優ゆう越えつ感かんを刺し激げきした。

　安アパートでひとり留守番をしている間、沙絵里はその物語の絵を夢中で描いた。お世辞にも絵は上手くなかったが、母は仕事から帰るといつも沙絵里の絵を褒ほめてくれた。

「聖女を描いてくれたの？　可か愛わいく描いてくれてありがとう」

「悪魔は耳が尖とがっているだけじゃなくて、眼めは真っ赤なの。覚えておいて」

「でも怖こわくはないわ。彼かれらは悪魔王に操あやつられていただけで、本当は人間と変わらないの」

　ただ褒めるだけではなく、母は物語と違ってしまっている点を逐ちく一いち指し摘てきしてきた。幼い子供を相手に大人げないと思われるかもしれないが、母は設定を大事にしているのか、あるいは別の理由があるのか、細かい差異も見み逃のがさなかった。

　物語には魔ま道どうという魔法みたいな力も登場していたが、母はその設定だけは掘ほり下さげさげさせてくれなかった。「危ないから」という、幼い沙絵里にはよくわからない理由からだった。

「その代わりにね、秘密の言葉を教えてあげる。危険なものを吹っ飛ばしてくれる言葉よ。でも、気軽に口にしてはだめ。悪いもの、嫌なもの、怖いものが迫せまってきて、本当に危ないときにだけ唱えなさい。きっと力が湧わいてくるから」

　以来、その言葉は何か危機に直面したときに沙絵里に力を与えてくれた。

　幼いときだけでなく、大人になったいまでも、なお。







　頭の後ろと背中と尻しりに固い感かん触しよくがある。

　そういえば道路の端はしで気を失ったんだっけ、と思い出しながら目を開けると、見たこともない石造りの天てん井じようが見えた。外ではない。

（あれ？）

　沙絵里はぱちりと目を開け、床ゆかに手をついて身を起こした。

　そこはやはり室内だった。ただし見覚えがいっさいない。職場のデスク域の二倍近くもある大きな部屋で、石造りの壁かべには松たい明まつと赤いタペストリーが掲かかげられている。窓はない。

　床も石造りだ。絨じゆう毯たんも敷しいていないので、床についた手からはひんやりとした石の感触が伝わってくる。

（ここ、どこ……お城？）

　沙絵里の知るかぎり、こんな内装の部屋は旅番組に出てくる外国の城でなければ、千ち葉ばや長なが崎さきにあるテーマパークくらいしか思い当たらない。

　腕時計を見ると、まだ午前八時台であれから数十分しか経たっていなかった。

　沙絵里が住んでいるのは関東の地方都市で、某ぼうテーマパークもたった数十分で行ける距きよ離りにない。だというのに、どうしてこんなところにいるのだろう。

　とりあえずトートバッグを引き寄せようとして、石床に赤黒い液体で描かれた大きな図が目に飛び込んできた。

　二重丸に三角形と、読めない文字だか記号だかを組み合わせたおかしな図ず柄がらだ。既すでに乾かわいていたが、かすかに鉄てつ錆さびの匂においがする。血だ。

「ひっ……！」

　沙絵里が引きつった悲鳴をあげて立ち上がった、そのときだった。

「黒髪に、黒目……」

　どこか茫ぼう然ぜんと力の抜けた男の声が聞こえてきた。誰かいる。

　はっとして振り向くと、床に描かれた図柄の外側に黒いマントを羽織った男がひざまずき、深みのある青い双そう眸ぼうを感激に見開いてこちらを眺ながめている。

「異界は時の進みも異なるという魔道書の記述は正しかったようですね。歳としを経て少し容よう貌ぼうが変わったようですが、間違いない……ついに、ついに成功した……！」

　握にぎり拳こぶしを震ふるわせ、何やらよくわからない独り言を呟つぶやいているのは、血のように真っ赤な髪を首の後ろで一つに括くくった若い男だった。

　年齢はよくわからない。二十代にも三十代にも見える。白い肌に彫ほりの深い顔立ちをしており、眼鏡の奥から柔にゆう和わを装よそおった挑ちよう戦せん的てきな眼まな差ざしを向けている。

（外国の人？）

　ラテン系とゲルマン系の区別もつかないが、なんとなくヨーロッパの方の人に思えた。

　男はゆっくりと立ち上がった。こうして見るとそれなりに背は高い。

　胸に垂れ下がっていたマントを払はらうと、細くすらりとした体に纏まとった上等そうな衣い装しようが垣かい間ま見みえた。そう、衣装だ。いまどき中世を舞ぶ台たいにした演劇や映画でなければ仮装くらいでしか見かけないような格好だ。

「ふっ、くくく……苦節一○二年三カ月と十一日、このときをどれだけ待ち望んでいたことか……気の遠くなるような苦難の日々も、いまとなっては愛いとしくすら思えてくる」

　誰に向かって言っているのかいまいちわかりにくい朗々とした声も芝しば居いがかっていて、舞ぶ台たい役者だと言われれば信じただろう。だが、彼がいるのは舞台の上ではなく、沙絵里と同じ石床の上だ。

　男が喜びを嚙かみしめるような笑えみを浮うかべて近づいてくる。

　美形の西洋人に笑え顔がおを向けられて、普段ならば芸能人に会えたみたいな気分になったかもしれないが、状じよう況きようが状況だ。

　目を覚ましたら西洋の城みたいな部屋に寝かされていて、床には人だか動物だかの血、目の前には中世っぽい衣装を着た謎なぞの外国人。

　まごうことなき事案である。

（わ、わたし、もしかして気を失っている間に、この人に誘ゆう拐かいされたんじゃ……!?）

　状況から考えて、そうとしか思えない。

　沙絵里はトートバッグを盾にするつもりで抱だきかかえて後じさった。

「だ、誰っ!?　こっちに来ないでっ！」

「我わが愛しの聖女よ、お会いしたかった──!!」

　男はこちらの要求など完全に無視して、両腕を広げて駆かけ寄よってきた。

　沙絵里は恐怖のあまり動けなかった。鞄かばんを強く抱きしめてぎゅっと目をつぶれば、口を衝ついて出たのは情けない悲鳴だった。それと、もう一つ。

　幼い頃から何度も何度も唱えてきた一節が、思わず口から飛び出した。

「ぎゃあああああ──イル・ストーラ！」

　本当に危ないときにだけ口に出していいと言われている、「危険を吹っ飛ばす」おまじないの言葉。

　いい歳をした大人になってまで幼い頃のおまじないを覚えていた自分自身に驚おどろいた。

　だがそれ以上に、唐突に周囲で吹ふき荒あれた強風にはもっと驚いた。どんっと何かが硬かたいものに叩たたきつけられる音も聞こえてきて、おそるおそる目を開けてみると、予想外の光景が視界に飛び込んできた。

「……えっ？」

　風の名残なごりでタペストリーと松明の火が揺ゆれ、巻き上げられた砂すな埃ぼこりがぱらぱらと舞まい落ちる中に、あの男がいない。

　いや、大広間の一番奥の壁に背中から叩きつけられた格好でくずおれていた。壁に背を預けてぐったりと足を投げ出しており、レンズの割れた眼鏡がずり落ちている。

「何、いまの……？」

　つとめて冷静に状況を受け止めるならば、沙絵里がおまじないを口にした瞬しゆん間かんにたまたま突とつ風ぷうが起きて男を吹っ飛ばしてくれた、という解かい釈しやくになるが、そんな偶ぐう然ぜんがありえるのだろうか。しかも、この部屋に窓はない。

「ふ、ふふふ……」

「ひっ！」
















　不気味な含ふくみ笑わらいの声が響いてきて、沙絵里はすくみあがった。

　男の体がぴくりと動いた。壁に叩きつけられた衝しよう撃げきが体に残っているのか、おぼつかない手つきで眼鏡をかけ直す。

「あ、あの、大だい丈じよう夫ぶ……？」

「くくく……これはあのときの魔法！　私を救った魔法を、時を経てこの身に受けるというのもまるで運命のようではないですか──」

　よろよろとした所作からかなりこたえているようなのだが、口元には笑みが張りついている。悪いところを打ったのかもしれない。

「ねえ、本当に大丈夫──」

「イル・キエラス」

　男が自分の胸に手を当てて何かを呟いた瞬間、その手元にぽうっと白く柔やわらかな輝かがやきが生まれた。白光は男の体に吸すい込こまれていき、すぐに消きえ失うせる。もちろん男の手にペンライトや電球装置などの類は握られていない。

「いまの、何？」

「治ち癒ゆの魔道です」

　男は大たい儀ぎそうに立ち上がると、体の調子を確かめるように腕を軽く回した。さきほどまでより動きが機き敏びんになっている。

「意味がわからないんだけど……」

「癒いやしの精せい霊れいの力を借りた略式魔道ですよ。あなたもさきほど風の略式魔道を使っていたではありませんか。もしや無自覚に使っていたのですか？　だとしたらあのときのあれは……なるほど、それもまた面おも白しろいですね。いっそう運命を感じられる」

「……何を言っているの……？」

　理解できないと態度に出しつつも、沙絵里の中にある記き憶おくが蘇よみがえりつつあった。

　略式魔道。それは母と一緒に作った物語にも登場していた。長い呪じゆ文もんと触しよく媒ばいを必要とする魔道の応用で、特定の精霊と契約することで短い呪文でも魔道を発動させられるようにしたものだ。

　ただ、具体的にどういう呪文なのかは決めなかった。そこだけは、母は頑がんとして曖あい昧まいなままにしようとしていたので、幼い自分はそういうものだと思って追つい及きゆうしなかった。

（どうしてそれをこの人が知っているの？　って、そうじゃない！　魔道なんて実在するわけないし、信じるとでも思ってるの？）

　そう思う一方で、信じてしまいそうな自分もいた。

　体を吹き飛ばすほどの突風で壁に叩きつけられたのだとしたら、骨や臓器を損傷しているはずなのだ。だがいまの彼はけろりとしている。一いつ瞬しゆんで怪け我がが治ったとしか思えず、そんな芸当ができるのはそれこそ魔道としか思えない。

（だから信じちゃだめだって！　この人は誘拐犯！）

　沙絵里は改めてトートバッグを抱きしめて、男を睨にらみつけた。

「あなた、何者なの？　わたしをどうする気？」

「ああ、そういえば自己紹介を忘れていましたね」

　男は胸元に恭うやうやしく手を当て、少しだけ体を屈かがめてこちらを見上げるように会え釈しやくした。

「私の名はイザーク・レイ・オイゲン。レガルセア随ずい一いちの大魔道士にして、このエヴェルの暫ざん定てい城主です」

　実際に見たことはないが、まるで貴公子のような立ち振る舞いだ──そう思ったのもつかの間、イザークと名乗った男は嬉うれし泣なきでもしそうな表情でぐっと唇を嚙みしめ、大おお仰ぎように両腕を広げて天井を仰あおいだ。

「天よ、聞いていましたか!?　私はついに聖女に名乗ることができました！」

「ええっと」

　よくわからないが、天井ではなく自分と会話をしてほしい。

「あれ？　そういえばさっきから言葉が通じて……？」

　沙絵里はようやく気がついた。

　イザークは日本語で話していない。

　そして、沙絵里も日本語で話していなかった。

　さきほどから当たり前のように口をついて出てきているのは、幼い頃に母と一緒に作った創作言語だ。オイゲン語と名づけた存在しない言葉をイザークが使ってくるものだから、沙絵里もつられて無意識に使っていたようだ。

「どうしてこの言葉を……あ、あなた何者なの……!?」

「それはさきほど申し上げたとおりです。聞き逃したというのでしたらもう一度名乗りましょう。私はイザーク・レイ・オイゲン。あなたの愛のしもべ」

「……さっきとちょっと変わってない？」

「それより、あなたの名前をうかがっても？」

「あ、松まつ宮みや沙絵里です。サエリ・マツミヤ」

　うっかり馬ば鹿か正直に答えてしまった。

　見るからに怪あやしい人に名乗ってどうする、と思う一方で、さきほどまでの警けい戒かい心は薄うすれつつある自分に気がついた。言葉、しかも亡き母との思い出のある創作言語が通じたからかもしれない。

　イザークは何か大切なものの名を呟くように、サエリ・マツミヤと繰くり返かえした。

「サエリ・マツミヤ……不思議な響きです。意味はわかりませんが、とてもいい名だ」

「意味がわからないのにいい名前かどうかわかるの？」

「天よ、聞いていましたか！　私はついに聖女の名前を知ることができた！」

「なんでかな、言葉は通じてるのに会話が嚙み合わない……」

　両腕を広げて天井に語りかけるのが癖なのだろうか。他人の性せい癖へきや趣しゆ味みをとやかく言うつもりはないが、芝居臭すぎる。何よりこの状況はいかんともしがたい。

「ねえ、イザークさん？」

「さんは不要です。天よ、聞いていましたか！　私はついに名前を呼んでもら──」

「それはもういいから」

　沙絵里はさくっとイザークの発言を遮さえぎって、大広間を見回した。

「わたし、どうしてこんなところにいるの？」

「それはもちろん、私が召喚したからです」

　イザークがしたり顔で言って、中指で眼鏡の位置を直す。

「召喚……？」

「そうです。失われた古の魔道を蘇らせ、異界との門を開いたのです。いやあ苦労しました。術式を解明するのも骨が折れましたが、とりわけ触媒の入手が困難で。悪魔たちも非協力的でしたし。特に不死鳥の嘴くちばしと虹こう竜りゆうの涙なみだを手に入れるのが大変で……」

　沙絵里は呆あきれた。今度は魔道ときたものだ。

　おまけに悪魔だの不死鳥だの、まるでゲームや漫まん画がや小説の世界みたいではないか。

　とりわけ虹竜というのは沙絵里が幼い頃に母と一緒に作った物語にも登場しているので、偶然の一いつ致ちとはいえ思い出を汚けがされたような不快感を覚えた。

「ふざけないで。どうやってここに連れてきたのかはもういいから、とにかく家に帰して。無事に帰してくれたら警察には言わないでおくから。このままじゃ遅刻しちゃう」

「何か大事な用事でもおありでしたか？」

「仕事があるの！　もう遅刻は確定だけど、あんまり遅おくれたくないし」

　ここが家からさほど遠くない場所だとしても、既に一時間の遅刻は確定だ。できれば午前中のうちに出勤したい。今日は出すい納とう業務があるから銀行に用があるし、新しく中ちゆう途と採用で入る社員のために書類トレーなどの事務用品を買いに行かなければならないのだ。

「仕事なんて忘れてしまえばいいでしょう。あなたは一生、働かなくていい身分になったのです。どのみち、帰りたくても帰れませんしね」

　あっさりと切り捨てるような言いぐさに、ぎょっとした。

「帰れないって、どういうこと？」

「失われた古いにしえの魔道で召喚したと申したでしょう。今日はじめて、おそらく何者かの介かい在ざいによってはじめて成功したのです。召喚したものを元の世界へ帰す術式までは解明していませんし、その必要も感じていません」

「だからそういうファンタジックな設定はいらないってば！」

「設定？　意味がわかりませんね。私は事実を申しているだけです」

　話が嚙み合わない。

　沙絵里の中で再び警戒心がむくむくと膨ふくらんできた。言っていることはさっぱり理解できないが、この男が自分をさらってここへ連れてきたのは確かなのだ。

　うっかり忘れそうになった警戒心を奮い起こす。

「……どうして私をここに？」

「やっと話が進みましたね」

　イザークも堂どう々どう巡めぐりの話から先へ進みたいと思っていたようだ。眼鏡の奥の青い双眸がきらりと輝き、薄い唇が弧こを描く。そのどこか嗜し虐ぎやく的てきな微笑みにぞくりとした。

「サエリ・マツミヤ。私があなたを召喚した理由はほかでもありません。あなたに会いたかったからです。本当に……ずっと、会いたかった……！」

　再びがばっと両腕を広げて飛びかかってくる。

「ぎゃああイル・ストーラー!!」

　沙絵里は今度こそ目を開けたまま叫んだ。

　かくん、と軽い虚きよ脱だつ感のようなものを覚えた瞬間、目の前に突風が湧きあがってイザークの瘦そう身しんをたやすく吹っ飛ばした。彼はきりもみ状になりながらも冷静だった。身をひねって後方へ右手のひらを向け、力強く言い放った。

「イル・ストーラ」

　その瞬間、別の風が巻き起こる。

　前後からの風に挟はさまれるかたちとなったイザークは、航空機がホバリングするかのようにゆっくりと床に足を下ろした。

　見間違いではない。沙絵里の、イザークの一言で風が起きたのだ。

「魔道……」

「そう、それが、これが魔道です。正しくは風の上位聖霊の力を借りた攻こう性せい略式魔道。やっと信じる気になったようですね」

　やれやれと言わんばかりに苦く笑しようされてしまう。

　沙絵里は頭を抱えたくなった。

　魔道。そんなものがあるはずはない。だが、目の前で起きたこれはいったいなんだ。

（あ、ひょっとして夢？）

　召喚だの魔道だの、夢だと言われれば納なつ得とくだ。

　夢の中ならば空も飛べるし、ケーキは無限に食べられるし、怪我をしても痛くない。そういうものだ。

　母と一緒に作った物語と似ているところがあるのも、頭が勝手にその物語をモチーフにしているからだろう。イザークもきっとどこかで見かけた外国人俳優や歌手が記憶の片隅に残っていて、頭の中でかたちを結んだに違いない。

　そうとわかれば少し気持ちに余裕が生まれてきた。

「それで、召喚したのはわたしに会いたかったからってだけ？」

「まさか」

　即そく答とうするなり、イザークはその場に片膝をつき、深い青色の双眸でこちらを見上げてくる。そのどこか熱っぽい眼差しに、なぜだかとても嫌な予感がした。

「サエリ・マツミヤ。我が愛しの聖女よ！　私と結婚してください！」

「え、無理」

　沙絵里もまた即答だった。







　長い長い沈ちん黙もくが降りた。しばらくの間、互たがいに一言も発せられなかった。

　ふっ、と声を漏もらして均きん衡こうを破ったのはイザークだった。ずれたわけでもないのに眼鏡のブリッジを中指で押おし上あげてから立ち上がる。

「その反応は想定の範はん囲い内です」

「じゃあ諦あきらめてくれる？」

「まさか。あなたを召喚するためにどれだけの時間と労力と犠ぎ牲せいを費ついやしてきたと思っているんですか。ここで諦めるなどありえない」

　時間と労力はともかく犠牲というのが気になったが、あまり深く突つっ込こまない方がいいだろう。相手の事情なんて知ったことではない。いくら夢の中といっても、出会ったばかりで好きでもない男と結婚なんて冗じよう談だんではなかった。

「だいたい、どうしてわたしなの？　自分で言うのもなんだけど、別に美人じゃないし、胸だって真っ平らだし」

「とんでもない！」

　イザークはかっと目を見開いて身を乗り出してきた。沙絵里はひっと喉のどの奥で小さな悲鳴をあげて後じさる。

「私に言わせていただければ、あなた以外の女など無価値、路ろ傍ぼうの石に等しい。あなたの神こう々ごうしさの前では、どんな美人も巨きよ乳にゆうもかすんでしまいます」

「……美人じゃないことも胸がないことも否定してくれないんだ」

「ないものはない、ゼロを一にすることは不可能です」

「ゼロじゃないし！」

　ぎりぎりＢカップはあるのだと主張しかけて、はっと我に返る。さきほどからペースを乱されてばかりだ。

「あなたがなんと言おうと、わたしは嫌よ。誘拐犯と結婚しろだなんて、こっちだってありえないわ」

「誘拐犯ではなく召喚者なのですがねえ。それに、あなたを召喚できたのも、私一人の力と言い切ってよいものかどうか」

「どういう意味？」

　イザークは苦笑して、指先で髪型を乱さないように頭を搔かいた。

「術式を解明してから数年、触媒の細かい変へん更こうこそ行ってきたとはいえ、ずっと同じ方法で召喚の儀ぎ式しきを行ってきたのです。なのに今日に限って成功したということは、少なからずこの世界が聖女を求めており、たまたま私の思おも惑わくと合がつ致ちしたと考えられます」

「……つまり？」

「つまり、誘拐犯は私ではなくこの世界そのものというわけです。我が愛しの聖女よ、帰してほしいのならば、私ではなく世界にもの申せばいい」

「…………」

　だめだ、さっぱりわからない。

　イザークの説明を理解するのはひとまず諦める。そんなことより、さきほどから引っかかる言い回しがあったのだ。

「その、聖女っていうのはなんなの？」

「古の時代から言い伝えがあるのですよ。『世界が危機に瀕ひんしたそのとき、黒髪黒目の乙おと女めが現れて安あん寧ねいへと導く』と。そしてそれは過去に何度も現実となってきました。聖女がいなければ、この世界はとうの昔に滅ほろんでいたことでしょう」

　その言い伝えは知っていた。母と作った物語にもまったく同じ伝説が存在するからだ。

（まあ、わたしの妄もう想そうの世界なんだから当然だよね）

　ただ、それだけで受け入れられるかといえば話は別だ。

　沙絵里は自分の髪先を指で引っ張って見下ろした。ブリーチもパーマもかけたことのない髪は真っ黒で、癖もない。

「……確かに髪も目も真っ黒だけど、それだけで聖女って言われても困るわ。黒髪黒目なんてほとんどの日本人が該がい当とうするし」

「いいえ、あなたは間違いなくこの世界を救う聖女です。あなたがいまここにいること自体がその証左ですよ」

「うーん。まあ、そういう設定なら構わないけど、世界を救えと言われても……」

　とりあえずこの夢の最終目標がわかったのは一歩前進だろう。

　世界を救う。妄想にしても少々子供っぽいが、昔から漫画やアニメや映画で何度も取とり扱あつかわれてきたテーマであるぶん、わかりやすい。

　ただ、早く目を覚まして仕事に行きたい身としては、あまり長くなりそうな夢はごめんこうむりたかった。

　沙絵里が渋しぶっていると、イザークが露ろ骨こつに眉をひそめた。

「私は世界を救えなんて一言も言っていませんが」

「え？」

「むしろ、世界など放っておけばいいんです。滅びようとどうなろうと私の知ったことではありません。私とあなた、二人が安らかに過ごせるのならば、人間だろうが悪魔だろうが誰がどれだけの数のたれ死のうと構いません」

「ええ……？　じゃあ私はなんのために召喚されたのよ？」

「だから何度も申しているではありませんか。私の花はな嫁よめにするためだと」

　どうあってもそこへたどりつくようだ。

　こんな平凡な派遣社員のどこがいいのかわからないが、なかなかしつこい。

　あるいは、自分には美形の外国人に誘拐されて花嫁にされたい願望でもあったのだろうか。さすがにそれは考えたくない。

「ではこういうのはどうでしょう？　あなたのほしいものをなんでも差し上げましょう。ですから、私の花嫁になっていただけませんか？」

　イザークはこれでも譲じよう歩ほしているつもりらしかった。

　嫌だ嫌だと突っぱねてきた沙絵里だったが、さすがに少し考えてしまった。

（ほしいもの、か……なんだろう）

　最初に思い浮かんだのは、一生生活に困らないだけのお金だ。

　現在の沙絵里の年収は二百万円ほどだ。生活する上では現状でぎりぎりなので年収三百万円はほしいとして、七十五歳まで生きると想定して換かん算さんすると、一億五千三百万円。

　ほしいといえば、ほしい。

　しかしオプションにイザークがついてくるとなると話は別だ。大金はほしいが、イザークがついてくるのならばいらない。

（となると、無茶なものをほしがって諦めてもらうのがいいかな）

　おとぎ話のかぐや姫ひめみたいに無理難題を突きつけて、諦めさせるのが得策だろう。幸いにして、この世界は沙絵里が幼い頃に母と一緒に創作した物語の世界と酷こく似じしているから、ネタはごまんとある。

「わかった。わたしのほしいものを用意してくれたら、結婚してあげる」

「本当ですか!?　なんでもおっしゃってください！」

　イザークが期待に目を輝かせる。

　これから何を要求されるかも知らないで、いい気なものだ。沙絵里は口元が意地悪く緩ゆるみそうになるのを必死でこらえながら言った。

「黒竜の宝玉」

　その瞬間、イザークが色を失った。

　竜の宝玉は母と作った物語に登場する稀少品だ。

　雄おすの黒竜だけが有しており、人間でいうところの喉のど仏ぼとけの中に存在する。当然、竜を殺して首を切きり裂さかなければ手に入らない。そして、並なみ大たい抵ていの人間には竜を殺すことは難しく、数ある竜の中でもっとも硬い鱗うろこを持つ黒竜ともなればほぼ不可能だ。

「……なるほど、そうきましたか。魔道のことをご存じないようでしたから、こちらの世界の知識はないものだと甘あまく見ていました」

「どう？　諦める気になった？」

「とんでもない。少々気は進みませんが、あなたがご所しよ望もうならばしかたがありません。少し時間がかかると思いますが、お茶でも飲んで待っていてください」

　そこまで言うと、イザークは懐ふところから小さな呼よび鈴りんを取り出して、りん、と鳴らした。

　とたんに両開きの扉とびらが開き、甲かつ冑ちゆうを纏った兵士たちがわらわらと大広間に入ってきた。兵士たちはイザークの前で一列に並ぶと、片方の足でもう一方の足の踵かかとを蹴けるように打ち合わせて、背筋を正した。

「お呼びでしょうか、イザーク様」

　一見するとイザークと同じ西洋系の顔立ちだが、ぴんと尖った耳と赤い眼にぎょっとした。まるでファンタジー作品に登場するエルフのような耳だが、沙絵里と母の生み出した世界にエルフはいない。しかし耳の尖った種族はいる。

（悪魔族、だ……）

　人間よりもはるかに多い魔力を有する、悪魔王を頂点とする種族だ。

　魔道を使えない者がほとんどである人間を下等な存在と見なし、奴ど隷れいとして従えようと侵略してきたところを、聖女とオイゲン国の王子が撃げき退たい、悪魔王を失って洗脳が解けた悪魔たちは撤てつ退たいしていき、世界に平和が訪おとずれた──物語ではそんな結末を迎むかえたはずだ。

　百歩譲ゆずって、いなくなったはずの悪魔が登場してきたのは構わない。だがなぜ、人間のイザークに従っているのだろう。これでは設定が違う。

「取り急ぎ、黒竜の宝玉が必要になりました」

　イザークが平然とした様子で告げると、兵士たちの表情に動どう揺ようが走った。

「そ、それは……しかし……」

「すぐに宝玉を取り出す手はずを整えてください。それと、あなたとあなた。彼かの女じよがお茶をご所望です。一番いい茶葉で淹いれて差し上げなさい」

「かしこまりました。が、こちらの女性はいったい……？」

「何やら面めん妖ような格好をしておりますが」

「質問を許した覚えはありませんよ。すぐに行動しなさい」

「は、はっ！」

　兵士二人を残して、他の兵士たちが慌あわてた様子で大広間を飛び出していく。

　それを悠ゆう然ぜんと見送ってから、イザークは振り向いた。

「では、私は宝玉を手に入れてまいりますので。またのちほど」

「は、はあ……」

　にこりと嬉しそうに微笑むと、黒いマントを翻ひるがえして兵士たちの後を追うように出ていった。残された兵士二人があからさまに挙動不ふ審しんになりながら促うながしてくる。

「ご案内させていただきますので、どうぞこちらへ」

「あ、お構いなく。別に喉は渇かわいていないので」

　実際、まったく喉は渇いていなかったのだが、辞退しようとすると兵士たちの顔色がさっと変わった。

「そうおっしゃらずに！」

「イザーク様の命に反すれば、我々の首が飛びます！　物理的に！」

「お茶ごときで……？」

　聞き返したら、全力で「もちろんです！」と返ってきた。

　いまにも泣きそうな顔で言われては、断れるはずもなかった。





[image: ]






　色とりどりの花々に囲まれて飲むお茶はとても美お味いしかった。

　兵士に案内されてきたテラスのテーブルセットの席について、沙絵里は召めし使つかいらしきお仕着せの女性たちの淹れてくれた紅茶をすすっていた。

　ほんのりと香かおる薔ば薇らの匂いはとても自然で、市し販はんのローズティーと違って品があるように感じられた。本当に美味しくて、あっという間に飲み終わってしまった。すかさず、召使いの女性が陶とう器き製のティーポットを持ち上げる。

「おかわりはいかがですか？」

「あ、お願いします」

　差し出したカップに、とくとくと夕焼け色の液体が注がれる。薔薇の香りがまた一段と濃こくなった。

　給きゆう仕じをしてくれる召使いたちもまた眼が赤く、耳が尖っている。

（この人たちも悪魔……だよね。お母さんと作った設定と違うなあ）

　母と作った物語では人間と悪魔は戦争をしており、特に人間の下に悪魔が従うなんて考えられなかった。細かいところで設定が微び妙みように変わっているのが気になる。夢診しん断だんでも調べたら何かわかるだろうか。

　つい召使いたちの容姿を観察したくなるのをぐっとこらえる。心なしか、彼女たちも沙絵里の容姿を気にしているようだ。白色人種の中に黄色人種が紛まぎれ込こんでいることもあるだろうが、どうも沙絵里が短いスカートに黒いハイソックスを穿いているのが引っかかるらしく、たまに下半身に目を向けては眉をひそめている。文化の違いとはいえ、少々いたたまれないものがある。

（イザークはどこに行ったんだろう。まさか竜を退治しに？　さすがに無茶よね。あっさり諦めてくれるといいんだけど……無茶して怪我されるのも寝ね覚ざめが悪いし）

　ただなんとなく、沙絵里はイザークがちょっとやそっとではやられない気がしていた。さすがに竜は倒たおせなくても、しぶとく生き残りそうなタイプに見える。

　そんなことを吞のん気きに考えながら干しクランベリーの入ったクッキーを口に運び、二杯はい目の紅茶をすする。今日の夢はやけにリアルだ。紅茶も菓か子しもとても美味しい。

「サエリ様、焼き菓子のおかわりはいかがですか？」

「いいんですか？　ぜひお願いしますっ」

　それなりに状況を楽しんでいると、城内の方から慌ただしい足音が聞こえてきた。

「待てセイラ！」

「はやまるな！」

　そんな叱しつ声せいを振り切るようにして扉が開き、小こ柄がらな人ひと影かげがテラスへ飛び出してきた。

「わっ……！」

　沙絵里はとっさに椅い子すから腰こしを浮かしかけたが、人影はすぐに案内役兼けん見張りの兵士たちによって取り押さえられた。

　金きん髪ぱつを後頭部の高い位置で一つに括った、見み目め麗うるわしい少女だった。

　見たところ十代の後半くらいだろうか。女性ながら鍛きたえられたアスリートのような瘦身を包んでいるのは、兵士たちよりも幾いく分ぶんか上等な金属製の甲冑だ。そして、彼女の耳もぴんと尖っていた。

「セイラ様、困ります。ご自分の立場をお考えになって……」

「うるさいっ！」

　セイラと呼ばれた少女は兵士たちに押さえつけられながらも、つり目気味の赤眼を、きっ、と鋭するどくしてこちらを睨みつけてくる。

「貴き様さまは私に恨うらみでもあるのか！」

「な、なに？」

「とぼけるなっ！」

　唾つばを飛ばして叫ぶセイラの双眸には、うっすらと涙がにじんでいる。

「貴様があの外げ魔ま道どう眼鏡に言ったのだろう！」

「げまどうめがね……？」

「魔道に長たけた外げ道どうな眼鏡野や郎ろう、イザーク・レイ・オイゲンのことだっ！」

　なるほど、魔道に通じた外道で眼鏡をかけているから外魔道眼鏡か。思わずぷっと噴ふき出だすと、「笑うな！」と怒おこられた。

「貴様があの男におかしな要求をしたせいで、私のセルシオがとばっちりを受けてしまったではないかっ！」

「セルシオって、車の名前だっけ？」

「竜だっ！　私の相棒である黒竜の名前だ！」

　力いっぱい否定されて、沙絵里はびくりと肩かたを震わせた。

　黒竜、ということは、まさか。さきほどイザークに突きつけた要求を思い出す。

「あなた、もしかして黒竜を飼っているの？」

「飼うだと……？　無知でおそれを知らぬ人間らしい発想だな」

　表現が気に入らなかったらしく、セイラはさらにきりきりと柳りゆう眉びをつり上げる。

「最上位の魔ま獣じゆうである竜を飼うなどおこがましい。我々は竜と契約しているにすぎないのだ。契約によって竜騎き士しと竜は血よりも濃い絆きずなで結ばれる。私にとってセルシオは物心ついた頃からともに苦楽を分かち合ってきた、かけがえのない存在なんだ……」

　思わず言葉を失ってしまったのは、何も彼女の剣けん幕まくに圧おされたからだけではない。

　竜騎士は映画や漫画などで見かけているから知識としては知っているが、母の物語には登場しない職業だ。悪魔たちは竜を魔道で洗脳してけしかけこそすれ、決してその背に跨またがりはしなかった。

「血を分けた兄弟以上に強い絆があるのが、私たち竜騎士と竜なのだ。なのに、貴様が黒竜の宝玉をよこせと要望したせいで、あの忌いまわしき外魔道眼鏡に捕とらわれてしまったではないか！　いまごろは処しよ刑けい台だいだ！」

「なっ……」

　血の気が引く思いがした。

　沙絵里が所望した宝玉は竜の喉にある。

　つまり、首を切り落とさなければ手に入らない。

「いったいセルシオが何をしたというのだ！　黒竜に恨みでもあるのか！　私もセルシオも、いままで不本意ながらも外魔道眼鏡に従ってきたし、それなりに武ぶ勲くんも立ててきたつもりだ。だというのに、こんな仕打ち……あんまりではないか！」

　セイラの双眸にどんどん涙が溜たまっていく。罪悪感で胸が痛んだ。

「ご、ごめんなさい！　こんなことになるなんて思わなかったの！」

　いくら夢の中とはいえ、こんな女の子を泣かせるなんてとんでもない。結婚を諦めさせるためとはいえ、自分はなんてことを言ってしまったのだろう。

「無理難題をふっかけて結婚を諦めてもらいたかっただけで、こんな近くに黒竜がいるなんて知らなくて……本当よ。すぐにやめさせるから、泣かないで」

　すかさずポケットからハンカチを取り出して差し出すと、兵士たちは顔を見合わせてセイラの拘束を緩めた。ややあって、セイラは自由になった右手でぱしん、とハンカチを叩き落とした。

「謝あやまられても嬉しくない」

　手ての甲こうがじんと痺しびれたが、甘んじて受け入れる。悪いのは自分だ。落ちたハンカチを拾いながら訊たずねた。

「その、セルシオはいまどこにいるの？」

「南西の……練兵場だ。外魔道眼鏡もそこにいる」

　こうしてはいられなかった。

「セイラさん、って言ったよね？　すぐにその場所に案内して！」

「わ、わかった！　ついてきてくれ！」

　兵士たちから拘束を解かれると、セイラは手の甲でぐいと涙を拭ぬぐってから、くるりと身を翻して走り出した。




　セイラの背中を追って、沙絵里は広い城内を駆け抜けた。

　最初にいた大広間は地下室だったらしく、狭せまい階段を上った先はきらびやかな内装の廊ろう下かだった。白い壁に金のレリーフ、肖しよう像ぞう画が掲げられ、高そうな白磁の花か瓶びんには色とりどりの花が生けられていた。夢とは思えないディテールだ。自分は意外と想像力が豊かだったのかもしれない。

　そんなことを考えながら、もうかなりの距離を走っていることに気がついた。

　沙絵里は体が弱く、謎の発作持ちだ。学生時代のマラソン大会は強制参加だったので、いつも五百メートル地点に到とう達たつする前には軽い発作を起こして倒れていた。

（もう結構走ってるよね？　そろそろ発作が起きるんじゃ……少し休憩しないと）

　足を緩めようとしたとたん、手首をぐいと引っ張られた。

「もたもたするな！」

「ごめん！　あの、でも……」

「でもじゃない！　間に合わなくなるだろうが！」

　セイラは沙絵里の手首を摑つかんだまま走り出した。甲冑を身につけているのに沙絵里の全速力と同じくらいの速さだ。

　沙絵里はたたらを踏みそうになりながら懸けん命めいに追いすがる。息が上がり、体が熱くなっていく。呼吸は苦しいが、嫌な苦しさではないことに驚いた。

（発作が起きない？　わたし、走れてる……なんで？　あ、夢だから？）

　などと考えている間に、屋外へ出ていた。

　柱ちゆう廊ろうになっている屋外通路を通り抜けると、四方を厚壁に囲まれた運動場のような空間に出た。ここが練兵場らしい。手前に弓や剣けんの練習用とおぼしき的や藁わらの人形などが設置されており、さらにその奥、練兵場の中央に巨大な黒い影が鎮ちん座ざしていた。

　それは、体積で言えば沙絵里の四畳間よりもあるだろう。

　ゾウよりもはるかに大きな体たい軀くのあちこちに縄なわをかけられ、何人もの兵士たちに引っ張られて引きずられているのは、一言で言えば黒い竜だった。

　かたちだけならばトカゲによく似た体型だが、その額にはトカゲではありえない二本の弯わん曲きよくした角、背中にはコウモリのような大きな翼つばさ。引きずられた前まえ脚あしの鉤かぎ爪づめが、地面に鋭い引っ搔き痕あとを刻んでいる。ごつごつと逆立った鱗に覆おおわれた体表面はまさしく鋼鉄の鎧よろいを纏っているかのように勇ましく、意識のない状態でもなお迫はく力りよくがあった。

「ぷぉー、ぷぉー」

　鼻提ちよう灯ちんを膨らませながら間の抜けた寝息を立てていなければ、だが。

（……可愛い……かもしれない……）

　なるほど、セイラが溺でき愛あいする気持ちが少しわかった気がした。

「セルシオ！」

　そのセイラが飛び出していこうとして、すぐに兵士たちが伸ばした腕と槍やりの穂ほ先さきに行く手を阻はばまれた。

「行ってはだめだ！」

「気持ちはわかるが、諦めろ。あの男に逆らったらどんな目に遭あうか……」

「嫌だ、離はなせ！　セルシオ！　セルシオーっ!!」

　黒竜は熟じゆく睡すいしているらしく、悲痛な呼び声も届かない。これだけ周囲が騒さわがしいのに目覚めないということは、薬か何かで眠ねむらされているのかもしれない。

（とにかく止めないと……イザークはどこ？）

　屈くつ強きような兵士たちに視界を阻まれて、眼鏡の優やさ男おとこの姿が見つからない。

　ふと、がらがらと車輪の音が聞こえてきた。見れば兵士たちが四人がかりで引いてきた大きな台車に、人に使用するには大きすぎる断頭台が置かれている。

「もっとこっちへ、もっと……そう、そこに降ろしてください」

　指示を送る声が聞こえてそちらに目を向ければ、イザークが台車に向かって手招きの合図を送っていた。眼鏡のレンズにひびが入っていないところを見るに、スペアの眼鏡に替えたようだ。巨大な、竜サイズの断頭台が台車から降ろされると、満足そうに腕組みしてうなずいた。

「ご苦労様でした。さっそく竜の首を載のせてください」

　兵士たちが額に玉の汗あせを浮かべながら縄を引っ張り、重たそうな黒竜の首をなんとか持ち上げてギロチン台の上に載せた。

　硬い黒竜の鱗をギロチンなんかで落とせるわけがない、と思ったものの、首の上にぶら下がっている巨大な刃はの輝きを見て考えを改めた。

　この虹にじ色いろの輝きは鋼鉄ではない。神じん鋼こうと呼ばれる世界でもっとも硬い金属だ。母と作った物語では神鋼の大剣で黒竜どころか悪魔王を倒している。

「やめろー！」

　セイラの絶ぜつ叫きようではっと我に返った。こうしてはいられない。

　沙絵里は慌てて飛び出していこうとしたが、目の前を槍の穂先に遮られた。一目で城の人間ではないと気づかれたのだろう、厳いかつく汗臭い、そして耳の尖った兵士たちが露骨に眉をひそめてじろじろと見てくる。

「なんだ、貴様は。どこから入ってきた」

「面妖な格好をしているな。異国の者か、それとも……」

「え、えっと……」

　もたもたしているうちにも竜の処刑がはじまってしまいそうで、気ばかりが急せく。彼らに構っている時間はないのだ。

「い、イザーク！　待って！　やめて！」

　兵士たちの肩かた越ごしに声を張りあげると、断頭台の前で満足そうに腕組みをしていたイザークが振り向いた。

「これはこれは。どうしてこちらへ？　お茶がお口に合いませんでしたか？　それとも見学に？　でしたらもう少し離れた方がいいですよ。かなり飛び散ると思いますので」

「どっちでもないし物ぶつ騒そうなこと言わないで！　ねえ……ここからじゃ話しにくいからちょっとそっちへ行ってもいい？」

「もちろんです。あなたの方から私に会いに来てくれるなんて、こんなに喜ばしいことはありません」

「変な意味に受け取られているみたいでぞっとするんだけど……」

「あなたたち、彼女を通して差し上げなさい」

「は、はあ」

　わけがわからないといった顔ながら、兵士たちは槍を下げて道を開ける。沙絵里は飛び出していってイザークの前まで駆けつけた。

「竜の処刑なんて、いますぐやめさせて。聞いたのよ。その竜ってセイラって子の家族で、何か悪さをしているわけじゃないって」

「黒竜の宝玉を所望したのはあなたではありませんか？」

「そうだけど、てっきり悪い竜を退治するのかと思ってたの。まさか飼っ……じゃなくてきちんと調教されている黒竜を殺そうとするなんて思わなくて。さっきの話はなしにするから、竜を助けてあげてくれない？」

「無理です」

「……は？　無理って……」

「あなたは黒竜の宝玉さえ用意すれば私と結婚してくれると約束してくれました。私はその条件を吞み、こうして黒竜を殺して宝玉を取り出そうとしているのです。いまさら反ほ故ごにしようなど、いかに愛しの聖女といえど受け入れられません」

「じゃ、じゃあどうしたらやめてくれるの？」

「ご自分でお考えになればよろしいでしょう。あなたはどうなさりたいんです？」

　断頭台に首を載せられた黒竜を見る。

　自力で逃げ出してくれないものかと思ったが、落ちくぼんだ瞼は固く閉じられていて、気持ちよさそうに寝息を立てており、一向に目を覚ましそうもない。

　肩越しにセイラの方を振り向くと、ぎりりと唇を嚙みしめ、つり上がった両目いっぱいに涙を浮かべてこちらを睨んでいる。

　どうせこれは夢だ、と誰かが囁ささやいた。

　現実ではないのだから、自分のせいで竜が殺されたところで、女の子を泣かせたところで、目を覚ましたときにちょっともやもやした気分が残るくらいだ。だが。

「わかった。あなたは黒竜ごと、黒竜の宝玉を用意した……あなたの勝ちよ。結婚でもなんでもするから、竜を解放してあげて！」

　言ってしまった。これでもう後あと戻もどりはできない。

　たとえ夢の中だとしても、母と作った物語の世界で不実な真ま似ねをしたら、母との思い出まで汚よごしてしまいそうな気がしたのだ。

「いい返答です」

　イザークはにっこりと満足そうに微笑むと、軽く手を挙げて指示を送った。

「気が変わりました。竜を厩きゆう舎しやに戻し、断頭台を片付けてください」

　無む駄だ働きをさせられた兵士たちは文句も言わず、それどころかどこかほっとした様子で撤てつ収しゆう作業をはじめた。彼らも竜の命を奪うばうことに抵てい抗こうがあったのかもしれない。

　申し訳ない気持ちでセイラの方を肩越しに一いち瞥べつすると、彼女は顔に両手を当てて泣きじゃくっており、近くの兵士に肩を支えられたり頭を撫なでられたりとなぐさめられていた。

　よかった、と思ったのもつかの間、

「サエリ・マツミヤ」

　呼ばれてびくりと振り向く。

「フルネームで呼ばないでほしいんだけど。沙絵里でいいから」

「では、サエリ。いちおう確認させていただきますが、本当によろしいんですね？　私の花嫁になっても」

「……うん。まあ、しょうがないし……」

　花嫁になるといっても、しょせん夢の中だ。

　目を覚ましたときに、美形の外国人に求愛されるなどという都合のいい夢を見るなんてと自己嫌けん悪おに陥おちいりそうだが、きっと三日もすれば忘れてしまうだろう。

「そうですか。よろしいんですか……ふっ……くくく、ははははは！」

　イザークがうつむいて肩を震わせたかと思ったら、大声で哄こう笑しようをあげはじめた。沙絵里だけでなく周囲の兵士たちもぎょっとする中、両腕を天へと振り上げる。

「聞きましたか、天よ！　私はついに聖女を手に入れた──！」

　手に入れた、手に入れた、手に入れた……と蒼そう穹きゆうに声がこだまする。

　この男はどうあっても、沙絵里より空と会話をしたいようだった。
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「本当にすまなかった！　数々の無礼を許してほしい！」

「ちょ、ちょっと、顔を上げて！　元はといえばわたしが悪いんだから、ね？」

　絨じゆう毯たんに膝ひざをついてがばっと頭を下げたセイラを沙さ絵え里りは慌あわてて取りなした。

　黒こく竜りゆうセルシオの処しよ刑けい騒そう動どうが落ち着くと、イザークは兵士たちに命じて沙絵里を北の離はなれにある一室へと案内させた。

　深い苔こけ色いろの壁かべ紙がみに、臙えん脂じを基調とした調度品が設しつらえられた部屋だ。臙脂の天鵞絨ビロードを張った猫ねこ脚あしの長なが椅い子すも座すわり心地ごこちがよく、薄うすいカーテンの垂れ下がった天てん蓋がい付きのベッドもきっと寝ね心地がいいに決まっている。大きな窓から緑の多い中庭を見下ろせる眺ちよう望ぼうもいい。

　ただ一つ、歴代の領主の奥おく方がたが使用した部屋だという点が引っかかったが、いまは気にしないでおく。

「しかしっ……！」

　と、セイラは頑がんとして頭を上げなかった。

「聞けば、あなたはあの外げ魔ま道どう眼鏡に無理やり連れてこられた上に結けつ婚こんを迫せまられ、諦あきらめさせるために宝玉を所しよ望もうしただけだというではないか。魔ま獣じゆうに関しては無知に等しい人間にとっては、黒竜はおとぎ話の世界の存在……ならばあなたに非があるとは思えない」

　言葉の端はし々ばしから人間を見下す表現が見受けられるが、本気で苦しそうな声こわ音ねからして本人に悪気はなさそうなので、そこも気にしないでおく。

「だというのに、あなたはセルシオを救うためにあの外魔道眼鏡との結婚を吞のまざるをえなくなってしまった。これはあきらかに私のせいだ……」

「それは大だい丈じよう夫ぶだから」

　どうせ夢なんだし、と胸中でつけ加える。

「そうはいかない。私があなたを糾きゆう弾だんしなければこんなことにはならなかったはずだ。あの外魔道眼鏡と結婚だなんて！　考えただけでもおぞましい！」

「嫌きらわれてるなあ」

　いったい、イザークはセイラたちにどんなむごい所業を行ったのだろう。この城に悪あく魔ましかいないことと何か関係があるのだろうか。

「ねえ、セイラさんって言ったっけ？」

「っ！　申し遅おくれた！」

　セイラはようやく顔を上げると、直立姿勢を取って敬礼した。

「第三竜りゆう騎き士し隊所属の二級竜騎士、セイラ・バーロウだ。どうかセイラと呼んでほしい」

「わたしは沙絵里。サエリ・マツミヤ。わたしもサエリでいいよ」

「いや、サエリ殿どのと呼ばせてほしい。こたびは私のせいであんな陰いん険けん性しよう悪わる極悪腐くされ外魔道眼鏡と……」

「それはもういいってば」

　またも頭を下げようとするセイラを慌ててやめさせる。

「ね、ちょっと教えてほしいことがあるんだけど、イザークってここの領主なのよね？」

「領主ではない！」

　突とつ然ぜん声を荒あららげられて、沙絵里はびくりと肩かたを震ふるわせてしまった。

　セイラも思わず叫さけんでしまったらしく、自分の声量に驚おどろいたように目を丸くした。

「す、すまない。驚かせるつもりでは……その、私はやつを領主だと認めてはいないんだ。この城にいる他の悪魔たちも同じ気持ちだと思う」

　そういえばイザークは自己紹しよう介かいのときに「エヴェルの暫ざん定てい領主」と名乗っていた覚えがある。あのときは聞き流してしまったが、何か事情があるのだろうか。

「じゃあ、イザークは何者なの？」

「何者、か。あの眼鏡をあらわす言葉は多いが、一番しっくりくるのは侵しん略りやく者しやだな」

「し、侵しん略りやく者？」

　なんだか物騒な話になってきた。

　セイラは「そうだ！」と鼻息を荒くする。

「やつが現れたのはいまから五年ほど前だ。いきなり城に乗のり込こんできて、禁書庫にある魔ま道どう書しよをよこせと要求してきたのだ。フラウロス様……過去・現在・未来の知識の番人であらせられる悪魔公は、人間には過ぎたものだと突つっぱねたのだが、そうしたらやつめ、ならば力ずくでもらうなどとほざいて攻こう撃げきを仕し掛かけてきて……」

　話しているうちに当時の状じよう況きようをまざまざと思い出してしまったのだろう、セイラは疼とう痛つうをこらえるようにきゅっと瞼まぶたを閉じる。

「あの眼鏡はバケモノだ。魔道の才能もさることながら、真しんにおそろしいのは操あやつる魔道の豊富さだ。通常の人間ならば二精せい霊れいが限界のところを五精霊以上を使し役えきし、しかもほとんどが上級魔道。さらに言えば正面から正々堂々と撃うち合わず陰険でねちっこい罠わな型の魔道ばかり使うなんて、やつに騎士道精神はないのか!?　おかげで我らが竜騎士隊は動きを奪うばわれ、ついにはフラウロス公までやつの手に……！」

　沙絵里は血の気が引く音を聞いた気がした。

　母と作った物語の中では、悪魔は人間の騎士が三人がかりでやっと相手取れる程度、中でも竜ともなれば十人がかりで太た刀ち打うちできるかどうかわからないくらい強い存在として描えがかれていたはずだ。

（竜騎士隊ってことはたぶん悪魔が数人に竜も数匹ひきはいるよね？　下手すると十人と十匹以上……それを一人でって……）

　設定を崩ほう壊かいさせるのもほどほどにしてほしい。

「魔道書を差し出せば満足するかと思いきや、そのまま城に居い座すわったばかりか領主を名乗る始末……さっさとどっかへ行ってくれればいいのに！　何かにつけて魔道の材料や触しよく媒ばいがどうとかと言っては人をこき使うし！　私は誇ほこり高たかい竜騎士だぞ！　私もセルシオも買い出し係ではないっ！」

　確かに、馬の十倍の速度で移動できる竜の力を借りられれば買い物も便利だろうな、などと思ったのは秘密だ。

「イザークがそこまでしてほしがった魔道書って？」

「聖女にまつわる記録らしい。あの眼鏡は長年、聖女をこの世界に召しよう喚かんする方法を探し求めていたらしく……」

　そこまで語ったところで気づいたのだろう。セイラの視線が引き寄せられるように沙絵里の黒くろ髪かみに注がれ、次いで顔を覗のぞき込こんできて赤眼めを丸くした。

「……伝説の聖女は黒髪黒目だと聞くが、まさかあなたが、召喚された聖女……？」

「召喚はされたけど、聖女かどうかは」

「いや、あなたこそ聖女なのだろう。黒髪黒目の人間など……もちろん悪魔もだが、見たことがない。肌はだが黄色っぽく、顔の凹おう凸とつが少ないのもこのあたりでは見ない特とく徴ちようだ」

「…………」

　悪気はないのだから気にしてはいけない、と自分に言い聞かせる。

「しかし、ついに聖女の召喚に成功したということは……喜んでいいのかどうか」

「何か不都合があるの？」

「前に聖女が現れたのは二五○年以上前だ。当時の聖女はオイゲン国の王子とともに悪魔王を倒たおしている。悪魔王は魔道で悪魔たちを洗脳し、不本意にも人間と戦わせた張本人であり戦犯ではあるが……聖女が我らの敵であった事実は変わりはない」

「……そっか」

「しかし、これで眼鏡がエヴェルに滞たい在ざいする理由がなくなった。眼鏡が去ってくれるのならば嬉うれしいのだが……あなたには迷めい惑わくだろうな」

「ううん、そう思ってもしかたがないと思う。侵略者なわけだしね」

　するとセイラは驚いたように柳りゆう眉びを跳はね上げた。

「あなたは聖女なのに悪魔に対して同情的なのだな」

「だって、見た目がちょっと違ちがうだけで人間と変わらないし。それに、あなたたちがイザークのせいで迷惑しているところを見ちゃってるから」

　沙絵里は肩をすくめて苦く笑しようした。

　母が作った物語と違う部分にはいまだに違い和わ感かんを覚えているが、セイラみたいな子を悪魔だからといって敵だとは思えない。イザークの命に逆らえない兵士たちも、お茶を淹いれてくれた召めし使つかいたちも、みなとても人間的だった。

　物語では悪魔王が倒されたことで悪魔たちの洗脳が解けている。

　もしかしたら、この夢は悪魔たちの洗脳が解けて、わかりやすい悪役からただの異種族に変わった後の世界をイメージしているのかもしれない。

「ああ、本当に迷惑しているんだ！　聞いてくれるか、あの眼鏡──」

　セイラが再び怒いかりを蘇よみがえらせて語り出したそのとき、予告なしに扉とびらが開いた。

　噂うわさの的になっていた当の本人が、黒いマントを靡なびかせながら颯さつ爽そうと入ってくる。

　反射的に腰こしの剣けんに手を伸のばしながら闖ちん入にゆう者の方へ向き直ったセイラが、露ろ骨こつに不快感をあらわにして眉まゆをひそめた。

「貴き様さまっ、淑しゆく女じよの部屋へ呼びかけもせずに入ってくるとはどういう了りよう見けんだ！」

「勝手知ったる私の城ですので」

「貴様のではない、フラウロス公の城だ！」

「それはもう過去の話です。そこをどきなさい、竜騎士。今こ宵よいは私たち夫ふう婦ふの初夜。邪じや魔まだては無ぶ粋すいでしょう。ねえ、サエリ？」

　どこか艶つやのある眼まな差ざしを向けられて、沙絵里は思わず震え上がった。

（初夜!?　初夜って、あの初夜!?）

　結婚は承しよう諾だくしたが、そこまでは考えていなかった。そもそも結婚式だって挙げていない。別に式を挙げたいわけではなく、式が終わる頃ころには目が覚めるだろうと高をくくっていたのだ。心の準備ができていない。

「ま、待って！　初夜って、まだ結婚してないのに！」

「結婚式のことを言っているのですか？　あんなもの、時間と費用ばかりかかって無む駄だに疲つかれるだけでなんの意味もないでしょう。互たがいに結婚すると誓ちかい合い、寝ね床どこをともにすれば夫婦。それでよいではないですか」

「よくないー！」

「サエリ殿、下がって！」

　セイラがイザークの視線を妨さまたげるように体を滑すべり込こませた。沙絵里を背にかばう格好になって腰に帯びた剣の柄つかに手をかける。

「あなたには恩義がある。やつからは逃のがれられないかもしれないが、気持ちの整理がつくまでは待ってもらう権利はあるはずだ。無む理り強じいなど絶対にあってはならない」

「セイラ……！」

　感激のあまり胸むねの奥がきゅんと高鳴った。

　まるで姫ひめを守る騎士のような勇ましい背中にときめきを隠かくせない。セイラが女の子だということなんて些さ末まつな問題だ。この世界ではじめて頼たよれる人に出会えた気がした。

「というわけだ、外魔道眼鏡！　サエリ殿は渡わたさない！　彼かの女じよがほしくば、このセイラ・バーロウを倒してからに──」

「イル・スリーマ」

　イザークが人差し指を立てて呟つぶやいた瞬しゆん間かん、その指先に小さな光の球が灯ともった。

　光球は虚こ空くうをまっすぐに進んでいくと、そのまますうっとセイラの胸むな元もとへ吸すい込まれていく。とたんに彼女はぱたんとその場に倒れて、動かなくなった。

「すー、すー」

「ときめきを返してー！」

　相棒の黒竜そっくりに鼻提ちよう灯ちんを作って寝息を立てるセイラを大おお股またで跨またいで、イザークが接近してくる。

　沙絵里は喉のどの奥で、ひっ、とかぼそい声を漏もらして後じさった。数歩下がったところでふくらはぎが何かにぶつかった。後ろは天蓋つきのベッドだ。逃にげられない。

「邪魔者はいなくなりました」

「それ、悪役のセリフ……」

「あなたを大切にします」

　沙絵里は言いかけた言葉を失った。

　イザークはゆっくりと近づいてくると、沙絵里の手を優やさしくすくい上げた。思わずびくりと震えた指先をやんわりとなだめるように軽く押さえて、胸の高さまで持ち上げる。

　こちらをまっすぐに見つめる深い青色の双そう眸ぼうは風の凪ないだ海のように穏おだやかで美しく、思わず吸い込まれそうな錯さつ覚かくを覚えた。

「私の全知全能をもって、あなたを幸せにすると誓います。宝ほう飾しよく品ひんでも、芸術作品でも、華はなやかなドレスでも美お味いしい食べ物でもなんでも、あなたの望むものをすべて手に入れてみせましょう」

「えっと、でも……」

「働き者の手ですね。少し荒あれている」

　手ての甲こうをじろじろと見つめられて、思わず頰ほおが熱くなった。そういえば昨日は仕事中に手が空いたので、洗せん剤ざいに重じゆう曹そうまで持ち出して念入りに掃そう除じをしたのだった。安物のハンドクリームをたっぷり塗ぬったものの、かすかに角質がささくれてしまっている。

　その手を、大きな手がいたわるように撫なでた。

「もうこんなふうに手を荒れさせなくてもいいんです。あなたをわずらわせるすべてのものから解放して差し上げます。決して苦労はさせませんし、たっぷりと甘あまやかして差し上げます。それでは不足ですか？　まだ、足りないと？」

「それは……」

　わからない。

　何が足りないかなんて、生まれてはじめて求きゆう婚こんされた沙絵里にわかるわけがない。

　ただ、誘ゆう拐かい──召喚されて結婚を迫られ、悪魔たちに対する横暴を見せつけられてもなお、彼かれに対して不快感は覚えなかった。自分に向けられる好意が、まっすぐに伝わってくるからかもしれない。ここまでストレートに求愛されて、嫌いやなわけがない。

　ただ、戸と惑まどいが強すぎるだけだ。好かれるようなことを何一つしていないのに、ただ聖女だというだけで求められても困る。

　レンズ越ごしの青い双眸がゆっくりと近づいてくる。

「あっ」

　知らず知らずのうちに仰のけ反ぞっていたらしく、沙絵里はバランスを崩くずして後ろに倒れ込んだ。ぼすっ、とふかふかの寝台の上に身を投げ出す格好になってみれば、天蓋のカーテンよりも近くに、イザークの肩から垂れた赤い髪が揺ゆれている。

　彼が指先だけで眼鏡をするりと外す。
















　こちらを見下ろす青い眼差しがいっそう熱を帯びた気がした。怜れい悧りに整った顔立ちには、真しん摯しさとそれに反する妖よう艶えんさが共在している。

　流される。

「わあああ、だめだめだめ待って待って待ってー!!」

　沙絵里は無む我が夢む中ちゆうで両手を突き出し、振ふり回まわした。

「無理っ！　いきなりこんなこと無理だってば！　お願いだから離れてーっ！」

「イル・スリ──ぶっ」

　めちゃくちゃに動かした手がたまたまイザークの顎あごに命中する。間の抜ぬけた声が漏れる前に響ひびいた「イル」の発音を沙絵里は聞き逃さなかった。

「いま魔道で眠ねむらせようとしたでしょ!?　最低っ！」

「……してませんよ？」

「目が泳いでるんですけど！」

　沙絵里はシーツの上をずりずりと移動すると、寝台の下方から床ゆかに降りた。イザークが顎を痛そうに押おさえながら、不満をあらわにした視線を向けてくるが、構うものか。

「わたしたち、さっき会ったばかりでしょ？　そりゃあ、いろいろあって結婚の約束はしちゃったけど、まだ式も挙げてないし心の準備もできてないし、そもそもあなたのこともよく知らないし、なのに初夜なんて……」

「結婚なんてそんなものではないですか？　結婚相手は親が決めるのが一いつ般ぱん的てきですし、結婚式ではじめて顔を合わせることなんてザラだと思いますが」

　どうやらこの世界では前時代的な婚こん姻いんがまかり通っているようだ。

「ここではそういうものかもしれないけど、わたしにとっては違うの。知り合ってその日に結婚なんて、電でん撃げき結婚にもほどがあるっていうか……」

「電撃結婚？　なんです、それは」

　こちらの世界には存在しない表現だったようだ。

　簡単に説明しようと開きかけた口を閉じる。ひらめくものがあったのだ。

「あ、あのね、こっちの世界ではどうだか知らないけど、わたしのいた世界ではしばらくおつきあいしてから結婚しないといけない決まりになってるの！　出会って間もないうちに急いで結婚すると、まだ早いって神様が雷かみなりを落としてくるのよ！」

　噓うそ八はつ百ぴやくにもほどがある。

　現実の人間ならば絶対に信じないだろうが、あいにくとここはファンタジーが存在する世界だ。悪魔がいるのなら天てん罰ばつだってあるだろう。

　案の定、イザークは難しい顔つきになって腕うで組ぐみをした。

「雷ですか。それはまた……物騒ですね」

「そうでしょう!?　どかーんて打たれたらあなただって一たまりもないわ！」

　沙絵里は力いっぱい主張しながらも、緊きん張ちようで心臓が跳ね回っていた。

　ばれたら一巻の終わりだ。わけのわからない魔道をかけられて、眠っているうちに初夜終しゆう了りよう、なんて事態になりかねない。それは想像するまでもなくぞっとする。

　イザークが顎に手を当てて黙だまり込むこと数十秒。ややあって、はあ、と重たいため息を漏もらすと、彼は顎から手を離した。

「なるほど。あなたのいた世界の神々は、ずいぶんと慎しん重ちようなようですね」

　どうやら信じてくれたらしい。

　ほっと安あん堵どの息を漏らしたのもつかの間、「もっとも」と不ふ穏おんな接続詞がついてきた。

「あなたの世界の神々がレガルセアの気象にまで干かん渉しようできるとも思えませんが」

「……うっ」

「ですが、あなたの宗教観は尊重しましょう。で、どのくらいならいいんです？」

「何が？」

　いますぐ押し倒される心配がなくなって少し気が抜けていたかもしれない。

　イザークが両手の人差し指を立てて距きよ離りを縮めたり広めたりしてみせる。

「交際期間ですよ。しばらくおつきあいしてからならば結婚しても雷は落ちないのでしょう？　それは一週間ですか？　それとも一カ月？」

「は、半年！」

「長すぎます。間を取って三カ月でどうです？」

「間を取ってって何！　値引き交こう渉しようは受けつけません！　半年は譲ゆずれないから！」

「むう……」

　イザークはしばらくの間、不満そうに沙絵里を睨にらんできたが、こちらが折れる気がないと悟さとると、はああ、とまたため息をついて肩を落とした。

「わかりました。不本意ですが、半年だけ待ちましょう。半年が経過した後には正式に結婚していただきます。それでよろしいですね？」

「う、うん」

「では、これからよろしくお願いします」

　にこりと少し強めに微笑ほほえんで、手を差し出してくる。

　てっきり握あく手しゆをするのかと思って、スカートで手のひらをごしごしとこすってから手を出しかけて、彼の手のひらが上を向いていることに気づき、寸前で引っ込める──引っ込めようとしたところでその手を下からすくい上げるように搦からめ捕とられた。

　イザークが屈かがんで、手の甲に唇くちびるを押しつける。

　沙絵里は思わず短い悲鳴をあげて、手を勢いよく引っ込めてしまった。

「な、何をするの！」

　口づけられた手をかばうように身をひねった格好で抗こう議ぎの声をあげる。突然のキスに心臓が早はや鐘がねを打ちまくっている。うっすらと静じよう脈みやくの浮うき出でた肌の上に、柔やわらかい感かん触しよくがまだ残っている気がして落ち着かない。

「何って、ただの挨あい拶さつではありませんか」

「外国じゃあるまいし！」

「何をおっしゃっているんです？　ここはレガルセア、私とあなたでは住んでいる国どころか世界が違うではありませんか」

「それはそうだけど、こっちの世界の挨拶とか知らないし……」

「まあ、お気持ちはお察ししますがね。少しずつで結構ですから慣れていってください。中には、あなたの常識から見たら不可解なものもあるかもしれませんが、慣れた方が過ごしやすくなりますよ。では、おやすみなさい」

　イザークは胸に手を当てて恭うやうやしく一礼すると、黒いマントを翻ひるがえして部屋を出ていった。魔道士の後ろ姿が消えた扉をしばし茫ぼう然ぜんと見つめてしまってから、沙絵里はとんでもないことに気がついた。

（はじめて彼氏ができた……夢だけど）

　まだ胸がどきどきしているのを深呼吸して落ち着け、もう一度長椅子に座り直そうとしたとき、足が床に転がっている何かに当たった。セイラだった。

「わあああ、セイラ！　大丈夫!?　目を覚まして！　だ、誰だれかーっ！」
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　可か愛わいらしい小鳥のさえずりで目を覚ました。

　ぱちりと目を開ければ、視界に飛び込んでくるのは豪ごう奢しやな寝台の天蓋だ。

（まだ夢の中かあ……）

　夢の中で目を覚ましたらまた夢の中でした、という経験は何度もあるので、少し長いとは思うもののべつだん不思議ではない。ただ、少し寝心地がよすぎるのが気になった。昨夜、召使いの女性たちが用意してくれたネグリジェ風の絹の寝ね間ま着きも肌はだ触ざわりがよすぎて、現実世界に持ち帰りたいくらいだ。

　沙絵里はふかふかの寝台の中でごろりと寝返りを打った。とたんに目の前に男の寝顔が現れたものだから、しばらく呼吸も忘れて固まってしまった。

　上着だけを脱ぬいだ格好でこちら側に向かって横になり、無防備な寝姿を晒さらしている男には見覚えがありすぎる。だが一いつ緒しよに寝た覚えはまったくない。

　侵しん入にゆう者しやに対して、やるべきことは一つだけだった。

「イル・ストーラ！」

　突とつ如じよ巻き起こった強風が男の体を吹ふっ飛とばした。

　片方の足がテーブルの縁ふちに引っかかり、そのままテーブル上の水差しや椅子も巻まき込こんで派手な騒音を立てながら、絨じゆう毯たんの上に転がった。落ちた衝しよう撃げきで目を覚ましたらしく、男、イザークは苦しそうにうめき、打ちつけた背中をさすりながら上半身を起こした。

「朝っぱらから、ご挨拶ではないですか」

「なんであなたが隣となりで寝てるの！」

　沙絵里は全力で抗議した。寝起きで魔道を行使したせいか、既すでに疲ひ労ろう感かんがある。

「おつきあいしているのですから、このくらいよいではないですか」

「よくないっ！　寝ている間に変なことしてないでしょうね!?」

「すみません、あまりにも寝顔が可愛かったので、つい」

「返答になってない！　ねえ、本当に何もしてないよね？」

「…………してませんよ」

「その不自然な間は何!?」

　さらなる追つい及きゆうをしても、イザークは苦笑するのみだ。懐ふところから眼鏡を取り出して鼻の上にかける。この微び妙みような余よ裕ゆうに腹が立つ。

（本当に何もされてないよね!?）

　見たところ衣服の乱れはないし、体のどこかに違和感があるというわけでもない。が、そもそもそういう事情にうとい沙絵里にはわからない。

「もごーっ！　もごごーっ！」

　不意に苦しそうな声が聞こえてきて振り向いてみれば、床の上に縄なわでぐるぐる巻きにされたセイラが転がっていた。口には猿さる轡ぐつわまでされている。

　彼女は昨夜一度目を覚ました後、専属護衛を名乗り出てくれたのだ。寝ずの番をすると意気込んでいたが、結局イザークにやられてしまったらしい。

「セイラ！　どうしたの！」

　慌てて駆かけ寄よって猿轡を外してやれば、セイラはぷはっと空気をむさぼってから、絨毯に顔を突つっ伏ぷして謝罪した。

「申し訳ない。この私がついていながら、眼鏡の侵入を許してしまうなんて……！」

「気にしないで。護衛だって大丈夫よ。長椅子じゃよく眠れないでしょ？　わたしのことより、セイラの体が心配だわ」

　そう言いながら、沙絵里はセイラの縄をほどいてやった。

　こちらの身を案じてくれる気持ちは嬉しい。だが、昨夜、魔道の一発で眠らされたところを見ているので、もとより彼女にはそこまで期待していない。それよりもイザークにたてついて怪け我がでもされたらそちらの方が大問題だ。

　だからやんわりと護衛を断りたかったのだが、セイラはうっと言葉に詰つまった。目元にみるみる涙なみだが溜たまっていく。

「サエリ殿はなんとお優しいのだ……みずからの身も顧かえりみず、私なんかの心配をしてくれるとは、やはりあなたは本物の聖女だ！」

「あ、そうくるんだ……」

「私が召喚したのですから本物に決まっているでしょう。頭の悪い悪魔ですね」

「なんだとっ」

　縄から解放されて早くも魔道士に食ってかかろうとするセイラを慌てて手で制する。イザークは沙絵里に対しては甘いが、それ以外のすべての存在に対しては容よう赦しやがないことは、既に嫌というほど思い知っている。

「イザーク！　そういう言い方をするのはやめて。だいたい全部あなたが悪いんじゃない。無理やり押し入って添そい寝ねなんて、変質者のすることよ」

「正式におつきあいをはじめたのですから、添い寝くらいよいではありませんか」

「よくない！　ものには順序というものがあるの！」

　沙絵里の心臓は胸がはち切れんばかりに高鳴っている。

　異性との同どう衾きんなんて生まれてはじめてなのだ。同性が相手だって、高校の修学旅行で同じ部屋で隣の布ふ団とんに寝ていた生徒の寝相が悪くて、なぜか同じ布団に入り込まれていたという経験しかない。

「はあ。ですが、私の計算ではあなたも二は十た歳ちを過ぎているはずですし……ああ、そういえばおいくつで？」

「二十四、だけど……」

「えええええっ!?」

　と素すっ頓とん狂きような声をあげたのはセイラだった。赤い眼をまん丸に見開いている。

「年下だと思っていたら、七つも上だったとは……」

「……そんなに若く見えてたんだ、わたし」

　童顔の自覚はあったし、人種が違うのだから若く見られている気はしていたが、セイラに年下とまで思われていたというのは大人の女子として由々しき問題だ。女磨みがきを怠おこたってきたせいとはいえ、なかなかショックだ。

　イザークも沙絵里の年ねん齢れいには驚いたらしく、片方の眉を跳ね上げてみせた。

「思っていたより上で驚きましたが、その歳としならばこの程度で……ああ、なるほど」

　何かに気がついたらしく、皹ひびの入ったレンズの奥で両目を輝かがやかせる。

「召喚の儀ぎ式しきを続けながら、ずっと考えていたのですよ。あなたはとっくの昔に誰か別の男と結婚しているかもしれない、それどころか既に子供を産んでいるかもしれないと……レガルセアとあなたの世界では時の進みが違うことは文ぶん献けんから知っていましたからね。ですが、いまので確信しました。あなた、男性経験がありませんね？」

「うっ！」

　痛いところを突かれた。

　彼氏いない歴が年齢という事実は、沙絵里にとって何よりも隠したいことだった。

　イザークはますます喜びを隠しきれない顔になって天を仰あおいだ。

「天よ！　サエリをいきおくれにしてくださってありがとうございます！」

「その言い方はやめて！　別にいきおくれじゃないから！　わたしの世界では普ふ通つうだから！　三十歳さいや四十歳で未婚とか、生しよう涯がい結婚しない人とか普通にいるから！」

「まあ、そういうことにしておきましょうか」

「その人を見下したような顔もやめて！」

「見下してなどいませんよ。神のいなくなったこの世界で、あなたは私にとって女め神がみのような存在です。いや、この言い方ではあなたに失礼ですね。神など足元にも及およばないほどあなたのすべてが素す晴ばらしく、尊く、愛おしい」

「……そ、そういうのもいいから」

　ときおり美び辞じ麗れい句くを並べ立ててくるのが沙絵里はとても苦手だった。褒ほめられ慣れていないのだ。おまけに気き障ざで歯が浮くようなセリフともなれば、苦手意識も倍増だ。

「ひ、ひとのことより、あなたはどうなのよ。何歳なの？　まさか年下とか？」

「年下はお嫌いですか？　ご心配は無用です。あなたよりずっと年上ですから」

「そうなんだ。いくつなの？」

「百十六歳です」

「ひゃ……え？　冗じよう談だんでしょ？」

　思わず聞き返すと、イザークは答えずに肩をすくめてみせた。

　見かねたセイラがこっそりと耳打ちしてくる。

「強大な魔力を持つ者は、魔力を生命力に変へん換かんできるから老化しないのだ」

「そういうものなの……？」

　イザークはくすっと笑って立ち上がった。長椅子の背に無造作にかけられていた上着とマントを羽織ると、襟えり元もとをぴんと整える。

「私はそろそろ行きます。朝食は別室にご用意させますので、そちらでお取りください。その前に侍じ女じよたちをお召めし替かえに来させます」

　沙絵里ははっとして室内を見回した。愛用のトートバッグは長椅子の上に発見できたが、昨日着ていた派は遣けん先の制服がどこにも見あたらない。

「ああ、昨日お召しになっていた服でしたら洗せん濯たくさせました。どちらにしましても、あれを着るのはおやめになった方がよろしいかと思いますね」

「どうして？」

「奇き抜ばつすぎるのですよ。あなたの世界では普通なのかもしれませんが、ここでは女性が足を晒さらすのははしたないとされています。私だけに見せてくださるならともかく、誰彼構わずに見せびらかされるのは正直いい気分ではありません」

「……そうなの？」

　セイラの方へ振り返って確かく認にんすると、彼女も申し訳なさそうにうなずいた。

「ええ。足首くらいまでならばともかく、膝までともなると……失礼だが、異世界から来た聖女だと知る前は新手の変質者かと思っていた」

「変質者……」

　まさか変態の類と同一視されていたとは、なかなかショックだ。昨日、侍女や兵士たちに奇き異いな目を向けられていたのはこのせいか、といまさらながら納なつ得とくする。文化の違いというのはおそろしい。

「というわけで」

　イザークがぱちりと手を叩たたいて視線を自分に向けさせた。

「勝手ながら、ドレスを用意させました。こちらの世界では女性が着用するものとして一般的なものです。そちらをお召しください。あなたもこちらの世界に来たばかりで慣れないうちから、あまり悪目立ちしたくはないでしょう？」

「も、もちろん！」

　沙絵里はこくこくと激しくうなずいた。聖女としてならばともかく、痴女として目立つのはごめんだ。

「さっそく侍女たちを呼んでまいります。何かご不便がありましたら遠えん慮りよなく申しつけてください。それでは」







　イザークと入れ替わりにやってきた召使いの女性たちは、大量の衣い装しようや小物や装そう飾しよく品ひんを部屋に持ち込んできて、あっという間に沙絵里を着替えさせてしまった。

「いかがでしょうか、サエリ様」

　そう言って姿見を見せられて、沙絵里は息を吞んだ。

　真っ白な絹の生き地じに金糸の刺し繡しゆうと赤のリボンを基調とした清せい楚そなドレスだ。

　ハイウェストで胸元の大きなフリルの襟が特徴的な、華やかだが落ち着いた意い匠しようになっている。ふわりと膨ふくらんだ袖そでにあしらえた小さなリボンはさりげない可愛らしさを演出しており、生地を重ねて段差を作ったスカートは柔らかな末広がりで、花の刺繡が入った布の靴くつを履はいた足元までしっかりと覆おおい隠している。

　黒髪は左右を編あみ込こんでハーフアップにしてあり、リボンと同色の赤い造花と紅玉の髪かみ飾かざりで彩いろどられている。耳飾りと首飾りも紅玉だ。

「あの……いいと思います」

　いいなんていうレベルではない。

　馬ま子ごにも衣装という言葉があるが、よくここまで化けさせてくれたものだ。

　最初にドレスを見せられたときは、こんなもの似合うわけがない、もっと簡素な服に替えてほしいと抵てい抗こうしたのだが、

「断られたら私どもの首が飛びます！」

　と懇こん願がんされ、しかたなく着せられるままに任せてみたらこの結果だ。

　セイラも顎に手を当ててうんうんと嬉しそうにうなずいた。

「本当によく似合っている」

「ありがとう、セイラ」

　いつもの沙絵里ならば謙けん遜そんするところだが、今回は素す直なおに賛辞を受け入れた。そのくらい、自身の変へん貌ぼうぶりに浮かれていた。

　美容処置も施ほどこされているので髪はいつもより艶があるし、肌もぷるぷる、爪つめも磨き上げられている。正直、自分の爪がここまでぴかぴかに光を反射しているところなど見たことがなかったので、手を翳かざしてうっとりと見とれてしまった。プロの技わざに感謝しかない。

　ただ一つ、疑問がある。

「なんだかこのドレス、わたしの体型にぴったりすぎる気がするんですけど、採寸してもらった覚えがないのにどうしてサイズがわかったのかなって」

「では、我々は失礼させていただきます」

「朝ちよう餐さんは二つ右隣の部屋にてご用意しておりますので」

「え、ちょっと……！」

　侍女たちは沙絵里の質問をまるで聞こえていなかったかのように流した。恭しく頭を下げると、持ち込んだ荷物を抱かかえて部屋を辞していく。

　聞いてはいけないことだったのだろうか。だがなぜ。

　ふと、寝台の隣で寝ていたイザークの顔が思い浮かんだ。

（………………まあ、いっか）

　沙絵里も思考を放ほう棄きした。これ以上突っ込むと不都合な真実に行き着いてしまいそうな気がしたのだ。世の中には知らなくてもいいこともある。

「セイラももう戻もどって大丈夫よ」

「しかし、これから朝食が……」

「もちろん食べるけど、セイラもちゃんと食べないと。昨日の夜から魔道をかけられたりして疲れているでしょ。栄養補給も仕事のうちよ」

「くっ……気を使わせてすまない。食事をすませたらすぐに戻ってくる！」

　そう言って一礼すると、セイラは早足で部屋を出ていこうとして、ふと立ち止まった。

「サエリ殿。あなたを聖女と見込んで頼たのみたいことがある」

「な、何？」

「どうか、我ら悪魔族を偏へん見けんのない目で見つめてほしい。確かに我らは人間と仲が悪いが、かつて悪魔王がいた時代のように人間を見下し、隷れい属ぞくさせようとしているわけではないんだ。単純に、政治的な理由で対立しているにすぎない……だから聖女として、我らと人間族とを分わけ隔へだてなく見て、その上でどうするか判断してほしい」

「……わかってるわ」

　セイラたちが決して悪人でないことはわかっている。

（聖女として、か……まあせっかくそういう夢を見ているわけだし、聖女つとめってやつを果たしてみるのもありかもね）

　異世界への召喚も、派遣されたようなものだと思えば受け入れやすかった。新しい仕事が見つかるまでの間、スポット派遣の仕事をした経験もある。いきなり知らない土地へ派遣されて、やったことのない仕事をぶっつけ本番でこなすのは慣れている。

　となれば、話は単純だ。

「ねえセイラ、聖女の仕事って何かな？」

　イザークには何もしなくていいと言われているが、そうはいかない。

　派遣社員として仕事を転々として早四年。最近では経理事務の仕事をしているが、この仕事をはじめてすぐに気づいたのは、経理事務という仕事は月げつ次じ締しめ処理の時期を過ぎるとヒマだということだ。

　直接雇こ用ようならばともかく、派遣社員は「適当に時間を潰つぶしていていいよ」などと言われるわけがない。時間を持て余しているようでは人員整理の対象となり、最悪の場合、契約期間を延長してもらえなくなるおそれがある。

　そんな状況で働き続けてきた沙絵里としては、仕事がない状況というのはむず痒がゆくて居心地が悪くて、気持ちが落ち着かないのだ。おまけに沙絵里は昨日の紅茶と菓か子し、豪ごう勢せいな夕食とふかふかの寝床という報ほう酬しゆうをもらってしまっている。そのぶんだけでも働かなければ気がすまなかった。

「それは、世界を救うことではないだろうか」

「戦うってこと？　でも悪魔王はもういないし、誰と戦えば……」

「外魔道眼鏡を倒してくれるのかっ!?」

「そ、それはちょっと無理だと思うなあ」

　吹っ飛ばされて壁に叩きつけられても、すぐに治ち癒ゆの魔道で怪我を治してしまうような男なのだ。沙絵里にどうこうできるとはとても思えない。

「じゃあ、先代聖女がこの世界に影えい響きようを与あたえたことって何かない？　あ、もちろん悪魔王の討とう伐ばつ以外で」

「先代聖女がこの世界へもたらしたものは数あるが……フラウロス様の話によれば、先代聖女はとかく衛生面での改革を推おし進すすめたそうだ。現在ほとんどの都市に下水道が整備されているのは、先代聖女によるところだと聞いている」

「衛生面ね……ありがとう、イメージが湧わいてきたわ」

「そうか。参考になったなら嬉しい」

　セイラは満足そうな顔をすると、今度こそ部屋を出ていった。

　沙絵里も意い気き揚よう々ようと部屋を出た。まずは腹ごしらえからだ。

　侍女たちは右に二つ隣の部屋に朝食が用意してあると言っていたのでそちらへ向かうと、途と中ちゆうで目元を腫はらした若い召使いの少女と出くわした。両腕に白いテーブルクロスを丸めて抱えている。彼女は沙絵里に気づくと足を止めてはっと顔を上げた。

「あ、聖女様……」

「どうしたの？」

「いえ、たいしたことでは……」

「でも、泣いているじゃない。何かあったの？　困っていることがあるんだったら相談に乗るわ」

　世界を救う聖女ならば、まずは身近なところで人助けでもしてみようと声をかける。少女はあきらかに戸惑っていたが、おそるおそるといった様子で口を開いた。

「聖女様にご相談するようなことでもないのですが……テーブルクロスにソースをこぼしてしまって。こぼしたら落ちないってわかっていたから気をつけていたのに……それで、このテーブルクロスのぶんをお給金から引かれることに……」

「そうなの。ちょっと見せて」

　少女が言われるままに差し出してきたテーブルクロスを広げてみると、なるほど茶色っぽい液体がべったりと染しみついていた。派手にやったものだ。

　ただ、長年の経験がこのくらいなら落ちるのではないかと訴うつたえてきていた。

　派遣先の職場で「忙いそがしいアピール」のための掃除や洗濯をする機会が多いせいで、気がつけばそういう知識ばかりが身についていた。

（こっちの世界ってあまりいい洗剤がなさそうだからしょうがないのかな。何か代用できるものがあれば……）

「あの、聖女様？」

　思わず考え込んでいた沙絵里ははっと我に返った。

「ごめんごめん。ねえ、洗濯場を覗かせてもらってもいい？」
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「聖女様、おやめください！」

「こんなことが知れたら、イザーク様がどれだけお怒りになるか……！」

「大丈夫よ、イザークにはわたしから言っておくから」

　おろおろする洗濯係たちに向かって気楽に言いながら、沙絵里はドレスの袖を腕まくりして、水を張った洗濯桶おけの中でじゃぶじゃぶとテーブルクロスをもみ洗いしていた。

　白く濁にごった水の中からびしょぬれのテーブルクロスを持ち上げて広げてみせると、うろたえながら事態を見守っていた洗濯係たちの表情が変わった。

　特に、テーブルクロスを汚よごした当人である少女は目を輝かせた。

「落ち、てる……落ちてますわ！　信じられない！」

「噓っ！　あのソース、一度染みついたら落ちたことがなかったのに……！」

「いったいどのような魔道をお使いになられたんですの？」

「魔道じゃないってば。石せつ鹼けんと一緒にこれを使ったの」

　沙絵里はかたわらに置いていた革かわ袋ぶくろの口を開いてみせた。

　中に入っている白い粉は重曹だ。イザークが魔道実験用の薬草を育てる際に、土ど壌じよう中和用として大量に精製して無駄に余らせているというものを、管理担当者からこっそりおすそわけしてもらってきたのだ。

「これを洗濯用の水に溶とかしてから石鹼を使うと、洗せん浄じよう力りよくが増すの。洗濯はもちろん掃除全ぜん般ぱんに使えるし、口に入れても平気なものだから歯磨き粉にしてもいいわよ。さすがに虫歯は治せないけど、予防にはなるから」

　虫歯らしき黒っぽい歯が目立つ洗濯係の娘むすめが、はっとした様子で頰を押さえる。

「そんな万ばん能のうの粉があったなんて知りませんでしたわ」

「聖女様、ありがとうございます！　これでお給金から引かれずにすみます！」

　少女が最初とは異なる理由で目に涙を溜める。

「それで聖女様、その粉ですけど……」

「わかってる。お掃除や洗濯に使ってもいいかイザークに相談してみるね」

「ぜひお願いしますわ！」

　召使いたちの間に笑え顔がおが溢あふれる。きらきらした眼差しには聖女に向けるものとは別種の敬意が見て取れた。

「やっぱり人間は魔力がないぶん頭が働きますのね！」

「そういえば城下の西街に住んでいる人間の菓子職人、ここらでは見かけないようなふんわりした生地のケーキを作るそうですわよ」

「東街の硝子ガラス職人なんて、透すき通とおった硝子の器うつわを作っておりましたわ！」

「その人知ってる！　確かイザーク様の眼鏡を作っている方よね」

　洗濯係たちの興味が沙絵里から人間へと移り、話が完全に脱だつ線せんした頃だった。

「──沙絵里様、何をなさっているんですか！」

　咎とがめるような声に振り向くと、洗濯場の入り口に見知った侍女が眉をつり上げて立っていた。ドレスの着付けを担当してくれた侍女だ。どうやら沙絵里を捜しに来たらしい。

「イザーク様に見せる前にドレスを汚されては困ります！　んまあ、袖も勝手にまくり上げて……変な皺しわがついてしまったら別のドレスに着替え直していただかなければならなくなるんですよ！」

「ご、ごめんなさい」

　沙絵里は素直に謝あやまって、まくり上げていた袖を戻した。







　侍女に連行されるかたちで洗濯場を出ると、沙絵里は今度こそ寝室の二つ右隣の部屋へ向かった。待ち構えていた召使いが扉を開けて中へと促うながしてくれる。

　とても日当たりがよくて明るい部屋だった。窓まど際ぎわには大きな陶とう器きの花か瓶びんに瑞みず々みずしい花々が活いけられていて、ほのかに甘い香かおりが漂ただよってくる。

　中央の天てん井じようにはシャンデリアがぶら下がり、その下には白いテーブルクロスを敷しいた六人掛けくらいの大きさのテーブルがある。そこにところ狭せましと並べられているのは二人ぶんの食事だ。それと。

　がたっ、と椅子の音を立てて、窓側の席に座っていたイザークが立ち上がった。

　眼鏡の奥からこちらを見つめる眼差しが驚きよう愕がくに見開かれている。かと思いきや、くるりと背を向けて激しく拳こぶしを握にぎりしめる。なんなのだろうか、この反応は。

　イザークは改めて振り向くと、余裕のある笑みを作って一礼した。

「お待ちしておりました。ドレス、よくお似合いです」

「ありがとう。イザークが見立ててくれたの？」

「もちろんです。ここの悪魔たちはどうにも趣しゆ味みが悪くて。髪飾りや宝飾品に髪型まで細かく指示させていただきました」

「……そうなんだ」

　ということは、何から何までイザークの好みどおりの格好にさせられたというわけか。それはそれでぞっとしないが、気にしてもしかたがない。

　イザークが手前の席の椅子を引いてくれたので、そこへ遠慮なく腰を下ろした。

（相変わらずアレルギー食品ばっかり……）

　沙絵里のアレルギーは、卵と小麦と胡桃くるみとエビと鶏にわとりとオレンジとリンゴだ。

　それに対して朝食の献こん立だてはオムレツに蒸むした鶏とり肉にくを載のせた緑黄色野菜のサラダ、数種類の豆とベーコンの入ったオニオンスープ。パンは砕くだいた胡桃入りで、ペーストはバターの他にリンゴジャムと木き苺いちごのジャムが用意されている。果物の籠かごにはオレンジ。

　アレルギー物質が六つも盛もり込こまれている。

「どうかしましたか？」

「ううん、なんでもない」

　正直なところ、夢だとわかっていてもあまり食べたくはない。

　昨夜はアレルギー物質を避さけた結果、大量の食べ残しをしてしまった。おかげでろくに腹は満たされなかった。おまけに美味しそうな匂においがこれでもかとばかりに食欲を刺し激げきしてくる。もうこれ以上は耐たえられそうもない。

　思い切ってオムレツをナイフとフォークで切り分け、ちょうどいいサイズにしたそれを口に運んでみた。夢の中ならば味もしないだろうと思っていたら、ふわりと柔らかな食感と、ほんのりと甘みのあるまろやかな生地が舌の上でとろけて口いっぱいに広がった。

　はっきり言って、美味しい。

　感激だった。夢中になって一口、二口と何度も運んでいるうちに、あっという間に食べ終わってしまった。

（これはもしかして……普ふ段だん食べられないものを食べられるチャンスかも？）

　今度はパンにリンゴのジャムをたっぷりと塗ぬりたくってかぶりつく。優しい甘みのあるリンゴの風味と、焼きたての柔らかい生地の組み合わせにほっぺたが落ちそうになる。たまに胡桃の粒つぶが当たってさくっと芳こうばしさが広がるのもいい。これも三口くらいでぺろりとたいらげてしまった。

　すかさず召使いが皿に新しいパンを載せてくれる。

（アレルギーのない世界、万ばん歳ざい！　昨日は長距離を走っても発ほつ作さが起きなかったし、この世界が現実だったらよかったのに）

　おかわりのパンにオレンジのジャムを塗りたくっていると、向かいの席でイザークがふっと穏やかな笑みをこぼした。

「お口に合うか心配でしたが、お気に召していただけたようで安心しました。今日の予定ですが、正式におつきあいをはじめたわけですからまずは城下を案内いたしましょう。あいにくと私には政務がありますが、昼食後に少し時間が取れましたので」

「侵略者のわりにはちゃんと仕事はしてるのね。あ、ごめん」

「いえ、構いません。私が侵略者であることは事実です」

　既に食べ終わっていたイザークは、苦笑して紅茶のカップに口をつけた。

「ですが、侵略者には侵略者の矜きよう持じがあります。本当に治めたかった国はここではありませんが……暫定領主を名乗るからには責務は果たします」

　そう語る彼の笑みはどこか寂さびしげに見えて、胸に引っかかった。

「どうかしましたか？」

「ううん、なんでもないの。そうだ、倉庫にあった重曹なんだけど、勝手にもらっても大丈夫だったかな？」

「別に構いませんよ。最近は作物の品種改良にはまっていまして、土壌中和用に精製していただけですし」

「よかったあ。ねえ、もっと大量にもらっちゃったらだめかな？」

「何に使うんです？」

　沙絵里は事情を説明した。イザークが感心半分、呆あきれ半分の様子で眼鏡を押し上げる。

「聖女という人種はこちらの世界に影えい響きようを与あたえなければ気がすまないようですね」

「勝手なことをしてごめんなさい」

「いえ、こちらの世界をよりよくしてくださるぶんには構いません。私も、聖女が持ち込む異世界の知識には興味があります」

「……そうなの？」

「こう見えて根っからの研究者気質でして」

　イザークは中指で眼鏡のブリッジを押し上げてみせた。癖くせらしい。

「たとえば先代聖女が持ち込んだ『時計』は、我々の生活をより規則的に、かつ管理しやすくしてくれました。いまでは各都市に一つくらいの割合で時計塔とうが造られています。あなたがこちらの世界にどのような影響を与えてくれるのか、いまから楽しみですよ」

「でも、『何もしなくていい』って……」

「聖女として戦わなくていいという意味ですよ。ですが、あなたが一人の人間としてレガルセアに興味を持ち、こちらの悪魔なり人間なりに関わろうとなさるのは歓かん迎げいします。あなたのいらした世界と同様、こちらの世界に好感を持っていただければよいのですが」

　何もしなくていいが、何かしたいという意志は尊重してくれるらしい。

　そういえば、イザークは出会ったときからぐいぐい迫せまってくるわりには、沙絵里の意志を最大限汲くんでくれていた気がする。

（わたしのこと、大切にしてくれているんだ……）

　急に照れくさくなってきた。頰が熱い。

「どうかなさいましたか？」

　不思議そうな視線を向けられて、はっと我に返った。

「ううん、なんでもない！」

「なんでもないわけがありません。顔が赤くなっていますよ。まさか、風か邪ぜを召されたのでは？」

「本当になんでもないから！」

　沙絵里は必死に固辞したが、イザークは聞いていなかった。顔色を変えて立ち上がると、テーブルを迂う回かいして接近してくる。

「風邪を甘くみないでください。こじらせれば命を落とすことだってあるんですよ。すぐに侍じ医いに診みせましょう。いえ、侍医なんかには任せられません。私が直接診みます！」

「話を聞いて！」

「聞くべきはあなたの方です。眼球と喉の奥を見せてください。熱もありそうですね。心しん拍ぱく数も測らなければ……誰か、砂時計を持ってきてください！　内臓の状態も確かめなければ……ちょっと失礼っ」

　ドレスの襟ぐりに手をかけられて、沙絵里は思わず絶ぜつ叫きようした。

「何するの変態っ！」

「変態ではありません、診しん察さつです！　れっきとした医い療りよう行こう為い──」

「そのわりには鼻息が荒いんですけど!?　だからやめ……イル・ストーラ！」

　次の瞬間、イザークはテーブルごと吹っ飛んだ。
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「おつきあいをはじめたわけですから、まずは逢おう瀬せがてら城下を案内いたしましょう」

　というイザークの申し出を断るすべなどあるはずもなく、沙絵里はドレス姿で城下町を練り歩くはめになった。

　朝っぱらから魔道を二回も使ったせいか、体が妙にだるい。正直今日は一日じっとしていたかったが、変態とのデートも聖女の仕事の一いつ環かんなのだと思って我が慢まんする。

（お客様へのお茶出しみたいなものだと思えば……って、さすがに無理があるわ）

　どちらかというと常連客と同どう伴はんするキャバクラ嬢じように近い。

　もちろん沙絵里に水商売の経験などはない。あったらここまでうぶではないし、ハイヒールにも慣れていたはずだ。

　普段からぺたんこの靴ばかり履いていたので、少しでもヒールのある靴は苦手だった。おまけにこちらの世界の靴は、現実世界のそれよりも安定感がない。

　よろけそうになったところで、横から差し伸べられた手を思わず摑つかんで体重をかけた。

「大丈夫ですか？」

　イザークが至近距離からにこりと微笑みかけてくれば、触ふれた手だけでなく頰までじんわりと熱くなった。この距離の近さはいまだに慣れない。

「あ、ありがとう……」

　顔を見られたくなくて、興味がないふりをしつつ周囲に目を向ける。

　エヴェル公国の王都、エヴァンドルフの街並みは石造りの建物が中心で、この表現が正しいかどうかわからないがとても可愛らしく思えた。

　外がい壁へきの色こそ白っぽい石か白漆しつ喰くいばかりだが、屋根の色には家主たちのこだわりがあらわれている。赤に橙だいだい、緑、紫むらさき、それに黄色。暖あたたかな陽光の下で、色鮮あざやかな屋根が咲さき誇ほこる花々のように自己主張している。

　行ゆき交かう人々の容姿も鮮やかだ。とはいえ、服装が派手という意味ではない。

　悪魔という人種は耳が尖とがっていることと眼が赤いことを除けば、髪の色は十人十色だ。現実ではカラーリングしなければありえないような、青や緑、紫といった髪色の人もいる。

　ただ気になったのは、人々の中に人間の姿もあったことだ。

「人間も暮らしているのね」

「ほとんどが商人ですけれどね。私が暫定領主の地位についてからは自由貿易を認めていますので。商あきないをさせるならやはり悪魔より人間ですね。悪魔は性質上、力や魔力にものを言わせがちですが、人間は悪魔と違って力がないぶん知ち恵えを使いますから」

「問題は起きてないの？」

「しょっちゅう起きていますよ。些さ細さいな喧けん嘩かから詐さ欺ぎ、ギルドぐるみの諍いさかいまで、いろいろと。ですが、そんなものではないですか？　同じ種族同士でも争いは起きるものですし、異種族ともなればなおさらです。あまりに大事になれば口を挟はさみますが、そうでもなければ好きなようにさせています。それがどうかしましたか？」

　沙絵里は慌てて首を横に振った。

「ううん、別に。悪魔と人間を平等に扱あつかってるのがちょっと意外だなって」

　城の悪魔たちの反応を見るかぎりでは、イザークは悪魔を毛嫌いしてわざと厳しく接しているのかと思っていたのだが、そういうわけではないらしい。

「まあ、どちらも等しく嫌いですからね」

「えっ？　よく聞こえな……」

　問い返したが、イザークは口の端を皮肉げに上げるだけで言い直さなかった。気のせいだったのかもしれない。

「ねえ、先代聖女ってどんな人だったの？」

「とんでもない跳ねっ返りだったそうですよ。口が悪くて手癖も足癖も悪かったとか」

「え、意外……」

　母の物語の中では聖女の性格についてはほとんど触れられておらず、ただ勇気のある女の子としか語られていなかったから、お転てん婆ばならばともかく跳ねっ返りとまで評されるとイメージが追いつかない。

「そのあたりはフラウロスに聞けば詳くわしい情報が得られるでしょうが、あいにくとあの男は封ふう印いんしておりまして」

　本来の領主の名を出されて、沙絵里はここにはいない少女騎士を思い浮かべた。セイラは竜騎士隊の方で大事な任務があるらしく、護衛できず申し訳ないと詫わびていた。

　彼女はずいぶんとフラウロスなる領主を慕したっている様子だった。そして、イザークがいつまでもエヴェルに居座っていることにたまりかねていた。

「ねえ、どうしてここの領主に──」

　沙絵里がそう言いかけたそのとき、管楽器の音が高らかに鳴り響いた。

　突然のことにびくりと肩をすくませて周囲を見回せば、いつの間にか往来から通行人の姿が消え、派手な衣装の楽隊が出現していた。最初の管楽器によるファンファーレを合図に、明るい調子の演奏がはじまる。

　思わずあっけにとられていると、今度は頭上から影かげが差した。

　はっとして見上げると、上空に大きな影がきれいな列を成して飛んでいた。

　竜だ。それが十じつ騎き。大きな背には騎士の姿も見えた。楽隊の奏かなでる音楽に合わせて旋せん回かいし、滑かつ空くうし、上じよう昇しようする。

　竜騎士隊による空エ中ア演舞シヨーだった。

「わあ……！」

　ぽかんと口を開けて見とれていたせいで、接近に気づかなかった。腰に腕を回されたと察したときには、沙絵里はイザークの腕に抱えられていた。

「ちょ、ちょっと……！」

「しっかり摑まっていてください」

　そう言ってぼそぼそと魔道の呪じゆ文もんらしきものを呟く。と、沙絵里は一いつ瞬しゆんにしてイザークに抱だき上あげられたまま上空へ放り出されていた。

「きゃあああああああっ!?」

　まさしく打ち上げ花火のように急上昇する。思わず足元を見下ろせば、はるか下方に小さくなった街並みが見えた。

　ひっと喉の奥で小さな悲鳴を漏らしてイザークの首にしがみついた。

「あなたの方から抱きしめてくださるなんて……このイザーク・レイ・オイゲン、冥めい府ふへの土産みやげができました……！」

「抱きしめてるんじゃなくてしがみついてるのっ！　お願いだから下ろして！」

「まあ、もう少しだけ我慢してください。ここは特等席ですよ」

　とたんに気持ちのいい風が吹く。

　特等席と言われてもなんのことかさっぱりわからない。おそるおそる目を開けて周囲に視線を向ける。そこで気がついた。

　沙絵里たちを中心に、複数の竜が飛び回っていた。

　さきほど下から見上げていたときよりもはるかに近い。竜が翼つばさを羽ばたかせるたびに風が巻き起こり、沙絵里の髪やドレスの裾すそをなびかせる。

　まるで竜の舞ぶ踏とう会かいの中に放り込まれたかのようだ。

　優ゆう雅がに、かつ勇ましく、賑にぎやかな管楽に合わせて舞まうように飛ぶ竜の姿に心が躍おどる。

　と、見覚えのある黒竜の背で小こ柄がらな騎士が敬礼を送ってくるのが見えた。

　セイラだ。竜騎士隊の任務というのはこのことだったらしい。沙絵里はイザークにしがみついていた腕を片方外して、夢中で手を振って応じた。

「すごい……！」

「ちょっとした歓迎式典です。気に入っていただけましたか？」

「もちろん！」

　ぱっと顔を向けたところで、距離の近さに驚いた。息がかかりそうなくらいのところに顔があり、眼鏡のレンズ越しに優しげな眼差しが向けられる。

「……その、嬉しいです」

「それはよかった」

　イザークの声音には安堵のようなものが混じっている。

「あなたのことは私の都合で呼び出してしまいましたから。嫌われてもしかたがないことをしたという自覚はあります。だからこそ……あなたに少しでもこちらの世界での生活を楽しんでいただけるよう、私も努力します」

　それは彼の決意表明だったのかもしれない。

　掛かけ値ねなしに嬉しそうに微笑みかけてくるものだから、沙絵里はどう反応したらいいのかわからず、「そ、そう……」と口の中でもごもごと答えるしかなかった。

（出会いは最悪だったけど、悪い人じゃなさそうなのよね）

　再び敬礼を送ってくるセイラに手を振り返しながら、沙絵里はこっそりと苦笑した。







　それから後は空エ中ア演舞シヨーを終えたセイラが護衛に加わって、三人であちこちを見て回った。

　時計塔のある広場で大道芸を見物し、リンゴの果か汁じゆうを搾しぼったジュースを飲み、活気に満ちた市場を覗いた。見るものすべてが新しん鮮せんで刺激的だった。乗り気ではなかったはずのデートを、沙絵里は気がつけば心の底から楽しんでいた。

　が、そんな時間もそう長くは続かなかった。

「イザーク様！」

　切せつ迫ぱくした声が響いた。空からだ。

　急に影が差したので振り仰げば、頭上に翼を広げた竜の腹があった。

　突然の竜の出現に周囲からざわめきが広がり、道行く人々が慌てて散っていくと、数十メートルほど先にできた空間に竜が舞い降りた。

　その背から竜騎士の兵装の青年が軽かろやかに舞い降りると、こちらへ駆け寄ってきた。

「なんです、騒そう々ぞうしい。いま私は逢瀬の真っ最中なんですよ。くだらない用事でしたら即そつ刻こく処刑しますが、その覚かく悟ごはあるのでしょうね？」

　物騒な単語に竜騎士はひっと喉を鳴らしたが、本当に火急の用件だったらしく、顔を強こわ張ばらせつつも報告してきた。

「西の国境の関所に〝聖域解放騎士団〟の使者が来ております。こちらの文を預かってまいりました」

　差し出された封ふう蠟ろうつきの書状よりも竜騎士の言葉にイザークの顔色が変わった。

　書状を受け取り、不ふ機き嫌げんを露骨にさせて眉をひそめながら封蠟を解く。眼鏡の奥で眼球が左右に忙せわしなく動く。

「いつもの彼ですか？」

「ええ、いつもの方です。いかがなさいますか？」

「会わないわけにはいかないでしょう……まったく、面めん倒どうくさいですね」

　イザークは読み終えた書状を再び丸めて懐にしまうと、笑顔を作って振り向いた。

「申し訳ありません。今日は一緒に観劇したかったのですが、急用ができてしまいました。席は押さえてありますので、『聖女とオイゲンの王子』はそこの竜騎士と観みてください」

「わかった、けど……大丈夫なの？」

　心なしかイザークの顔色が悪い気がしたのだ。魔道で吹っ飛ばされても笑みを引っ込めない彼が、無理して笑っているように見えるのだ。それはかなりの大事に思えた。

「問題ありません。すぐに話をつけますので、晩ばん餐さんは一緒にとりましょう」

「う、うん……」

「それでは、失礼いたします」

　イザークは恭しく一礼すると、ぼそりと呪文らしきものを唱えた。一瞬にしてその身に風を纏まとい、城の方へと飛んでいってしまう。

　竜騎士も報告をすませるとすぐに竜のもとへ戻って引き返していったので、沙絵里が口を挟む余裕などなかった。

「えっと、大事なお客様なの？」

「大事というか、厄やつ介かいな相手だ。あの眼鏡の、唯ゆい一いつの血けつ縁えん者しやだからな」

　そう語るセイラの眼差しは、珍めずらしく同情的だった。
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　王都から西の国境に流れる大河に面してそびえ立つミランドル要よう塞さいまでは馬車で三日ほどかかるが、竜ならひとっ飛びだ。それは飛行の魔道でも同じだった。

　堅けん牢ろうな石造りの砦とりでまで一刻もかからずに飛んできたイザークは、謁えつ見けんの間で大おお仰ぎような玉座に腰を下ろしていた。脚を組み、肘ひじ置きに肘をついてだらしなく頰ほお杖づえをつきながら客人を眺ながめやる。

　一段高くなったそこから両開きの扉へとまっすぐに伸びる赤絨毯の上に、男が二人、ひざまずきもせずに直立してこちらを見上げていた。

　ともに騎士然としたきらびやかすぎない上等な上下を纏っている。

　一人は、短く刈かった金きん髪ぱつに無ぶ精しよう髭ひげを生やした男だ。歳としは四十代の半ばくらいだろう。垂れ目がちな目元に愛あい嬌きようと、数々の修しゆ羅ら場ばを乗り越えてきた者特有の余裕がある。それに鍛きたえ上あげられた筋肉質の長ちよう軀くが加われば、歴戦の勇者の風格がにじみ出る。

　もう一人は二十歳を少し過ぎたくらいの青年だ。こちらも長身で、短い赤茶色の髪に憎ぞう悪おを隠しもしない鋭するどさのある青い双眸。端たん整せいな顔立ちに、さも自分こそが正義の体現者だと言わんばかりの傲おごりを貼はりつけ、睨むような眼差しを向けてくる。

　その不ふ遜そんな態度は正直嫌いではなかった。ただ面倒なだけだ。

　一人目の名前はグントラム・バルト。

　そして二人目の名はエアハルト・アヒム・オイゲンという。

　もはや腐くされ縁えんとなりつつある、〝聖域解放騎士団〟に所属する騎士たちで、グントラムが騎士団長、エアハルトは副官だ。

「それで、今日はなんの用です？　最近はあなたたちと小こ競ぜり合あいになるようなこともなかったはずですが」

〝聖域解放騎士団〟は前聖女時代に人間が暮らしていた国を『聖域』と称しようし、悪魔に奪われた領土を取り戻そうと戦っている。

　別名、亡国連合軍。所属する騎士──〝聖域の騎士〟のほとんどが悪魔に滅ほろぼされた国の出身で、元貴族や元王族までもが名を連ねている。大陸中に多大な影響力を及ぼしている大国カルスウェル帝てい国こくから支し援えんを受けているともっぱらの噂で、いかにイザークといえど無下に追い返せる相手でもなかった。

　ちなみにこのエヴェルも前聖女時代には人間の暮らす土地だった。二百年ほど前にフラウロス率いる悪魔軍に滅ぼされてから悪魔領となり、いまはイザークによって人間と悪魔が共存する国となっている。

「単刀直入に申し上げる。聖女の身み柄がらを渡してもらいたい」

　エアハルトが不遜を眼差しどころか声にまで載せて言い放った。

「聖女は我ら人類を救う大事な存在だ。こんな国に置いておけば、たちまち悪魔たちの標的となってしまうだろう。我々が丁てい重ちように保護する」

　相変わらずの生き真ま面じ目めっぷりと正義は我にありという態度に辟へき易えきし、イザークはわざとらしく嘆たん息そくしてみせた。

「聖女、ですか……何かの間違いではありませんか？」

「とぼけるな！　我らの星読みが聖女がエヴェルに降臨されたと読んでいるのだ」

「そうは言われましても、身に覚えがないもので。星読みが外したのでは？」

「複数の星読みが聖女の降臨を告げてきたのだ、間違いはない。見みえ透すいた噓はやめてもらおうか。大おお伯お父じ上が聖女を召喚するために古代の魔道を研究していることは既にわかっているのだ。それが成功したのだろう」

　憎にくしみも怒りも隠さない視線が突つき刺ささってくる。噓は通じそうもないと悟り、しかたなく肩をすくめてみせる。

「仮に聖女が本当に降臨していたとして、はいそうですかと差し出すとでも？　私が長年聖女の研究をしてきたとご存じならば、なおさら手放さないと思いませんか？　ああ、もちろん成功したとしたらという仮定の話ですがね。あなたたちに協力して、私になんの得があるというのです？」

「得はなくても負い目はあるはずだ。オイゲンを滅ぼさせた負い目が」

「……ありませんね」

　その一言を答えるまでに一拍ぱくを要したが、イザークはさらりと答えたふうを装よそおって不遜そうに脚を組み変えた。

「もう何十回申し上げたかわかりませんが、私はとうの昔にオイゲンを追われた身です。愚ぐ弟ていを国王とするために私を裏切り、刺し客かくまで送ってきた国に愛着などありませんよ。悪魔に国を滅ぼされたからといって、同情はしませんね」

「あなたはそれでもオイゲンの王族か！　悪魔王を倒した〈退魔王〉の血を継つぐ者として恥はずかしくないのか！」

「全然。まったく。これっぽっちも」

「大伯父上！」
















「エアハルト、そのくらいにしておけ」

　グントラムの冷静な一言で、エアハルトはぐっと口ごもった。

「イザーク公。まずは、部下の非礼を詫びさせてもらうよ。すまなかった」

「お気になさらず。慣れていますから」

「ならよかった。だが、こっちも聖女の件は諦めるつもりはないんだ。世捨て人のあんたがなぜそこまで聖女に固こ執しつするのかは知らないが、必ず手に入れてみせる。俺おれたちには聖女の力が必要なんだ。この世界に平和を取り戻すためにもな」

　そう言って不敵に微笑む。

（自信満々なのは結構ですが、聖女の伝承を正しく理解しているのでしょうかね）

　伝承の聖女は人間を救う存在とは語られていない。ただ世界に安あん寧ねいをもたらすとされているだけだ。先代聖女が人間に荷か担たんしたため、人間を救う存在だと勘かん違ちがいしている者も多いのだ。

（まあ、都合よく受け取っておいた方が幸せなのでしょうが）

　イザークは苦笑して、わずかにずれていた眼鏡を中指で押し上げた。

「平和、ですか……そんなもの、永遠に実現できないと思いますが、まあせいぜい頑がん張ばってください。私はここで、あなたたちの戦いを静かに見守らせていただきますよ」

「大伯父上……！　不老不死になったとは聞いておりましたが、長く生きながらえたせいで人々が悪魔から受けた屈くつ辱じよくまでお忘れになったか！」

「エアハルト。あなたは苔の味を知っていますか？　樹きの皮の味は？」

「……知らないが、それがこの話となんの関係がある？」

「いえ、知らないのなら結構。私も、あなたの曾そう祖そ父ふから受けた仕打ちを忘れていないということです」

「そんな昔の話を──」

　いまにも飛びかからん勢いのエアハルトを、グントラムが大きな手で制した。

「部下のしつけがなっていなくて悪いねえ」

「気にしていませんよ。馬ば鹿かな又また甥おいほど可愛いものです」

「……っ！」

　エアハルトはかっと目を見開いたが、もう食ってかかろうとはしなかった。

「今日のところはおとなしく引き下がろう。だが何かあれば……」

「どうぞご随ずい意いに。悪魔たちは血の気が多くて困っていましてね。たまには実戦の場を与えて発散させてやるのもいいでしょう」

　戦争をしたいのなら受けて立つという意思表示だ。

　好戦的な栗くり色いろの双眸と視線が交こう錯さくする。

　ややあって、グントラムはふっと苦笑を漏らすと、くるりと身を翻した。エアハルトが戸惑いがちになって団長と大伯父を交こう互ごに見やった。

「団長！」

「おいおい、聞いていなかったのか？　帰るって言っただろうが」

「……わかりました」

　エアハルトはぎりりと歯を食いしばると、最後の抵抗とばかりにこちらを睨みつけた。

「失礼する！」

「どうぞお気をつけて。誰か、客人を国境の外まで案内して差し上げなさい」

　謁見を見守っていた兵士の一人が慌てて広間から飛び出していった。
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　吹きつける風が髪やドレスを激しくはためかせる。

　髪飾りを外しておいて正解だったな、なんて思いながら、沙絵里は黒竜セルシオの背に跨またがってセイラの腰にしがみついていた。

　強すぎる向かい風は気持ちがいいといえば気持ちがいい。ただし、下を見なければの話だ。高所恐きよう怖ふ症しようの自覚はないが、足の下に支えが何もなく、そのはるか下にジオラマのように小さくなった街並みが広がっている光景にはさすがに背筋が冷えた。

「サエリ殿、演劇はどうだった？」

　セイラが竜の手た綱づなを操りながら上機嫌で話しかけてくるが、沙絵里はこっそりと苦笑いをしていた。つくづく、顔が見えなくてよかったと思う。

「う、うん。面おも白しろかったよ……」

「それはよかった。あの劇場の役者とはちょっとした知り合いで──」

　その先は、ほとんど耳に入らなかった。さきほど観た劇の内容が頭から離れない。

　演目『聖女とオイゲンの王子』は、母と一緒に作った物語にとてもよく似ていた。そして、致ち命めい的てきに異なっている点が三つあった。

　一つは、イザークからも聞かされていたが、聖女の性格だ。

　この演劇では口が悪く、向こう見ずで喧嘩っ早い、女は度胸を地で行く少女だった。まるでヤンキー娘だ。

　二つめは、物語の結末だ。

　母の物語では、悪魔王を倒して魔道による洗脳を解かれた悪魔軍が撤てつ退たいした後、聖女エミリとアーサー王子は結婚して幸せに暮らしたはずだ。

　それが、この演劇では聖女は王子と結婚して男女の双ふた子ごを産んだ後、双子は不ふ吉きつだと周囲から忌き避ひされたために、女児だけを連れていずこかへ行方ゆくえをくらませてしまう。わかりやすいハッピーエンドになっていないのだ。

　そして、三つめの相そう違い点てん。これが一番の問題だった。

　聖女と王子の名前が、エミリとアーサーではないのだ。

（エミコとカイトって……お母さんとお父さんの名前じゃない……）

　主要な登場人物の名前が身内と同じとなると、妙な気まずさを感じてしまって感情移入ができず、話にまったくのめり込めなかった。

「──と、すごい人気なんだ。私もひさしぶりに観たが、以前よりも歌唱力が上がった気がする。日頃から厳しい鍛たん錬れんを積んでいるのだろうな。私も彼女を見習ってもっと努力しなければ。そしていつかあの外魔道眼鏡に一いつ矢しを報むくいてやる！」

「個人的には、危ないから何もしないでほしいんだけど……」

「そうはいかない。私はフラウロス様に永遠の忠誠を誓っているのだ。せめてフラウロス様の御おん身みだけでも救い出せれば、この国から立ち去る覚悟はあるというのに」

「どこかに囚とらわれているの？」

「ああ。城の地下牢ろうだ」

「……それってひどくない？」

　偉えらい人を幽ゆう閉へいするときは大豪ごう邸ていで監かん視しや警備をつけて逃げられないようにするイメージでいたのだが、まさか地下牢とは。沙絵里が昨晩ふかふかのベッドで眠っていたそのはるか下で本来の領主がひどい扱いを受けていたかと思うと罪悪感が芽生えてきた。

　ぱっとセイラが肩越しに振り向いた。

「そうなんだ、ひどいんだ！　サエリ殿もそう思ってくれるか！」

「わああ、ちゃんと前を見て！」

「見なくても大丈夫だ。セルシオが自分で判断して障害物を避さけてくれるからな」

　その証左とばかりにセイラが手綱を緩めても、セルシオは悠ゆう然ぜんと両りよう翼よくを広げて体勢を左に傾かたむけ、大きな時計塔を回かい避ひする。

「そうだ、サエリ殿。あなたを聖女と見込んで頼みたいことがある」

「……嫌な予感がするんだけど……何？」

　セイラが何を頼もうとしているのかだいたい予想がついたが、沙絵里は聞き返した。

「フラウロス様を救出する手助けをしてほしい」

「言われると思った……わかった、わたしからイザークにそれとなく頼んでみる。聞いてくれるかどうかわからないけど」

「そうではない。眼鏡に知られないように、こっそり助け出したいんだ」

「え、それはだめだよ。イザークに迷惑がかかるし」

「迷惑をかけられているのは我々の方だ！」

　セイラはついに手綱から手を離してくるりと振り返った。

　おかげで沙絵里は正面から彼女に抱きつく格好になってしまった。きりりと柳りゆう眉びをつり上げた美少女の顔がすぐ近くにあるせいで気け圧おされそうになる。

「さっきも言ったが、フラウロス様さえ助け出せればこの国はやつにくれてやっても構わない。フラウロス様は怒おこるだろうが、必ず説得してみせる。だからお願いだ。あの眼鏡は夜まで帰ってこられない。救い出すならいましかないんだ！」

「で、でも……セイラたち、抵抗できないように魔道をかけられてるんじゃないの？　そんなことしたらイザークに……」

　その先はおそろしくて口に出せなかった。

「心配無用だ。それはフラウロス様が魔道で解除してくださる」

「そう、なんだ……えっと、でも救い出すってどうやって？　わたしなんて風の魔法を一つ使えるだけで他は動きもとろいし、役に立てるとは思えないんだけど」

「いや、あなたでなければならないのだ。ところで、その返事は協力してくれるという意味で捉とらえていいんだな？」

「え、いや。わたしは……」

「ありがとう！　ならば善は急げだ。セルシオ、城まで大急ぎで頼む！」

　セルシオはきゅぃぃ、と意外にも可愛い声で鳴くと、大きく翼をはためかせた。

　飛行速度が上がり、向かい風も強くなる。沙絵里はひぃっと喉の奥で悲鳴をあげると、セイラの腰にしがみつく腕にさらなる力を込めた。







　火の点ついた松たい明まつで暗くら闇やみを照らしながら、セイラが地下へと続く階段を下りていく。

　その後を、沙絵里は数名の兵士たちとともについていった。

　城に戻るなりセイラがみなに言いふらしたために、沙絵里は出会う悪魔にかたっぱしから領主を助けてほしいとせっつかれるはめに陥おちいった。両手を組み合わせ、目に涙を浮かべて懇願されては断れない。

（イザーク、ごめん……でもあなたがひどいことをするからでもあるんだからね）

　と胸中で言い訳をする。囚われの領主の待たい遇ぐうがもう少しよければ、沙絵里だってセイラたちにここまで同情しなかったはずだ。

　階段を下りれば下りるほど、黴かび臭くさい空気と、数メートル先も見えない足元に恐怖が湧き上がってくる。いまにも松明の光が照らす外から、ネズミやクモが飛び出してきそうだ。

　びくびくしながらセイラの後についていくことしばし、階段が途と切ぎれた。

　セイラが松明を掲かかげてみせると、通路とその両側に鉄てつ格ごう子しのはまった監かん房ぼうがずらりと並んでいるのが見えた。

「フラウロス様がいらっしゃるのは一番奥だ」

「う、うん……」

　周囲を警けい戒かいしながらついていく。しばらく使われていないのか、いわゆる汚お物ぶつの臭においはしなかった。餌えさがないからかネズミの気配もない。その点は少しほっとした。

　やがて通路が途切れた。突き当たりにあったのはいままでで一番大きな監房だ。

　広い空間には家具の類はなく、ただ中央に大きな棺ひつぎが一つ置かれているだけだ。

　そしてその周囲には、黒っぽいもので方円と無数の文字が描かれている。

　沙絵里は自分がこちらの世界へ召喚されたときのことを思い出した。あのときも床に似たような紋もん様ようが描かれていた。おそらくイザークが施した魔道の一種だろう。

　地下牢に繫つながれて囚しゆう人じんのような生活をしている姿を想像していたので、魔道による封ふう印いんとわかって少しほっとした。

「ずっとこの状態で眠ねむらされているのだ。目覚めさせるためには眼鏡の仕掛けた魔道の封印を解かねばならない」

「でも、どうやって？」

「そこであなたの出番なのだ。うちの魔道士たちが解かい析せきしたところによると、封印を解く鍵かぎは高い魔力を有する人間の生き血らしいのだ」

「えっ!?」

　生き血、という単語の持つ物騒な響きに沙絵里が思わず後じさると、セイラは振り向いて苦笑した。

「大丈夫だ。ほんの少量、一滴てきでいいのだ」

「あ、なんだ。びっくりした。でもわたし、高い魔力を持っているかわからないよ？」

「あれだけ何度も外魔道眼鏡を吹っ飛ばしていたお方が、何を言う」

　それもそうかもしれない。

　兵士の一人が監房の鍵を外し、別の一人が革かわ製せいの鞘さやに収まった短剣を差し出してきた。

「この短剣で指を傷つけ、血を一滴だけ棺の上に垂らしてください。それだけでフラウロス様は復活なさいます」

「わかった」

　沙絵里は短剣を抜くと、鞘を兵士に預けた。セイラたちに促されるままに鉄格子の扉をくぐる。棺に近づくためには床の方円を踏まなければならず、なるべく文字の描かれていないところを選んで進んでいった。

　棺の目の前まできたところで、こくんと生なま唾つばを飲み下した。この中にセイラたちが敬愛する悪魔が眠っているのだ。

（イザーク、怒るかな……）

　セイラは彼を侵略者と呼んでいた。

　だが一方でここは数百年前までは人間の暮らす国だったとも聞いている。

　イザークは領主としてやるべき仕事は最低限こなしているようだし、人間と悪魔を平等に扱っているところを見ても、それほど悪い人とは思えない。

　しかし、それはセイラら悪魔たちも同じだ。

　どちらかが悪だと完全に決めつけられればこんなにも迷うことはないだろう。

「サエリ殿、早く！　外魔道眼鏡が帰ってきてしまう！」

「ご、ごめん。すぐすませるから」

　セイラにせっつかれて、沙絵里は慌てて答える。タイムリミットだ。

　短剣の柄を右手で握り、その刃はに左手の親指を押しつける。ちくりと鈍にぶい痛みがして刃をどけると、指の腹に赤い線が走り、真っ赤な丸い水すい滴てきがぷくりと浮かび上がった。

　それを棺の上に翳かざす。ややあって、ぽたり、と棺の蓋ふたに赤い雫しずくが落ちた。

　おお、と監房の外から感かん嘆たんの声が漏れる。

　沙絵里はじんじんと痛む親指をぱくりと口に咥くわえて傷口を吸った。思いのほか深く傷つけてしまったらしく、痛みがまだ引かない。

（やりすぎちゃったかな。まだ指が痛い……ん？　痛い……？）

　頭から血の気が引いていった。

　ここは夢の世界のはずだ。なのになぜ痛覚があるのか。

　沙絵里はいままで夢の中で痛みを感じたことがない。なのに、指の傷口はいまもじんじんと熱を帯びて痛みを訴えてきている。

（噓、まさか……そんなことが、あるわけ……）

　沙絵里は震える手で短剣を棺の上に置くと、慎重に頰をつねってみた。

　痛い。痛みがある。ということは、どういうことか。

（夢じゃない……!?）

　どっどっと胸が早鐘を打ちはじめる。頭が混乱して考えがまとまらない。

「せ、セイラ──」

　何がなんだかわからないままに助けを求めようとしたそのときだった。

　棺の周囲の床に描かれた魔道の紋様が、一いつ斉せいに強い輝きを放ちはじめた。

　目がつぶれるような激しい光に、沙絵里は目を覆って後じさった。その足が石床の凹凸に引っかかり、体勢を崩して尻しりもちをついてしまった。

　尻を強したたかに打ちつけて、顔をしかめながら身を起こした頃には、輝きは少し落ち着いていた。魔道の紋様は黒かったものがいまは白っぽく変色している。

　そして、棺の蓋が開いて影が立ち上がっていた。

「あっ……」

　収束しかけた光の中で、長い金色の髪が輝いているように見える。

　一瞬逆光のせいかと思ったが、城内で見かける悪魔たちよりも肌の色が濃こい。ゆったりとした絹のシャツの胸元をくつろげて褐かつ色しよくの肌を晒さらし、長い足には黒っぽい脚きやく衣いを穿いて飾りのついた腰こし帯おびを締めている。

「やはり外の世界の空気はよいのう。ちと黴臭いが、棺の中よりずっといい」

　どこか挑ちよう発はつ的てきな切れ長の眼差しを眩まぶしげに細めて、なつかしむように呟く。瞳ひとみの色はもちろん赤だ。耳の先も尖っている。

　一見すると二十代の後半から三十代の半ばほどの男に見えるが、彼がセイラから聞いていたとおりの悪魔だとしたら数百年は生きているはずだ。若い風ふう貌ぼうに反する年寄りじみた物言いはそのせいかもしれない。

「フラウロス様っ！」

　セイラが感かん極きわまった声をあげて鉄格子にすがりつくと、フラウロスと呼ばれた男は片方の眉を跳ね上げて豪ごう快かいに笑った。

「何を情けない顔をしておる。美人が台無しじゃ。みなも、元気にしていたか？」

「はい！」

「もちろんです！」

　感激する兵士たちを満足そうに眺めてから、フラウロスは沙絵里の方を振り向いた。

　思わずびくりと肩が震えた。足がすくむ。

　怪あやしく輝く赤い双眸はもう見慣れたはずなのに、どういうわけか彼に見つめられるのは落ち着かなかった。なぜだか追い詰められたような感覚がするのだ。

「このわしを目覚めさせたのはおまえか？　恩に着る。礼は弾はずませよう」

「お、お礼なんて……」

「まあそう言うな。目覚めさせてもらった礼に──苦しませずに食らってやると言っておるのじゃ」

「えっ」

　一瞬、聞き間違えたのかと思った。

　フラウロスが立ち上がり、その長い足を棺の縁にかける。

　とたんにセイラが切迫した声を張りあげた。

「フラウロス様、このお方は聖女です！　私たちに協力をしてくれた方で……」

「聖女？　ならばますます生かしてはおけぬのう。あの魔道士のせいで魔力が空っぽじゃ。見たところ美味そうな魔力をしておる。しかもこの匂いは生き娘むすめ。精をつけるにはもってこいじゃ」

　フラウロスが舌なめずりをする。

　もう夢ではないのだ。いや、沙絵里が勘違いしていただけで、夢であったことは一度もない。いま目の前でこちらを睥へい睨げいしているのは、悪魔と呼ばれる者たちの中でも、特に強大な力を持つ恐怖の存在なのだ。

　それが、魔力を回復させるために沙絵里を喰くらうという。

「────！」

　深しん紅くの双眸が一ひと際きわ怪しくきらめいた瞬間、沙絵里は膝から力が抜けるのを感じた。

　すとんとその場に膝からくずおれるが、自分を見下ろす男から目が離せない。喉がひりついて唾すら飲み込めない。

「あ、う……」

「サエリ殿、こちらへ！」

　セイラが見かねて監房の中に飛び込んできて、沙絵里の腕を引いてくれた。だが膝に力が入らなくて立ち上がれない。セイラはすぐに察して、立ち上がらせるのは無理と判断し、抱きかかえる選せん択たくをした。細い腕のどこにそれほどの力があるのか、沙絵里の体をひょいと抱き上げる。

「そうはさせぬ」

　フラウロスが縁を越えて床に足を下ろす。

　その足の裏が、白く変色した魔道紋様を踏みしめたときだった。

　ぽんっ、と足元で煙けむりが弾はじけて、あっという間に悪魔の長身を白い靄もやが包つつみ込こんだ。

「フラウロス様!?」

　監房から抜け出したセイラが、沙絵里を背にかばいながら声をあげる。

　ややあって煙が流れていった後に残されたのは、黒い毛玉だった。

　ぴんと伸びた二本の耳に、丸みのある体軀。うっすらと開いた口元からは齧げつ歯し類るい特有の前歯が覗いている。黒い毛並みのウサギだ。金髪に褐色の肌をした男の姿は跡あと形かたもなく消えている。

「お、おい、何が起きたのじゃ!?　わしはどうなった!?　セイラ、おまえたち、いつの間にそんなにでかくなったのじゃ？」

　フラウロスの声が響いてくる。黒ウサギの近くからだ。

　いや、違う。声はウサギの口元から聞こえてきている。

「…………」

　沙絵里も、セイラも、他の兵士たちも無言でウサギを見つめた。

　誰も、何も言えなかった。

　その無反応ぶりに不安でも覚えたかのように、ウサギは耳をぴくぴくと動かしながらこちらを見上げている。つぶらな赤い瞳が可愛い。

「セイラ、説明せよ！」

　名指しされたセイラがびくりと肩を震わせた。沙絵里を振り返り、視線で後ろに下がっているようにと訴えてくる。沙絵里がこくんとうなずいてみせると、セイラはおそるおそるといった様子でウサギの方へ近づいていき片膝をついた。

「説明は難しいので、実際に見ていただくのがよろしいかと……」

　懐から小さな手鏡を取り出し、ウサギへ向けてみせる。

　沙絵里の位置からでは見えないが、まず間違いなく鏡面には齧歯類の顔が映り込んでいることだろう。その証しよう拠こに、ウサギは鏡を覗き込んだまま微び動どうだにしなくなった。

「……なんの冗談じゃ？」

「現実です、フラウロス様」

「…………いや、しかし」

「現実です」

　ウサギ、フラウロスが絶句する。見ていて可か哀わい想そうだった。そして可愛かった。

「──いつか、こんなことになるのではないかと思っておりました」

　聞き慣れた声にはっとして振り返れば、階段の方から黒いマントの優やさ男おとこが歩いてくるところだった。右肩の少し上あたりに浮かんでいる光の球は、魔道で作り出した照明だろう。彼の歩調に合わせてぴたりとついてくる。

「イザーク！」

　思わず声をあげてから、沙絵里は彼の留守中に虜りよ囚しゆうのフラウロスを勝手に解放しようとしたことを思い出した。

「ご、ごめんなさい！　わたし勝手なことをしちゃって……」

「どうせそこの悪魔たちにそそのかされたのでしょう。こうなったときのために魔道を二重に張っておいて正解でした。が……」

　眼鏡の奥の双眸がちらりと沙絵里の左手を見やる。

　反射的に隠そうとしたのがばれて、横から手を搦め捕られた。親指の根元に刻まれた短剣の傷に視線が痛いほど注がれる。

「これはちょっといただけませんね。あなたに怪我をさせるなんて、許しがたい所業です」

　そう言って沙絵里の手をとりながら、ぼそりと魔道の発動句を呟く。すると目の前に小さな白い光球が生まれ、傷口に吸い込まれていき、同時に傷口が跡形もなく塞ふさがった。

「もう大丈夫です」

「あ、ありがとう……」

「どういたしまして」

　イザークは沙絵里の手を持ち上げ、傷があった場所に軽く口づけた。優しく柔らかな感触に、沙絵里は思わず体を震わせた。一気に頰が熱くなる。

「いつまでのろけているつもりじゃ！」

　怒ど声せいを受けて、イザークはようやくフラウロスの存在を思い出したようだった。いかにも大たい儀ぎそうに目を向ける。

「ああ、フラウロス。しばらく見ない間にずいぶん可愛らしい姿になりましたね」

「誰のせいだと思っておる！」

「あなたの忠実なるしもべたちがあなたを逃がそうとしたせいでしょう？」

「イザーク・レイ・オイゲン──っ！」

　フラウロスは怒りのままに石床を後ろ足で蹴けりつけると、そのままぴょんぴょんと跳ねるようにイザークへ突とつ進しんしていった。

　その鼻先が魔道士の臑すねに触れる寸前に、イザークは身を屈めてウサギの首の根っこを摑んでひょいと持ち上げた。ぶらーんとぶら下がった格好でじたばたと前脚と後ろ脚を動かすが、リーチが短すぎて仇きゆう敵てきには届かない。
















「あなたを生かしておいたのは失敗だったかもしれませんね。逃げようとするだけならば構いませんが、サエリを傷つけたとなると話は別です。今宵の晩餐には兎うさぎ肉にくのシチューを作らせましょう」

「……し、シチューじゃと……!?」

　フラウロスが硬こう直ちよくする。

　沙絵里もぎょっとした。さすがに制止の声をあげようとした瞬間、

「待ってくれ！」

　と、セイラたちが声をあげた。

　すっかり表情を青ざめさせた彼女は、イザークが振り向くのも待たずにその場へ両膝をつき、頭を垂れた。

「フラウロス様は何も悪くない！　私たちが勝手にフラウロス様を逃がそうとしただけだ。サエリ殿をそそのかしたのも私だ。だからお願いだ、フラウロス様を殺さないでくれ！　なんなら私の首を差し出してもいい……いや、私の首に免めんじて許してくれ！」

「お、俺の首も差し出します！」

「俺もだ！　だからどうかフラウロス様だけは……」

　他の兵士も次々に跪ひざまずいて懇願する。

　フラウロスはずいぶんと臣下に慕われているようだ。さきほど沙絵里を取って喰おうとしたのは正直驚いたし怖こわかったが、セイラたちがここまで心しん酔すいしているということは、領主としては優ゆう秀しゆうな人物なのかもしれない。

　頭を垂れる竜騎士と兵士を、イザークはつまらなそうに見下ろして嘆息した。

「あなたたちの首になんの価値があると？　労働力になるから生かしてやっているだけだというのに、思い上がりもはなはだしいですね」

「…………！」

　セイラたちの表情が引きつる。

　これはまずい。イザークは本気でセイラたちの首に興味がなく、そしてフラウロスをシチューにするつもりだ。沙絵里は慌てて彼らの間に割って入った。

「イザーク、もうやめよう？　わたしならほら、あなたが治してくれたおかげでなんともないし！　ほら、ほら！」

「あなたに痛い思いをさせたことが問題なのです」

　即答だった。眼鏡の奥の双眸は悪魔たちを冷たく射い貫ぬいている。沙絵里の前ではいつも笑顔を絶やさなかった彼が、さきほどから一秒足りとも微笑んでいない。

（本気で怒ってる……？　わたしのために）

　その気持ち自体は嬉しいが、喜んでいられる状況ではなかった。

　今回の件は沙絵里にも非があるのだ。セイラたちだけに罰を受けさせるわけにはいかない。それにこれだけ大切に思われている人をみすみす死なせるのも忍しのびなかった。

「セイラたちも反省しているんだし、許してあげられないかな？　わたしもその、ウサギの肉なんて食べたくないし」

「でしたらあなたには別の物を作らせましょう。シチューは私が一人で食べます」

　何がなんでも食べるつもりのようだ。

　どうにかして制止する方法はないものか。いままでのイザークの言動から何かヒントは見つけられないか。沙絵里のあまりできのよくない頭がフル回転する。

「わ、わたし、このウサちゃんを飼いたいの！」

「な……！」

　セイラが絶句し、イザークが目を丸くする。ついでにフラウロスが固まった。

「……ウサちゃん……じゃと……？」

　もっとも、彼は二人とは別のことにショックを受けているようだったが。

「あなた、わたしの望むものをなんでもくれるって言ってくれたよね？　だったら、わたしはこの子がほしい！　前からウサギを飼ってみたかったの。黒い毛並みで赤い眼なんてすっごく可愛いし。お願い、ちゃんと世話をするから」

「あなたに世話をさせるなんてとんでもない。問題はそこではありません。愛あい玩がん用として飼いたいのでしたら別のウサギを用意します」

「この子じゃなきゃ嫌なの、どうしてもっ！　ねえ、あのとき言ってくれた言葉は噓だったの？　う、嬉しかったのに……」

「…………!!」

　イザークがかっと目を見開いた。

　何かをこらえるようにぐっと眉根を寄せ、沙絵里とウサギを交互に見やり、脱だつ力りよくしたように肩を落とした。ついでにウサギも床に落とす。

「まったく、あなたには敵かないませんね」

「いいの……？」

「そう簡単に解ける魔道はかけていませんから、あなたの身に危険が及ぶことはないでしょう。もしもそうなったら今度こそシチューにしますが」

　イザークが足元に視線を落とすと、フラウロスはびくりと体を震わせた。

　その小さな体軀を、沙絵里は前屈みになって両手で持ち上げた。はじめは四本の脚を動かして抵抗していたフラウロスだったが、やがて諦めたようにおとなしくなった。ぎゅっと抱きしめてみると、思っていたとおりふわふわしていて触り心地が抜ばつ群ぐんだった。

「ありがとうイザーク。責任を持って飼うね」

「そこは『ありがとうイザーク、大好きよ』と言ってほしかったところですが、まあいいでしょう」

　イザークは諦めたように苦笑すると、ずれてもいない眼鏡を中指で押し上げた。
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　ぱちりと目を覚ますと、相も変わらず豪ごう奢しやな天てん蓋がいが視界に入った。

（……夢じゃなかったんだから、当然よね……）

　ふかふかの布ふ団とんから起き上がって、はあとため息を一つこぼす。

　これは現実なのだ。聖女として異世界に召しよう喚かんされたのだ。その事実はいいかげん受け入れなければならない。

「どうかなさったか？」

　長なが椅い子すで横になっていたセイラが目をこすりながらむくりと身を起こした。

　彼かの女じよがここで夜を明かすのはこれで二日連続だ。隊舎にある自分の部屋に帰って寝ねた方がいいと何度も勧すすめているのだが、頑がんとして聞いてくれない。それほど、沙さ絵え里りに恩義を感じているらしい。義ぎ理り堅がたい少女だ。

「おはよう、セイラ。いつも警護ありがとう。でも無理しなくても」

「このくらいさせてほしい」

　セイラは表情を引ひき締しめると、長椅子から降りて直立不動の体勢を取った。

「サエリ殿どのにはセルシオのみならずフラウロス様まで助けてもらった。もはや感謝の言葉もない。この命、サエリ殿のために使わせていただく所存だ」

「命って……大げさだよ」

「大げさではない。フラウロス様は一時の気の迷いとはいえあなたを食らおうとした……我わが主ながら、あの行こう為いはいただけない。だがそんなフラウロス様に、あなたは慈じ悲ひを見せてくれた」

「だって、セイラたちの大切な人なんでしょ？　それに小動物が殺されるところなんて見たくなかったし」

　肩かたをすくめて言いながら、広い寝しん室しつを見回した。

　昨夜、黒いウサギと化したフラウロスを沙絵里は部屋へ連れて戻もどっている。

　元の世界から持もち込こんだトートバッグの飾かざりについていた、メダル型チャームを首輪代わりに掛かけ、大おお振ぶりの籠かごにクッションを敷しいただけの寝ね床どこを枕まくら元もとに用意してやったのだが、その籠は空っぽになっている。

「そういえばフラウロス様のお姿はどこに？　フラウロス様ー！　フラウロス様ー！」

　セイラの呼び声にも反応がない。

　扉とびらには内側から鍵かぎがかかっており、窓もしっかりと閉じられたままだから部屋の外に出ていったとは考えにくい。

　どこかに挟はさまって動けなくなっているのではないかと思い、ベッドの下やクローゼットの中、鏡台の抽ひき斗だしまで調べたが見つからなかった。

「フラウロス様はどこへ行ってしまったのだ。勝手な行動を取られては、また外げ魔ま道どう眼鏡の不興を買いかねないというのに」

　セイラのその一言で、沙絵里は嫌いやなことに気づいてしまった。

「ねえ、イザークは夜よ這ばいというか朝這いを仕掛けてこなかったんだ？」

　昨日は目を覚ましたらイザークが布団に潜もぐり込こんできていたのだ。

　魔道で吹ふっ飛とばし、さんざん抗こう議ぎをしたから改めてくれたとも考えられるが、そうではない可能性もおおいにある。

　セイラはまだわかっていない顔で不思議そうに首を傾かしげた。

「ずっと寝ていたから気づかなかったが、私が無事ということは今朝は来なかったのではないか？　あの眼鏡もそれなりに忙いそがしい身だ」

「ただ気づかなかっただけとは考えられない？　わたしたちが眠ねむっている間に忍しのび込こんで、起きないように魔道で深く眠らせて、その隙すきに……」

　寝室に侵しん入にゆうする理由は、何も夜這いや暗殺だけとは限らない。

　みなまで言わぬ間に、竜りゆう騎き士しの表情がみるみる青ざめていった。おそらく自分も同じような顔をしていることだろう。こちらの世界へ召喚された初日、断頭台にかけられそうになった黒竜の姿が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　申し合わせたように扉へ殺さつ到とうし、部屋を飛び出した。

　控ひかえの間では着き替がえや寝ね起おきの紅茶の準備をしていた召めし使つかいたちが何事かと振り返るが、彼女たちの横を素す通どおりして廊ろう下かへ飛び出していく。薄うすっぺらい寝ね間ま着きから着替えていないが、構っていられない。

「フラウロス様、フラウロス様ー！　いずこにおられるのですかー！」

　セイラが走りながら周囲を見回して声を張りあげるが、返答はない。

　なんといってもウサギ一匹ぴきを捜そう索さくするには城内は広すぎる。二人で手分けして捜さがしても終わる頃ころには日が暮れているだろう。

「闇やみ雲くもに捜していてもきりがないわ。『ここにいたら困る』っていうところから捜していきましょう！」

「ここにいたら困るところ──」

　一いつ瞬しゆん顔を見合わせ、二人同時に気がついた。

「厨ちゆう房ぼうっ！」

　その読みは見事に当たっていた。







「ふう、危ないところじゃったぞ……」

「ご無事で何よりです……本当に、よかった……ううっ」

　滂ぼう沱たの涙なみだを流すセイラの腕うでの中で、黒いウサギがぐったりと体を投げ出している。

　一人と一匹に同情の視線を向けてから、沙絵里はきっと表情を引き締め、白いテーブルクロスを敷いたテーブルの向かいにいる優やさ男おとこを睨にらみつけた。

「シチューにしないって約束したでしょう！」

「あなたの隣となりで気持ちよさそうに眠っている姿を見たら、つい衝しよう動どう的てきに厨房へ持ち込んでしまいました」

「つい、じゃないー！　あと勝手に部屋へ入ってくるのもやめて！」

　全力の抗議にも顔色一つ変えず、イザークはもくもくと朝食を口へ運んでいる。もう二度としません、と言わないあたりがもはや確信犯だ。

　沙絵里たちが厨房に駆かけつけると、魔道で眠らされた黒ウサギは何も知らない料理長の手で捌さばかれるところだった。到とう着ちやくが一分でも遅おくれていたら、夜までじっくりことこと煮に込こまれて晩ばん餐さんのメニューにされていただろう。

　フラウロスはようやく気力を取り戻したらしく、竜騎士の腕からテーブルの上にぴょんと飛び乗った。相変わらず齧げつ歯し類るいの表情は読めないが、こちらを見上げる赤いつぶらな瞳ひとみには切実な光が宿って見える。

「サエリとやら。今度こそ本当に礼を言わせてもらう。そなたはわしの命の恩人じゃ。もう二度と食らおうとなどせぬ。悪あく魔ま公フラウロスの名において、恩義への相当の対価を約束しよう」

　悪魔という種族は、個体差はあれど律りち儀ぎな性格をしているのかもしれない。少なくとも、約束を破りまくりのイザークよりもよほど話が通じる。

　対価、という部分に沙絵里は思うところがあったが、いまは口に出さず、「気にしないで」と言うだけにとどめた。

「それより、朝から大変でおなかがすいたでしょう？　フラちゃんも一いつ緒しよに食べない？　もちろんセイラも」

「フラちゃん……!?」

　黒ウサギが愕がく然ぜんとした声を漏もらして硬こう直ちよくする後ろで、セイラが姿勢を正した。

「お誘さそいは嬉うれしいが、私はそろそろ隊舎に戻るよ。今日は第一、第二竜騎士隊との合同飛ひ翔しよう訓練があるのだ。だから今日はあなたの護衛はできそうもない。外魔道眼鏡の魔の手から守ってやれなくてすまないが……」

　本気で申し訳なさそうな顔をしているので、彼女が一度としてイザークに抵抗できたことがない点は指し摘てきできなかった。

「セイラよ、大だい丈じよう夫ぶじゃ。沙絵里にはこのわしがついておる。おまえは安心して訓練に励はげむがよい」

「ありがとうございます、フラウロス様。サエリ殿のこと、お頼たのみします！」

　領主と竜騎士の間で、信しん頼らいに満ちたやりとりが交かわされる。

　どうやら二人とも、フラウロスが無抵抗にさらわれて捌かれそうになったことはもう忘れてしまったようだ。

　びしりと敬礼をすると、セイラはきびきびとした足取りで食堂を出ていった。それを見送ってから、黒ウサギが振り返って鼻をひくひくと動かした。

「わしは遠えん慮りよはせんぞ。ここはもともとわしの城じゃ」

「よかった。何を食べたい？　あ、リンゴとかどう？」

　リンゴやオレンジが丸ごと盛られた籠に手を伸のばそうとすると、途と中ちゆうで手首を摑つかまれた。

　一人もくもくと食事をしながらなりゆきを見守っていた、あるいは聞き流していたイザークが眼鏡の奥おくで目を光らせる。

「フラウロスの食事は私の方で手配してあります──持ってきなさい」

　テーブルの端はしに置かれていた小さな呼よび鈴りんをちりんと鳴らすと、即そく座ざに扉が開いた。

　廊下で待機していたらしき召使いがしずしずと入ってくる。両手に抱かかえた籠に山積みされた物体に、沙絵里は思わず目をみはった。人にん参じんだった。

　召使いは困こん惑わくを顔に貼はりつけながらもテーブルに籠を下ろし、一礼して去っていった。

　イザークは人参を一本手に取ると、その尖とがった先せん端たんを黒ウサギに向けた。

「ウサギの餌えさといえば人参と昔から決まっています」

「ふざけるなっ！」

　怒ど声せいをあげたのはフラウロスだ。一足飛びに間合いを詰つめると、鼻の先で人参を横へ押おしやってから嚙かみつかんばかりに牙きば、いや前歯を剝むく。

「わしは悪魔公フラウロスじゃぞ！　地面の下に生えた作物など食え……もがっ」

　叫さけんだ隙にと、イザークがウサギの口に人参の先端を押し込んだ。動きが止まる。

「…………」

「私が魔道の研究の片手間に品種改良をした人参です。寒さにも暑さにも強く、かつ通常の三倍の糖度を誇ほこる品種です。美お味いしいですよ」

　両者しばし睨み合い、そして。

「……………………ぼりっ」

　人参の先端を嚙み砕くだいた音がむなしく響ひびく。

　そのまま吐はき出ださないということは、間ま違ちがって嚙み砕いてしまったわけでもないらしい。続けて、ぼり、ぼり、と鈍にぶい音が響く。音の間かん隔かくはしだいに速まっていき、いつしかフラウロスは夢中で人参をかじっていた。

「美う味まい！　なんじゃ、これは！　こんなに美味い人参がこの世にあったとは……くっ、このわしが、気高き悪魔公フラウロス様が根菜なんぞを口にするなど……くそっ！　だが止まらぬ、止まらぬうううーっ！」

　橙だいだい色いろのかすを飛ばしながら叫び、あっという間に一本をたいらげると、今度はみずから野菜籠に飛び込んで人参をむさぼりはじめる。

　ウサギの食事風景を見て、ここまで気の毒に思ったのははじめてだ。

（まあ……可か愛わいいからいっか）

　本人が美味しいと言っているのだからいいのだろう。深く考えないことにする。

　手元に残った人参の芯しんを皿の上に転がすと、イザークはぎぃっと音を立てて椅子から立ち上がった。見れば彼かれの前の皿はすべて空になっている。

「それでは、私は政務に戻ります。フラウロスと一緒にイイコで待っていてください」

「あ、うん。お仕事頑がん張ばって」

　なんとはなしに口に出た言葉だったが、イザークは驚おどろいたように片方の眉まゆを跳はね上げ、ふっと表情を和やわらげて苦く笑しようした。

「あなたからそんな優やさしい言葉をかけていただけるなんて感無量です」

「お、大げさでしょ……」

「いいえ。私にとって、あなたの言葉にはどんな魔道よりも強い効果があるのです。あなたに『頑張って』なんて言われたら、三日三晩くらい徹てつ夜やで働けてしまいますよ」

「……そこはちゃんと寝よう？」

「私と一緒に寝てくださると!?」

「そういう意味じゃないっ！　異常に前向きな解かい釈しやくをするのはやめて！」

　イザークはくすりと笑った。からかわれただけだったようだ。

「退たい屈くつをさせてしまって申し訳ありません。夕方には楽しませて差し上げられると思いますので、それまではどうかお許しを」

「夕方から何かあるの？」

「ささやかながら宴うたげの準備を進めております」

　宴、ということは歓かん迎げい会かいのようなものだろうか。竜騎士隊による空エ中ア演舞シヨーや演劇鑑かん賞しようの他にまだ用意してくれるらしい。

「気持ちは嬉しいけど、歓迎セレモニーなら昨日やってもらったのでじゅうぶんなのに」

「ああいえ、歓迎の気持ちがあるのは確かなのですが、今夜の宴はあなたのお披ひ露ろ目めも兼かねておりまして」

「えっ……」

「既すでに私が聖女の召喚に成功したことは内外に伝わっているようですし、いらぬ噂うわさを立てられて面めん倒どうが起きても困ります。聖女の伝承はとかく誤解を招きやすいですし、このあたりで一度、領主としてきちんと紹しよう介かいしておこうかと」

　にこにこと語るイザークを前に、沙絵里は頰ほおが引きつるのを必死にこらえた。

（そ、外そと堀ぼりを埋うめにかかってきた……！）

　一秒でも早く元の世界へ帰るか、最低でもここから逃にげ出ださなければ後戻りできなくなるところまできている。

　なんとか笑え顔がおを取とり繕つくろってイザークを送り出すと、沙絵里はくるりと身を翻ひるがえした。

　テーブルの上では野菜籠の人参を食べ尽つくしたフラウロスが腹ばいになっている。満腹で眠くなっているらしく、気持ちよさそうにあくびをする。このまま眠られては困る。

「ねえフラちゃん」

「フラちゃんはやめい」

　抗議はしてくるが、声こわ音ねは弱々しい。かなり眠くなっているようだ。

「さっき、『相当の対価を約束する』って言ってくれたよね？」

「うむ……」

「お礼はいらないんだけど、ちょっと協力してくれたら嬉しいことがあって」

　長い耳がぴくりと反応した。

「なんじゃ？　申してみよ」

「……元の世界に帰る方法を探したいの」

「それは構わんが、やつと婚こん姻いんの約束をかわしたのではないのか？　わしら悪魔は契けい約やくを重んじるゆえ、約束を反ほ故ごにするのはあまり感心できんのじゃが」

「約束はしたけど……でも、それは夢だと思ったからなの。異世界に召しよう喚かんされて聖女だなんて言われて、現実だなんて思わないでしょ？　それに、常識的に考えて自分を誘ゆう拐かいした人と結けつ婚こんしたいと思う？」

　悪い人ではなさそうだけど、と胸中でつけ加える。

　セイラや兵士たちからあれだけ忌いみ嫌きらわれていても、侵しん略りやく者しやだとわかっていても、沙絵里にはイザークが悪人だとはどうしても思えなかった。自分に対してだけやたらめったら甘あまいからそう感じてしまうのだろうか。

（男を見る目がないって思われるかな……）

　ただ、あそこまであけすけに愛情を向けてくる人を、心を鬼おににして突つっぱねる真ま似ねなどできなかった。自分みたいな平へい凡ぼんでなんの取とり柄えもない女に気持ちを向けてくれるだけでも、嬉しいと思ってしまう。気持ちに応えることはできないとしてもだ。

　フラウロスは起き上がった。口元がひくひくと動き、髭ひげが揺ゆれる。

「なるほど、了りよう解かいした。あいにくとわしは聖女を送り返す方法は知らんが、心当たりはある」

「本当!?」

「ああ。ついてくるがよい」

　フラウロスはぴょんとテーブルから飛び降りて歩き出した。







　朝食後、沙絵里が案内されたのは半地下にある部屋の前だった。

　手が届かないフラウロスに鼻先で促うながされて扉を開けると、中は半地下とは思えないほど明るかった。明かり取りの小窓から陽光が差し込んでいるおかげで照明もいらない。

　ただ、とても散らかっていた。

　いったい何百冊、何千冊あるのかわからない蔵書が壁かべを埋め尽くす本ほん棚だなから溢あふれ出だし、床ゆかや作業机の上に山をなしている。本の形態をしているものもあれば巻物、木版や石版まであった。

「ここは……？」

「イザークの書庫じゃ。古今東西から集めた聖女にまつわる資料が保管されておる」

「勝手に見たら怒おこられるんじゃない？」

「見られたくなければ鍵なり魔道封ふう印いんなりかけているはずじゃ。それをしていないということは、見られても構わんということじゃろう。仮になくしたとしても、ここにあるものは既に全部イザークの頭の中に一字一句違たがわずに記き憶おくされておるはずじゃ」

「……イザークって、もしかしてすごく頭がよかったりする？」

　フラウロスがつぶらな瞳で見つめ返してきた。

「いいも何も、あやつは魔道を極きわめた男じゃぞ。天に祝福されし才を持つ者じゃ。もっとも、本人はその力を聖女の召喚のためにしか使う気がないようじゃがな」

　敵ながらあっぱれとでも言わんばかりの口ぶりだ。

　国を乗っ取られ、ウサギの姿に変えられてもフラウロスはイザークをセイラほどには嫌っていないようだ。完かん膚ぷなきまでに敗北したためにいっそ清すが々すがしいのかもしれない。

「ここならばそなたを元の世界へ帰す方法が見つかるかもしれぬ。わしも協力しよう」

「ありがとう、フラちゃん」

「その呼び方は……まあ、諦あきらめたが」

　フラウロスはため息でもつきたそうな声こわ音ねで呟つぶやくと、さっさとこちらに丸い尻しりを向けて近くに落ちていた本を前まえ脚あしでめくりはじめた。

　──そうして数時間後。

　薄暗い書庫の片かた隅すみで、沙絵里は書物の山に埋うもれて机に突つっ伏ぷしていた。

「目が回る……」

　こちらの世界の言葉は母に教えられていたから知っていたとはいえ、もう十年近く見聞きしていなかった言語を読み解くのはかなりの労力を必要とした。

　まるで学生時代に戻ったような気分だ。ひさしぶりに頭をフル稼か働どうさせたせいで疲ひ労ろうが半はん端ぱではない。いますぐ糖分かカフェインがほしかった。

「情けないやつじゃな」

　フラウロスが器用に前脚で書物のページをめくりながらぼやく。

「しょうがないじゃない、ほとんど外国語みたいなものなんだから」

「ふむ、それもそうか。ならば急いで読もうとせず、簡単なものから読んでいったらどうじゃ？　たとえばこれとか」

　勧められるままに書物を手を取ると、それは先代聖女に関する文ぶん献けんだった。

　歴史学者による手記というかたちのその本は、聖女の降臨から行方ゆくえをくらますまでを丁てい寧ねいに記述していた。聖女とオイゲン国の王子の名前は昨日見た演劇のとおりで、極めつきは挿さし絵えだった。挿絵の聖女は、沙絵里のよく知る人物に酷こく似じしている。

（お母さん……）

　もう疑う余地はないだろう。先代聖女は母の恵え美み子こだ。

　そして、ここは母の物語の後の世界なのだ。

　ただ、先代聖女が活動していた年代が引っかかった。

　書物によれば、先代聖女がオイゲン国の王子カイトとともに悪魔王を倒たおしたのは、二五○年も前なのだ。おまけに母は男女の双ふた子ごを産んだことになっており、その男児の方がオイゲン国の王位についている。

（こっちの世界に飛んできちゃっただけでなく、タイムスリップもしてるとか……？）

「どうした？」

「ううん、なんでも。ここに書いてあることってどこまで本当なのかなって思って」

「ほぼ真実じゃ。わしは当時の……人と悪魔の大戦のことはよく覚えておる。ここにある資料の多くは、わしが当時の書記官や学者たちに書かせたものばかりじゃ」

　そういえばフラウロスは長命で先代聖女の時代から生きているのだった。真っ黒い毛玉に変化させられているせいでうっかり失念しそうになるが、偉い大だいな悪魔領主なのだ。

「でも、その頃って悪魔王に洗脳されていたんでしょう？」

「イザークから聞いたのか？　まあ、確かに操あやつられてはおったが、記憶はちゃーんと残っておるぞ。負けん気の強い聖女じゃったな。正直、オイゲンの王子にはもったいないくらいの女であった」

　母を褒ほめられるのは悪い気はしない。自じ慢まんの母なのだ。

（お母さんはこの世界を救ったんだ……でも、なんでわたしまで？）

　自分がこの世界に召喚されたのも世界を救うためなのだろうか。

　なんせ召喚者のイザークときたら世界の行く末などまるで考えていないような男なのだ。彼の私利私欲のために召喚されただけと言われても納なつ得とくする。

「わたし、この世界に何を求められているのかな。それとも何も求められていなくて、イザークの都合で召喚されただけ？　そもそもイザークは何者なの？」

「何者の意味にもよるが、身の上ならばある程度はわしも知っておる。やつはオイゲンの第一王子として生を受けた男じゃ」

「王子様ってこと？　それもオイゲンの……ってことは」

　文献に書かれているとおり母が先代聖女で父がカイト王子なのだとしたら、二人の間に生まれた双子のうち女児の方は自分ということになる。

　そして男児はオイゲンの王になったと考えると、答えは一つだ。

（イザークはわたしの生き別れの兄か弟の子孫……!?）

　遠い親しん戚せきどころではないほど血は薄まっているだろうが、わずかでも同じ血が流れていると思うとかなり複雑だ。

（落ち着け、わたし！　いまはそんなことで混乱している場合じゃないでしょ！）

　いまはできるだけ多くの情報を頭に詰め込むべきなのだ。この世界の歴史も、イザークの情報も、それ以外のことも、すべて沙絵里の役に立ってくれるはずだ。そうわかってはいるのだが、衝しよう撃げき的てきすぎて頭が追いつかない。

「待って。いまオイゲンはどうなってるの？　別の人が国を継ついだの？　それにしても自分の国をほったらかしにしているなんて」

　現代の王族や皇族などを見ても生まれによるつとめや責務がついて回ることは一いつ般ぱん人じんの沙絵里にもわかる。こちらの世界のような文明ならなおさら逃のがれられない役目がありそうなものだが、それにしてはイザークは少々自由に生きすぎている気がする。

「擁よう護ごするつもりはないが、その点はいたしかたあるまいて。あやつは二つの意味で国を失っておるからのう」

「二つの意味って？」

「あやつは若い頃に実じつ弟ていの裏切りに遭あって国を追われておるのじゃ。それが一つ。もう一つの意味は、オイゲンという国自体が既に失われているという意味じゃな」

　後ろ脚で首の後ろを搔かきながら世間話の吞のん気きさで言われても、背筋が凍こおった。

「オイゲンって、滅ほろんじゃったの……？　どうして？」

「グレモニスという悪魔が侵略戦争を仕掛けてのう。まあ、端はたから見たかぎりではなすすべもなかったのう」

　自分と縁えんのあった国がもう失われていると思うと一いち抹まつの寂さびしさがある。沙絵里がこんな気持ちになるのだから、イザークはこの比ではないだろう。

「イザークは自分の国を取り戻したいとは思わないのかな」

「まあ、多少は思っているのではないか？　やつがエヴェルを乗っ取ってからは、国交が断絶しているようじゃからのう。グレモニスの方もときおりイザークへ刺し客かくを送っては撃げき退たいされて、さぞはらわたが煮にえくり返っていることじゃろうて……ま、その点だけは気分がよいがのう」

　イザークに賛同するかのような物言いが引っかかった。

「フラちゃんも、グレモニスって人と仲が悪いの？」

「当たり前じゃ。同じ悪魔といえど、やつのやり口は目に余る」

　黒ウサギがいかにも不快そうに顔をしかめて後ろ脚で床を何度も蹴けりつける。

「わしが人間の国と戦争をしていたのは、あくまで民たみのためじゃ。エヴェルも決して豊かな土地ではない。人間の国を攻せめ、領土を奪うばい、捕とらえた人間を労働力としてきたのはあくまで民たみ草ぐさにメシを食わせるためじゃ。だがグレモニスは違う。やつは見境なしじゃ。人間と見れば無差別に襲おそう。同じ悪魔といえども、やつには賛同できん」

　どうやら悪魔同士の人間関係、国関係も一ひと筋すじ縄なわではいかないようだ。

（共通の敵がいるのなら仲良くできそうなものだけど、難しいのかな……）

　レガルセアに来てまだ三日目の沙絵里には、理解できないことが多いのかもしれない。ただなんとなくだが、イザークとフラウロスは上う手まくやれば手を組めそうな気がした。

「でも、わからないなあ。フラちゃんに言うのもなんだけど、悪魔って洗脳が解けてすぐに大陸から撤てつ退たいしていったのよね？　どうして戻ってきちゃったの？」

「それについてはこの本を読むとよいじゃろう。二五○頁ページあたりじゃ」

　言われるままにページをめくっていくと、その記述があった。

　母がこの世界を救った後の歴史だ。

　歴史書によると、悪魔王が倒されてからしばらくは安あん寧ねいの時代が続いたそうだ。

　先代聖女が残していった男児、つまり沙絵里の兄であるオイゲン王が中心となって大陸を復興させた。悪魔たちも悪魔王の死によって〈死地〉と呼ばれる別大陸へ去っていき、地上から争いは消えたかに思えた。

　だが、共通の敵を失った人間たちは、今度はより豊かな生活を求めて同族同士、国家間で戦争をはじめた。

　さらに百年ほど経たつと、悪魔たちの状じよう況きようも変わった。大災害に見み舞まわれて〈死地〉で暮らせなくなった悪魔族が、こちらの大陸に食べ物と住すみ処かを求めて移動してきたのだ。そうして人間と悪魔は土地や食料、資源を巡めぐって再び争う時代に突とつ入にゆうしたという。

　ここで沙絵里ははたと気がついた。

「ねえ、どうしてこの間に聖女は召喚されなかったの？」

　世界が危機に瀕ひんしたときには聖女が召喚されるのではなかったのだろうか。

　大災害にしろ戦争にしろ、それほどの事態が世界各地で起きていたのならば、もっと前に召喚されていてもおかしくないはずだ。沙絵里がまだ幼かったにしても、その頃ならばまだ母は生きていたのだ。

「おそらく天……世界の意志とわしらは呼んでおるのじゃが、人間や悪魔が他種族、または同種族間で戦争を起こしているぶんには構わないと考えておるのではないかのう」

　フラウロスがとてんと尻をついて、後ろ脚で耳の裏を搔く。

「争いがなければ生まれなかったであろう技術もあるからのう。たとえばこの数百年で人間は馬に跨またがって戦うすべを覚え、それに対たい抗こうして悪魔は竜に跨って戦うすべを覚えた。馬具や馬上で取とり扱あつかえる武器の開発が進み、製鉄等などの工業技術が進化した。ひどい災害があったからこそ、天候や虫に強い作物の研究が進んでいった」

　何百年も生きてきた悪魔らしい、世界を俯ふ瞰かんするかのような物言いだ。

「じゃあ、なんでいまになってわたしが？」

「わしの推測じゃが、世界の意志は誰だれか一人が強大な力を持って世界を支配することをよしとせんのじゃろう。いま、グレモニスのやつめが複数の悪魔を支配下に置き、連合軍を作ろうと画策しておる。人間たちも連合軍を作っておるが、たいした魔道も使えぬ聖域の騎士たちに太た刀ち打うちできるとは思えん。このままでは、グレモニスという新たな悪魔王のもとに世界は混こん迷めいを期してしまうじゃろう」

　それで、満を持して自分が聖女として召喚されたというわけか。

（だとしたら派は遣けん先を間違えているとしか思えない……）

　なんせ、イザークときたら何もしなくていいと言うのだ。聖女を求めていながらあくまで花はな嫁よめにするのが目的で、世界を救うことにまるで興味を持っていない。

　そこまで考えて、はっと我に返った。

（わたし、この世界を救うことを考えちゃってない!?　違うでしょ！　わたしは元の世界に帰るの！）

　ぶんぶんとかぶりを振って気持ちを切きり替かえると、沙絵里は黒ウサギに向き直った。

「フラちゃん、歴史の講義をしてくれてありがとう。おかげでよくわかったわ。次は魔道のことを教えてほしい……んだけど……」

　既に眠気の限界だったらしく、フラウロスは分厚い書物の上に置物のように鎮ちん座ざして、すぴすぴと気持ちよさそうな寝息を立てていた。
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　結局、歴史の勉強をしただけで夕方になってしまった。

　侍じ女じよたちに部屋へ連れ戻されて全身を丸洗いされ、昼間よりも華はなやかなドレスに着替えさせられると、あれよあれよという間に沙絵里は仕上げられていた。

　体中のあちこちをいじくり回されること数時間、疲つかれ切きってぐったりと椅子にもたれかかる沙絵里の前に、大きな鏡が持ち込まれた。そこに映る自分の姿に目を疑う。

「えっ!?」

「いかがです、サエリ様！　素す敵てきでしょう！」

　侍女の一人が得意げに胸を張った。

「うん、すごい……素敵だと思う。いつものドレスとはまた印象が全然違うのね」

　イザークの要望どおりに仕立てられているというドレスは、白地を基調にもう一、二色でまとめられた意い匠しようのものが多い。彼の聖女趣しゆ味みがあらわれていると聞いている。

「普ふ段だんのドレスも悪くはないのですけど、我々悪魔から見ると聖女然としすぎてまして。今こ宵よいはエヴェル内の有力者が一同に会しますでしょう？　ならば、この国の流行を取り入れたものにした方がよろしいかと思いましたの」

「もちろんイザーク様からは許可は得ておりますので、ご心配なく」

「そうなんだ……」

　沙絵里は立ち上がって、姿見の前で体をひねったり回ったりしてみた。

　ドレスのかたち自体は昼間のものよりやや露ろ出しゆつが高いというくらいで、そんなに大きな違いはない。が、光こう沢たくのある紫むらさき色いろの生き地じに黒いレースをあしらった意匠には、どこか小悪魔的な印象があり、なるほど悪魔っぽいと思えた。

　衣い装しように合わせて黒真しん珠じゆやオニキスの装そう飾しよく品ひんを身につけ、いつもより暗いトーンの口紅を差しているため、意外にもなじんでいる。

　よく化け粧しようの前と後で顔がまったく違う人がいるが、あそこまで手を加えているわけではなく、元の顔だちを活いかしてくれているので抵てい抗こうもない。

（元の世界に帰る前に、メイクテクニックは学んでいきたいかも）

　いままで化粧には無む頓とん着ちやくだったが、それは初心者で技術がなかったからだ。ここまでできるとわかったならば自分でもやってみたくなる。この気持ちの変化は異世界に来なければ生まれなかっただろうから、それだけでも召喚される価値はあったかもしれない。

　と、控えの間から召使いが顔を出した。

「イザーク様がお待ちになっております」

「すぐに行くわ」

　鼻を高くする侍女たちに送り出されて控えの間へ移動すると、長椅子に腰こしかけて待っていたイザークが慌あわてた様子で立ち上がった。眼鏡の奥で両目を驚きよう愕がくに見開き、それからどこか苦しそうに顔をしかめ、額を押さえて考え込んでしまう。

「イザーク、どうしたの？　あ、このドレス変？」

　心配になって自分の姿を見下ろしてみる。

　侍女たちも、宴の主しゆ旨しを考えて彼の好みから外れたドレスにしたと言っていた。許可したことを後こう悔かいしているのだろうか。

「いいえ。自分の考えの浅さ、想像力の欠けつ如じよを痛感していただけです」

　ふらりと持ち上げた顔は、真しん剣けんそのものだ。

「世界でもっとも愛いとしいあなたに、自分好みの衣装を着ていただくのが最良……ずっとそう思い込んでいました。なんと愚おろかだったのでしょう。あなたの可能性を私ごときが決めるなどおこがましいにもほどがありました……こんな、悪魔趣味のドレスすら完かん璧ぺきに着こなしてしまうなんて！　あなたには無限の可能性が──」

「えーっと、もういいわ。お客さんを待たせているんでしょ？　行きましょ」

　大げさな美び辞じ麗れい句くの数々に耐たえられず、沙絵里はイザークの袖そでを引いて部屋を出た。

　彼は袖を引かれながらも、なんてことだとかまだまだ研究の余地がとかぶつぶつと呟いていたが、目の前に大広間の扉が現れると静かになった。

　扉の横に控えていた兵士が頭を下げながら両開きの扉を同時に開け放つと、管かん弦げん楽がくの演奏が高らかに響いて領主の入場を告げる。

　あまりの音に足がすくんだ。

（そ、そういえば悪魔のお偉えら方がたが集まってるんだっけ）

　イザークがおかしな反応をしてくれたせいで、いまのいままですっかり忘れていた。

　この扉をくぐった先で待ち構えているのは、侵略者に国を乗っ取られた悪魔の代表者たちなのだ。

　当然、イザークのことを快くは思っていないだろう。不本意とはいえ彼の婚こん約やく者しやである自分にも、厳しい目を向けてくるに違いない。

　踏ふみ出だす一歩を見つけられずにいると、摑んでいた袖の感かん触しよくが消えた。代わりに大きな手が沙絵里の手を取り、自分の腕の下をくぐらせて二の腕の上にそっと載のせる。

　驚いて見上げると、穏おだやかな青い双そう眸ぼうと目が合った。

「大丈夫です。何も怖こわいことはありません。あなたは何もせず、私の隣に立っているだけでいいんですから」

「う、うん……」

「では、行きましょう」

　イザークは沙絵里の手の上に自分の手を這わせると、しっかりとした足取りで大広間へと進んでいった。

　控え室にいたときの彼とはまるで別人だ。

（もしかしてわたしを緊きん張ちようさせないために、わざと変なテンションで褒め殺しにしてくれたとか…………そんなわけないか）

　意図したのかしていないのかはわからないが、おかげで緊張はだいぶやわらいだ。もう足はすくまない。

　ただ、どういうわけか鼓こ動どうだけはさきほどよりも速まってきた。頰も熱い。

（平常心、平常心。あのイザークが大丈夫って言うんだから、大丈夫に決まってる）

　それに、状況はだいぶ異なるがこういうことははじめてではない。むしろ何度も経験してきたではないか。新しい派遣先で課長や部長クラスの役職者たちに挨あい拶さつ回まわりをするのは慣れているはずだ。伊だ達てに転職を繰くり返かえしてはいない。

　気合いを入れ直して顔を上げ、扉をくぐった。







　大きなシャンデリアが照らす大広間は、いままで入ったどの部屋よりも明るかった。

　一番奥が三段ほど高くなっていて、王と王おう妃ひのためとおぼしき玉座が置かれているのが見えた。扉から玉座へは赤い絨じゆう毯たんが敷かれており、その両側には上等そうな上下やドレスに身を包んだ男女がずらりと並び、向かい合うようにして立っている。こちらの世界での礼れい儀ぎなのか、少し顔を伏せて領主が目の前を通過するのを待っている。

　沙絵里はイザークの腕を取って、悪魔の貴人たちの前をつとめて堂々と歩いていった。悪魔だけあって全員耳は尖っているし、髪の色も鮮あざやかだ。

　やがて低い段差を上ると、彼にならって隣の玉座に腰を下ろした。

　管弦楽団による演奏が停止する。そこでようやく、悪魔たちが顔を上げた。

　無数の赤い双眸が一いつ斉せいに突つき刺ささってきたが、沙絵里は怯ひるまなかった。

（殺気剝き出しって感じ。そりゃそうよね、侵略者なんだもの）

　フラウロスとともにこちらの世界の歴史を学んだいまとなっては、悪魔の側だけを一方的に同情する気にはならないし、その逆もまたない。

　だからといって、イザークが悪人ではない、というわけでもない。善人か悪人か問われれば後者寄りだろう。それでも悪人だと決まってはいない。

　沙絵里はそんな自分の気持ちに驚いた。いつの間にか彼を信じたいという気持ちが生まれている。

　それは彼が母の血を引いていると知ったからなのか、あるいは壮そう絶ぜつな過去を聞いてしまったからなのか、はたまた別の理由からなのかは、わからない。

（まずは見届けよう。見み極きわめるのは、そのあとでいいじゃない）

　隣の玉座にちらりと目を向けると、落ち着いた横顔が見えた。

　平静そのものといった表情だが、穏やかながら強い光を灯ともす眼まな差ざしや、ごくわずかに口角の上がった唇くちびるからは、非歓迎の空気たっぷりの状況を楽しんでいるかのような余よ裕ゆうが感じられる。

「今日はお忙しいところ、お集まりくださってありがとうございます」

　為い政せい者しやにしては、そして侵略者にしては穏やかな口上が響ひびき渡わたった。

「遠いところから駆けつけてくださったみなさんには、感謝の言葉もありません」

「前置きはいい。早く本題に入ってくれ」

　玉座から見て一番手前の左側に立っていた緑色の髪の男が、恰かつ幅ぷくのいい腹を揺らして口上を遮さえぎってきた。尊大な態度からして、かなりの有力者なのだろう。もしかしたらこの並び順は、権力の序列に則のつとっているのかもしれない。

　あきらかに礼儀に反する行為だったが、周りの者は誰も咎とがめない。思いは同じということらしい。イザークも気にした様子もなく苦笑した。

「やれやれ。人より長い時を生きているでしょうに、せっかちですね」

「歳としを取ると気が短くなるものだ。書状にはみんなに大切な女を紹介するとあったが」

　男の視線が改めてこちらを向いた。

「黒い髪に黒い目」

「…………っ」

　沙絵里の喉のどが思わずぐびりと鳴る。こういうときこそ笑顔で返すべきなのだろうが、急に振られたので表情が引きつってしまった。

「王都に入ってすぐに噂は耳にしていたが、本当だったようだな。にっくき人間の侵略者が、ついに聖女の召喚に成功した、と」

　貴人たちがざわつきはじめた。ある者は驚き、またある者は不ふ審しんをあらわにし、別のある者は怯おびえたように顔を青くして扇せん子すで隠かくす。

　三者三様の反応をイザークは平然と見下ろしていたが、緑りよく髪はつの男が先に痺しびれを切らして「静まれ！」と声を荒あららげた。

「どいつもこいつも、人間ごときを相手に尻込みしおって情けない！」

　周囲を見渡しながら唾つばを飛ばして叱しつ声せいを浴びせる。同どう胞ほうたちは気まずそうに顔を背そむけるだけだ。その反応にちっと舌打ちを漏らすと、緑髪の男はイザークに向けて人差し指を突き出した。

「今日という今日こそ聞かせてもらうぞ、イザーク・レイ・オイゲン──貴き様さまは聖女を手に入れて、ついに我々を滅ぼすつもりなのか！」

「いえ、嫁よめにするだけですが」

「返答次し第だいでは、ただでは──は？　嫁？」

　肩すかしでも食らったかのように声が勢いを失い、突き出した指ががくんと下がる。

「私は花嫁として迎むかえるために彼女を──サエリをこちらの世界に迎えました。それ以上の理由はありません。彼女には聖女としての責務を押しつけはせず、のびのびと暮らしていただくつもりです……他に何か質問は？」

　緑髪の男はイザークを糾きゆう弾だんする気まんまんで乗り込んできていたらしく、毒気を抜かれてぱくぱくと口を開け閉めするだけだ。

　と、別のところで手が挙がった。今度は桃もも色いろの髪を高く結ゆい上あげた貴婦人だ。

「どうぞ」

「あの、つかぬことをうかがいますが、イザーク様は聖女の召喚方法を求めて、このエヴェルにいらしたのですよね？」

「そうですが」

「ということは、もう目的を達成されたと考えてよろしいのでしょうか？」

　貴人たちがまたざわつきはじめるが、さきほどとは意味合いが異なる。彼らの表情や口に乗る言葉にはかすかな期待が見受けられた。

（イザーク、どう出るの？）

　沙絵里はちらりと隣をうかがった。

　みなの注目を一身に浴びる中、イザークは腕を動かした。そうして玉座の肘ひじ置きに肘を載せ、頰ほお杖づえをついてみせた。

「い、イザーク……！」

　沙絵里は小声で非難したが、彼はどこ吹く風だ。何か意図した行為なのかもしれないが、この状況でよくそんな態度が取れるものだ。

「私がエヴェルを解放すると言ったら、嬉しいですか？」

「それは本当ですの!?」

「たとえ話です。どうです？　嬉しいですか？　嬉しくないんですか？」

「……もちろん、嬉しいですわ。当たり前でしょう。みなさまもそうですわよね？」

　貴婦人が同胞たちを見渡しながら声をかけると、いたるところから声があがった。

「当然だ！」

「もう人間の顔色をうかがって生活するのはうんざりだ！」

「──俺おれは嬉しくないな」

　冷たい響きのある一言に、その場が一瞬にして静まり返った。同胞たちから驚きに満ちた視線を一身に浴びているのは、紫色の巻き毛をした年若そうな貴公子だ。

　最初に声をあげた緑髪の男が非難がましく睨みつける。

「貴様、血迷ったか！　こんな人間に支配されつづけて腹が立たんというのか？」

「あなたこそ冷静になって考えてみるべきだ。いまこの国から突とつ然ぜん、イザーク公がいなくなったらどうなる？」

「それは……」

　はっと息を吞のんで口ごもる。緑髪の男が一瞬何を考えたか、その反応だけで貴公子は汲くみ取とったらしい。

「イザーク公が来られてから、この国は変わった。以前よりも多くの作物が実るようになり、商業が活発になったおかげで資源も手に入りやすくなった。もう他国を侵略して奪う必要がなくなったのだ。実戦から遠のいたことで兵力は落ちたかもしれないが、もとよりイザーク公一人に負ける程度の軍だ。悪魔としては悔くやしい思いはあるが、国が豊かになったのは事実だ。これは、イザーク公の功績といっていいはずだ」

　そう言って、玉座をまっすぐに見上げる。

　悔しいと言いながらも、貴公子のイザークに向ける眼差しには種族の垣かき根ねを越こえたあきらかな敬意がこもっていた。

　堂々とした視線を、侵略者は興味深そうに受け止めるのみで口は挟まない。

「それに、イザーク公が統治するようになってから、周辺国にちょっかいをかけられることも少なくなった」

「た、確かにそれはある……以前は北ほつ方ぽうのやつらが何かにつけて仕掛けてきておった」

「あの野や蛮ばんなグレモニスめも、イザーク様が怖くて手出しできずにいるともっぱらの噂ですわ！」

　恰幅のいい男が顎あごを撫なでながら呟くと、貴婦人もそれに続いた。

　沙絵里は意外に思った。セイラたちがあれだけ毛嫌いしているくらいだからさぞ追い出したがっているのだろうと思っていたが、悪魔の有力者たちの中には為政者としてのイザークを冷静に評価している者もいたようだ。

「ねえ、イザークって結構──」

　隣に囁ささやきかけて、ふと気がついた。

　イザークはいままで見たこともないほど真剣な顔をしていた。眉み間けんに皺しわを刻み、虚こ空くうに向けられた眼差しは鋭するどく、そこに思おもい浮うかべた誰かを視線で射殺そうとしているかのように見えた。

　どうかしたの、と声をかけるのもためらわれて、沙絵里は開きかけた口を閉じる。

　何か嫌な話題でも出ていただろうか。さきほどの悪魔たちの発言を頭の中で振り返り、そして思い出した。

　グレモニス。聞いたことがあると思ったが、オイゲンを滅ぼした悪魔の名だ。

（そうよね。気にしてないわけないわよね）

　たとえ自分を追い出した国であっても、祖国は祖国だ。滅ぼされたと聞いて、心穏やかでいられるはずがない。

　沙絵里は少し逡しゆん巡じゆんして、そろりと手を伸ばした。その手をイザークの肩に優しく載せると、彼は弾はじかれたように振り向いた。

「サエリ……？」

　驚きに見開かれた双眸を覗のぞき込こむ。よく見たらきれいな目だ。外魔道眼鏡などと罵ののしられるような人物とは思えないほど澄すんでいる。

（大丈夫よ）

　大広間に入る前に彼が勇気づけてくれたのと同じ言葉を、心の中で語りかけながらにこりと笑いかけた。

　沙絵里には身よりがない。だが、もし遠い親戚に子どもがいたとしたら、こういうふうに接したかったなどと想像しながら、彼の肩をもう一度ぽんと叩たたく。

　するとイザークは気まずそうに顔を逸そらした。頰杖を解いて姿勢を正し、ごまかすように咳せき払ばらいまでする。

「……そういう、何もかもを見み透すかしたような目をするのはやめていただきたいのですが……心臓に悪い」

「いつも見透かしているのはイザークの方じゃない」

　ここぞとばかりに笑いながら言い返す。

「それに、わたしには別に何も見えてないわよ。あなたみたいな魔道の才能もないもの。でも、見透かしたように見えたのだとしたら、それはあなたが自分の気持ちを偽いつわっているからじゃない？」

「聖女というのはおそろしいですね。悪魔が可愛く思えてきましたよ」

　珍めずらしくふてくされたような物言いに、沙絵里はこっそりと噴ふき出だした。







　宴はそれから晩餐会の流れとなり、お開きになったのは闇の帳とばりが落ちて外が真っ暗になったころだった。

　悪魔の貴人たちは王都にある別宅に泊とまっていくのだという。悪魔という呼こ称しようだからといって夜型というわけではないらしい。

　沙絵里は聖女としてというより領主の婚約者として彼ら彼女らを見送ると、とたんにドレスが重く感じられた。深夜まで残業をして仕事を終わらせたときのような疲労と、充じゆう実じつ感かんがある。

「お疲れ様でした」

　部屋に引き返してすぐに、イザークが侍女から金属製の酒しゆ杯はいを受け取って差し出してきた。沙絵里は苦笑して首を横に振り、辞退する。

「ごめんなさい、お酒は飲めないの。アレルギー……ええと、体に合わなくて」

　いまのところアレルギーのあるものを食べても症しよう状じようが出たことはないが、酒類だけはどうしても摂せつ取しゆする気になれなかった。アレルギー症状が出なくても、極きよく端たんにアルコールに弱ければ同じようなことだ。

「そうでしたか。では、失礼ですが私だけ」

　イザークはもう一つの杯さかずきに乾かん杯ぱいするしぐさをすると、一気に呷あおった。嚥えん下かに合わせて上下する喉のど仏ぼとけを眺ながめていると、自然と頰がほころんだ。

「疲れたけど、よかったわ。この国の、ううんこの世界のことを知られたし。ここは、お母さんが救った世界だから。それに……あなたのこともちょっとわかった」

　ふふっと笑いをこらえきれずに見つめると、不思議そうな目とかち合った。

「私ですか？　私の何がわかったと？」

「わたしに対して異常に甘いし、優しいし、その一方でセイラやフラちゃんたちに厳しかったから、いい人なのか悪い人なのかわからなかったんだけど……でも、さっきの宴でわかったの。あなたは結構いい人なんだって」

　そうでなければ、これだけ種族間の対立が激しい世界で、賛同者が現れるわけがない。

　イザークは気まずそうに視線を逸らした。

「それは……聖女の召喚に成功した後を考えたがゆえですよ。悪魔たちの都合など一度として考えたことはありませんでした」

　聖女。その言葉がなぜかずしりとのしかかってきた。

　イザークという男を知れば知るほど、彼が自分をろくに知らないという事実がのしかかってくる。なんせ彼は沙絵里を召喚したのではなく、聖女を召喚したのだ。

「ねえ、イザーク……」

　それ以上は言うべきではない。

　頭の中でそうわかっているのに、唇が動くのを止められなかった。

「なんです？」

「わたしが聖女だから、大切に扱ってくれるの……？」

　訊きいてはいけないことを訊いてしまった。こんな質問をしたところで答えはわかりきっているではないか。

　イザークは一瞬息を詰まらせた。あきらかに言いよどんだのがわかる。

　少しうつむき加減になって、眼鏡のブリッジに中指の先を押し当てる。手のひらで顔を隠すような格好になり、表情が見えなくなった。

「私は愛する女性に格好悪いところを見られたり知られたりするのが大嫌いなんですよ」

「答えになってないわ。わたしが聖女だから結婚したいの？　聖女だから、好きだって言ってくれるの？」

「聖女だから、というのは確かにそのとおりです。ですが、誤解しないでいただきたい。私は聖女がどのような方であっても愛する自信はありました。が、あなたは私の期待していた以上の方でした。聖女を求める気持ちが間違っていなかったと確信できるほど──」

　後半は、こじつけのようにしか思えなかった。

「……そうなんだ。ありがとう」

　口先だけの礼を言うことしかできない。

　わざわざ質問する必要もないほどわかりきっていた答えだというのに、訊かずにはいられなかった。わずかな可能性に賭かけたかった。そして、賭かけに負けた。

（どんな見た目でどんな性格でもよかったんだ。なら、わたしじゃなくてもいいんだ）

　聖女の資格が『前聖女の子孫』であると仮定するならばの話だが、たとえばもし自分が三つ子で、母が沙絵里の姉なり妹なりを産んでいたら、その姉だか妹だかでもよかったのだろう。沙絵里でなくても、聖女ならば誰でも。

　急に、体が重くなった気がした。胸むねの奥にも鈍い痛みを感じる。

　自分の体に生じた違い和わ感かんに首を傾げていると、城の外から、わあああっ、と無数の怒ど号ごうが響いてきた。

　遅れて、城内からも悲鳴じみた声やせわしない足音が聞こえてくる。

「な、なに？　いまの」

「何かあったようですね」

　イザークはひとまず明かり取りの窓から外を覗こうとしたが、ここは半地下だ。早々に諦めて今度は廊下に出て、状況を知っていそうな者はいないか視線を巡らせる。

　ややあって、領主の姿を捜し回っていたらしき兵士が息を切らせて駆かけ寄よってきた。

「こちらにいらっしゃいましたか！」

「何事です？」

「それが……突然、上空に魔ま獣じゆうの群れが出現しまして……」

　イザークが不快そうに眉をひそめる。

「王都への出入り規制を緩ゆるめたところを狙ねらってこられましたか。わかりました、すぐに行きます。サエリ、危険ですからあなたはここから動かないように。いいですね？」

「イザークはどうするの？」

「こう見えてもここの領主ですからね。民を守るのは領主のつとめ。追い払ってきます」

　どこか寂しそうに目を細めると、マントの裾すそを翻して去っていった。
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　兵士数名を引き連れて、イザークはバルコニーに出た。

　空を仰あおげば、どんよりと重苦しい曇くもり空ぞらを背景に無数の影かげが見える。ともすればコウモリの大群と見間違えそうだが、体たい軀くの比率がまるで違う。

　イザークが無言で横に手を差し出すと、近くに控えていた兵士が即座に通常の望遠鏡を差し出してきた。それを覗き込んで確かく認にんすると、鷲わしの上半身と翼つばさ、獅し子しの下半身をもつ魔獣の姿が確認できた。鷲獅子グリフオンだった。

「状況は？」

「いまのところ、何も仕掛けてきておりません」

　鷲獅子たちは上空から威い圧あつしてきているだけのようだ。城じよう壁へきの上から弓矢を構えている兵士たちも、魔獣が射程距きよ離りまで降りてこないので攻こう撃げきできずにいる。

「いかがなさいますか？」

　どうにかしてくれと言わんばかりの口調だ。

　ここの兵士たちはイザークをおそれ、忌み嫌いながらも、有事のときには情けないほどべったりと頼たよってくる。基本的に悪魔は魔力が強い者が偉えらいという種族だ。だからいとも簡単に、強い者に巻まかれてしまうのだ。

　だがそんな悪魔たちを、イザークは嫌いではなかった。

（いつだって私は片かた想おもいなんですよ）

　そうなんだ、とあきらかに落らく胆たんした彼女の顔が思い浮かび、ほろ苦い気持ちになった。

　と、兵士の怪け訝げんな視線に気がついた。質問をされたのを忘れていた。

「下手に仕掛けるのは得策ではありませんねえ。城下に被ひ害がいが出ても困りますし」

「しかし……」

「それに、魔獣自身のものとは異なる、微び弱じやくな魔力を感じるのも気になるところですね。魔道で操られている可能性があります」

　竜などの魔獣を魔道で操って相手にけしかけるのは、前聖女の時代に悪魔王が好んで使った手法だ。竜騎士のように魔獣と契約して絆きずなを築くよりもずっと楽な方法なので、魔道に長たけた者ならば悪魔でも、そして人間の魔道士でも実じつ践せんは可能だろう。

（だがなぜ仕掛けてこないんです？　膠こう着ちやく状態にするのが目的……？）

　そこまで考えて、魔獣をけしかけた魔道士の意図に気がついた。

「これは陽動です！　敵は地上にいる！　少数精せい鋭えいまたは単たん騎き、目的はおそらく隠おん密みつ行動……すぐに捜しなさい！」

　イザークが手を振り上げて指示を出すと、兵士たちは色めき立って駆け出した。





[image: ]






　外から聞こえる怒号が、しだいに多く、大きくなっていく。

　城内外を走り回る靴くつ音おとや人々の掛け声、悲鳴。甲かつ冑ちゆうや腰から下げた剣などの金属が触ふれ合う音に、沙絵里の不安は爆ばく発はつしそうだった。

　ときおり扉を開けて廊下の様子を見回していると、見慣れた毛玉が駆け寄ってきた。

「なんの騒さわぎじゃ？」

　ウサギに変えられた姿を諸しよ侯こうに見られたくないという理由で身を隠していたはずのフラウロスだが、さすがにこの騒ぎには不安になったようで様子を見に来たらしい。

「フラちゃん！」

　沙絵里は思わずフラウロスの小さな体軀を持ち上げ、ぎゅっと抱だきしめた。

　もふもふした毛並みに顔をうずめると少し気持ちが落ち着く気がした。じっとウサギ役に徹てつしてされるがままになってくれているのは、フラウロスの優しさだろう。

「空に魔獣が現れたんだって言ってたわ」

「そうか。セイラからは、あやつが暫ざん定てい領主の地位についてからはエヴェルに仕掛けてくる馬ば鹿かどもは減ったと聞いておったのじゃがのう。見込み違いであったか」

　それは本当のことだと言いたかったが、フラウロスがどこか嬉しそうだったので口を噤つぐんだ。彼は国を奪われた領主なのだ。こんな可愛い姿に変えられてもなお、いつか返かえり咲ざくときをうかがっているに違いない。

（わたしはどうしたらいいんだろう。ううん、どうしたいんだろう）

　夢だと思い込んでいられたころはよかった。派遣社員の仕事と同じようなものだと思えば、いま目の前にある問題を黙もく々もくとこなすだけですんだ。

　いまは違う。ただ聖女だから呼ばれただけで、沙絵里でなくてもよかったのだ。まだ派遣社員の方が仕事があるぶん、必要とされている実感が得られるだろう。

　母はこの世界を救ったというのに、自分は聖女オタクの魔道士にただ花嫁にするために呼ばれただけなのだ。そう思うとむなしさばかりがこみ上げてくる。

「聖女様！　ここにいらっしゃいましたか！」

　安あん堵どするような声が響き、兵装の男性悪魔が書庫に入ってきた。円えん錐すい状の兜かぶとの下でいかつい顔をほっと緩ませて駆け寄ってくる。

「城内に侵入者が紛まぎれ込こんだようなのです。イザーク様がお部屋までお連れしろと」

「侵入者!?」

「大丈夫ですよ。イザーク様はお強いですし、それに我々もいます。竜騎士隊が不在でも、敵の一人や二人、どうってことありません。さあ、どうぞこちらへ」

「わ、わかったわ」

「──待て」

　兵士に促されるままに書庫を出ようとすると、腕の中から待ったがかかった。

「どうしたの？」

「おぬし、何者じゃ？」

　赤いつぶらな瞳が兵士を凝ぎよう視しする。

「なんです、このウサギは。しゃべるウサギとは珍しいですが」

「あ、この子は……」

　エヴェル領主が魔道で変化させられた姿だとも知らずに失礼を働かせてしまっては悪いと思って説明しようとしたが、他ならぬフラウロス本人に遮さえぎられた。

「わしのことはどうでもよい。それよりも問題はおぬしじゃ。その甲冑、第一近この衛え隊の者じゃな？　名を名乗れ」

「アダム・ベイルですが、それが何か」

「そうか。サエリ、逃げよ」

「え？」

「他の国ではどうか知らぬが、第一近衛隊は騎士の家いえ柄がらの者しか入れぬのじゃ。そして、ベイルなる家名は我わが国くにでは既に途と絶だえておる──侵入者はこやつじゃ」

「なっ──」

　沙絵里が思わず振り返った瞬しゆん間かん、兵士の言葉から力を呼び出す言葉が紡つむがれた。

「イル・パライズ」

　兵士から沙絵里の胸むな元もとへと金色の細い帯が伸びてきたのを認めた瞬間、全身にびりりと痺れが走った。

　とたんに全身が言うことを聞かなくなり、沙絵里はその場にくずおれた。膝ひざ立ちすら叶わず、床に突っ伏してしまう。声すら出せない。

　突然のことに混乱しそうになるが、兵士に魔道で麻ま痺ひさせられたことは理解できた。

「いきなりどういう了りよう見けんじゃ！　貴様とて悪魔であろう！」

　フラウロスが沙絵里と兵士との間にその小さな体を滑すべり込こませ、怒いかりをあらわに後ろ脚で石床を蹴って威い嚇かくする。もちろん迫はく力りよくは微み塵じんもない。

　案の定、兵士はウサギを見下ろしてはんっと鼻で笑った。

「ちまたで噂になっているぜ。イザークが聖女の召喚に成功したって。こいつが聖女なんだろう？　なら生かしておけば後々厄やつ介かいになる。殺してその軀むくろを持ってこいとグレモニス様のご命令だ。聖女の血肉は魔力の糧かてになるからな」

　グレモニスの名は聞き間違えようもない。父や生き別れの兄弟の、そしてイザークの国を滅ぼした悪魔の名前だ。

「そうはさせぬ──！」

　フラウロスが兵士に飛びかかっていったが、ひらりとかわされるどころか、サッカーボールのように蹴り飛ばされてしまった。小さな体が本棚に激げき突とつし、崩くずれた書物の下敷きになってしまう。

（フラちゃん……！）

　助けに行きたくても、指一本動かすことができない。

　悔しかった。こんなところでなすすべもなく殺されなければならないのか。ただ聖女だからというだけの理由でこんな目に遭うなんてあんまりだ。

　三日前までは他人よりも少し、いやかなり体が弱いだけの、ごくごく平凡で取り柄のない派遣社員だったはずなのに。

（助けて、お母さん──イル・ストーラ！）

　叫びたくても、舌が痺れて声が出ない。

　兵士が近づいてくる。歩きながら腰の剣を抜いた。

（イル・ストーラ）

　危険なものを吹っ飛ばしてくれるおまじないの言葉。

　そして、風の精せい霊れいと契約した者だけが使える魔道の発動句。

（イル・ストーラ、イル・ストーラ！　早くあいつを吹っ飛ばしてよ！　早く──）

　兵士がかたわらに到着した。

　剣を両手で逆手に構えるのが見えた。体が動かないのではっきりとは見えないが、そのまま振り下ろす動きが感じ取れた。

　沙絵里は死を覚かく悟ごして目をつぶった。

　ざくっ、と体に鋭いものが突き刺さる感覚が伝わってきた。一瞬遅れて痛みが──いつまでたってもやってこなかった。

　頭上から愕然と息を吞む気配が伝わってくる。

「な、なんなんだ、こいつは……!?　刺したそばから傷口が消えるだと……このっ、このおっ！」

　ざくっざくっと背中に何かが刺さってくる感触はあるのだが、痛みがまったくない。

　剣を振るう兵士の息づかいが荒くなる。不可解な現象を目の前にして、恐きよう慌こう状態に陥おちいっているようだ。もう何度目かの剣を大振りな動きで振り上げたそのときだった。

「イル・ブリード」

　低く、底冷えのする声が響いてきた。

　いや、冷えているのは声だけではなく周囲の空気の温度もだ。ひやりとした風を感じて目だけで兵士を見上げると、彼は剣を振り上げた格好のまま凍りついていた。

　一拍ぱくののち、兵士の氷像が砕け散る。

　氷の破は片へんはすぐに小さな甲こう虫ちゆうへと姿を変え、沙絵里の髪をかすめるようにして窓の外へと飛び立っていった。さきほどの兵士自体が魔道で作られた仮かり初そめの生命体だったようだ。

　ややあって、全身を襲っていた麻痺症状が跡形もなく消えた。兵士が破は壊かいされたために魔道が切れたようだ。

　沙絵里は慌てて起き上がると、背中に腕を回して手て探さぐりで体の状態を確かめた。

　出血はない。傷口もなさそうだ。ただ、ずたずたに裂さけた生地が指先に引っかかる感触で、本気で刺されていたのだとわかった。背筋が凍る。

「そういえばさっきの、イザー──」

　書庫の扉に顔を向けたところで、目に飛び込んできた光景に絶句した。

　開きっぱなしになった木製の扉に、イザークが片方の肩と腕でぐったりと寄りかかり、もう一方の手で胸元を苦しげに押さえている。

　その手の甲は胸から溢れる液体で真っ赤に染まっていた。顔にはいつもどおり笑みが浮かんでいるが、余裕はいっさいない。

　沙絵里は思わず声にならない悲鳴をあげ、彼のもとへ駆け寄った。

「イザーク！　その怪け我が、どうしたの!?」

「……身代わりの、魔道を、かけておりました……」

　そこまで言ったところでごほっとむせ返り、血液の塊かたまりを吐き出す。

「あ、なたが、二度と傷つかない、ように……寝ている隙に、かけておきました……正解、でしたね……危ないところ、でした……グレモニスめ、何度、私から奪えば……」

　どうやら今朝、沙絵里たちが寝ている隙に寝室へ忍び込んだ際、フラウロスを連れ去っただけでなく、沙絵里に魔道をかけていたらしい。

　沙絵里が受けた傷を、自分自身へ転移させる魔道を。

「もうしゃべらないで！　誰か、助けて！　イザークが」

「それには、およびません……」

　イザークはもう一度血の塊を吐き出すと、思い出したように治ち癒ゆの魔道の発動句を唱えた。傷口がみるみるうちに塞ふさがっていく。ようやく人ひと心地ごこちついた様子で、イザークは口元の血液を衣服の袖で乱暴に拭ぬぐった。

「ふう。お騒がせしました。もう大丈夫です」

「大丈夫じゃないよ……」

　泣きたい気分だった。

　自分のような平凡で取り柄のない女のために、そこまでする彼が理解できなかった。

「どうしてそこまでするの……？　あなたが聖女に尋じん常じようじゃない熱意を抱いだいているのはわかる。でも、自分を犠ぎ牲せいにするような魔道まで……下手したら死んでたのよ？　いくら長生きしているからって、理解できないよ……」

「理解してくださらなくて結構です。愛してくださらなくても構わない……サエリ。元の世界に帰りたい、と言っていましたね？」

　思わず息を吞んだのは、彼の声音が弱々しかったからだ。

「ここもずいぶん物ぶつ騒そうになってきました。またこのようなことが起きるかもしれません。私のそばにいてくだされば守れる自信はありますが、四六時中となると難しい。城の警備はこのとおり、不安があります」

　一気にそこまで語ると、苦しそうに息を継ぐ。

「ずっとあなたに会うことだけを目標にしてきました。あなたを手に入れたかった、一緒にいたかった……しかし、あなたを傷つけたり、ましてや死なせたりすることは本意ではありません。ですから──帰して差し上げます」

　沙絵里は信じられないものを見る気持ちでイザークを見上げた。

「……いいの？」

「ええ」

　寂しそうな微笑ほほえみが返ってくる。ずきりと胸が痛んだ。

「正直なところ、悔くいはありますし、あなたを召喚した本当の目的もまだ果たせていませんが……それはいま急いで果たしてしまいましょう」

　そう言って、イザークはその場に片膝をつき、沙絵里の手を取って見上げてきた。

「いまから百三年前──あなたの世界の時間で言えば十年くらい前になるでしょうか。私はあなたに命を救われたのです。覚えていませんか？」

「十年前……」

　沙絵里が中学生のころだ。

　そんな昔にイザークと会っていたと言われても、身に覚えが──あった。

　体調不良で一晩だけ病院に入院していたときに、どこか変わったところへ迷まよい込こむ夢を見た覚えがある。その夢の中で、沙絵里は黒くろ装しよう束ぞくの怪あやしい男たちに殺されそうになっている、赤い髪の少年を救っていた。

　イザークとよく似た、鮮やかな赤髪の少年を。

　あれもまた、夢ではなかったのだ。

「思い出してくださったようですね。そうです、あのときに年とし端はもいかない女の子に助けられた、情けない少年が私です。できれば、格好悪いところは思い出してほしくなかったのですがね」

　そう言うと、イザークは沙絵里の手に恭うやうやしく唇を落とした。いつもならば悲鳴をあげて手を引っ込めるところだろうが、そんな気はまったくしなかった。

　これは感謝の口づけだ。

「じゃあ、あなたは本当に、わたしに会うだけのために……」

　十年前の沙絵里が異世界に滞たい在ざいしていた時間は、おそらく数分から十数分だ。

　今度こそ目元が熱くなり、視界に涙の膜まくが張った。

「会う『だけ』とはなんですか、『だけ』とは。失礼ですね」

　口調は咎めているが、声の響きはどこまでも優しい。

「たった一人で外の世界に放り出された私にとって、あなたの存在は生きる道みち標しるべでした。たとえ天に見放されても、私には聖女がついているのだと思えばどんな苦難も乗のり越こえられました。すべてはあなたにもう一度会うため……会って、お礼を言うためでした」

「…………っ」

　喉の奥がつかえて声にならなかった。

　イザークはくすりと笑うと、沙絵里の右手を恭しく上向かせた。

　そして開いた手のひらに、指先で何やら見えない円のようなものを描えがく。はじめは何を描かれたのかわからなかったが、しだいに指の軌き跡せきにそって輝かがやきが生まれ、いつしか沙絵里の手のひらに光の陣じんが浮かび上がっていた。
















「これって……！」

「さようなら、サエリ。それとありがとう。私の女め神がみ」

　光が反射して、イザークの目元の表情が見えなくなる。

　その瞬間、手のひらから光り輝く陣が浮かび上がったかと思うと、一気に大きく膨ふくれ上がり──沙絵里はその光の中に吞み込まれていた。
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　気がつくと、生活感のある安物の家具に囲まれていた。

　見慣れた室内をぐるりと見回すと、異世界に飛ばされた当日まで着ていた職場の制服やトートバッグが脱ぬぎ散らかしたように散乱していた。その向こう側に仏ぶつ壇だんがあり、母の遺い影えいと目が合った。沙絵里の賃ちん貸たいアパートだ。

　元の世界に戻って来られたのだ。

　だが、なぜだろう。まったく嬉しくなかった。

　網もう膜まくにはイザークの寂しそうな笑顔が焼きついている。

「そんな大事なこと……もっと早く言ってよ……」

　安アパートに不ふ釣つり合あいなドレス姿で、沙絵里は一人両手で顔を覆おおった。
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　ピピピ、ピピピ、と単調な電子音が聞こえてきた。

　沙絵里ははっと我に返って立ち上がると、重たいドレスを引きずって寝しん室しつに向かった。ベッドヘッドの棚たなに置いている目覚まし時計を止めると、ほっと息をついた。

　同時に、現実へと引ひき戻もどされる。

　目覚まし時計が鳴ったからには、出勤時刻まであと一時間しかない。シャワーを浴びる時間はなさそうだ。

　ひとまず制服を取りにリビングに引き返すと、同じく床ゆかに放り出されたままだったトートバッグがごそりと勝手に動いた。

　びくりと肩かたを揺ゆらして身構える沙さ絵え里りの前で、トートバッグから出てきた黒い毛玉がぶるりと身み震ぶるいして、きょろきょろと不思議そうに周囲を見回した。

「むむっ、ここはどこじゃ？」

「フラちゃん!!」

　沙絵里はフラウロスに駆かけ寄よって、ほとんど飛びつくような勢いで抱だき上あげた。

「どうしてフラちゃんもこっちへ？」

「それは、これのせいじゃろうな」

　黒い前まえ脚あしが、首から下がったメダル型のチャームをつつく。

「異世界間で生物を転移させる魔ま道どうが、その生物が身につけていたものも一いつ緒しよに転移させることはおぬしが召しよう喚かんされた状じよう況きようから証明されておる。おそらく一緒に転移されてきたものは世界によっておぬしの存在に紐ひもづけされたのじゃろう」

　フラウロスの説明は全部が全部理解できるものではなかったが、状況から判断してもそのまま受け入れるしかなさそうだった。

「巻まき込こんじゃってごめんね」

「やったのはイザークじゃ。おぬしが謝あやまることではない」

　突つき放はなすような物言いから優やさしさが伝わってくる。余計に泣きたくなった。

　とはいえ、泣いている場合ではない。出勤時間は迫せまっている。

「ごめん、フラちゃん。悠ゆう長ちようにおしゃべりしている時間じゃなくなっちゃった。わたし、仕事に行かなきゃいけなくて」

「構わんよ。わしはここで留守番しておるから、安心して職務を果たしてくるがいい。おぬしが帰ってきたら、今後について話し合おう」

「うん、ありがとう。あ、そうだ！」

　沙絵里はふと思い出して、キッチンに向かった。冷蔵庫を開けて野菜室の抽ひき斗だしを引くと、記き憶おくどおりのものが収まっていた。買い置きしていた人にん参じんだ。

　それを取り出して部屋に引き返すと、フラウロスがぴくりと長い耳を立てた。

「ちょっと古いかもしれないけど、今日はこれで我が慢まんしてくれる？　仕事帰りにちゃんと新しん鮮せんな人参を買ってくるから」

「う、うむ。しかたがない、我慢しよう」

　そう言うフラウロスはものすごく嬉うれしそうに見えた。







　だが、買い物は仕事帰りとはいかなかった。

　出社するなり同どう僚りようたちから一いつ斉せいに白けた視線を向けられたときは、三日も無断欠勤してしまったのだから当然だと思った。だが、怒いかり顔ですっ飛んできた上司の言葉にはしばらく理解が追いつかなかった。

「一カ月も無断欠勤しておいて、いまさらどのツラ下げて来たんだ！」

「え……？」

　しばらくぱちくりと目を瞬まばたかせた後、日めくりカレンダーに視線を向ければ、最後に記憶していた日から三十日が経過した日付が表示されていた。

「そ、そんなはずは……わたしが休んだのって三日ですよね？」

「そんなわけがないだろう！　それとも何か、神かみ隠かくしにでも遭あっていたというのか？」

「実はそうなんです！」

「ふざけるな！　馬ば鹿かも休み休み言え！」

　優しかった上司から見たこともないような雷かみなりが落ち、沙絵里はひっと首を縮めた。

「君がこんなにいいかげんな人間だとは思わなかった。君の派は遣けん会社には話をつけてある。既すでに代わりの子が入っているから、もう来なくていい」

　無断欠勤をしている間に、とっくにクビになっていたようだ。

　後を引ひき継ついだという派遣社員の子からロッカーに残っていた私物を受け取り、沙絵里はとぼとぼと帰路についた。頭が真っ白だった。

（クビになった……）

　いままで何度も経験してきたことだ。だが慣れることはできなかった。

　沙絵里の病弱さに理解のある職場だったのだ。こんなにいい職場は二度と出会えないとすら思っていたのだ。そこをクビになった。ショックが大きかった。

（って、落ち込んでいる場合じゃないか。すぐに次の仕事をもらわないと）

　そう思って携けい帯たい電話から派遣会社の担当者に電話をかけてみれば、二言目には怒ど鳴なり声が返ってきた。

「うちの顔に泥どろを塗ぬっておいて、よくもおめおめと連れん絡らくしてこられましたね！　あなたに紹しよう介かいできる仕事はありません！　登録データも消しておきますから、二度と電話してこないでください！」

「あの、これには事情が……」

　そこまで言いかけたところで通信が途と切ぎれた。

　言い訳する機会も与あたえられずに電話を切られてしまえば、途と方ほうに暮れるしかなかった。

　とはいえ、話を聞いてもらえたとしても異世界に召喚されていたなんて言ったところで納なつ得とくしてはもらえなかっただろう。

（それもこれも全部、イザークが召喚なんかするから……）

　だがなぜだろう。彼かれに対する怒りがまったく湧わいてこない。

　彼のことを思い出せば思い出すほど、妙みような虚きよ脱だつ感かんが襲おそってきた。

　まるで、取り返しのつかない失敗をしてしまった後のようだ。

　ひとまずフラウロスとの約束どおりに新鮮な人参を買って帰宅すると、玄げん関かん先に黒い毛玉が駆け寄ってきた。可か愛わいらしい姿を見たら気が緩ゆるんだのか、いままで我慢していたものが堰せきを切ったように涙なみだが溢あふれ出だした。

「フラちゃああああああん！」

「ど、どうしたのじゃ？　今日は夜まで仕事なのではなかったのか？　もしや、クビになったのか？」

「そうだけど、そうじゃないのおおお」

「意味がわからん。説明せよ」

　この涙は決して仕事をクビになったせいではないのだ。だが説明できる気がしない。

　戸と惑まどうフラウロスを抱きしめて、もふもふの柔やわらかい毛皮に顔をうずめれば、少し気分が落ち着いた。

　ひとまず状況だけでもかいつまんで説明すると、フラウロスは特に驚おどろいた様子もなく後ろ脚で首筋を搔かいた。

「わしらの世界と聖女の世界では時の進みが違ちがうという話は聞いたことがある。しかし、まさか十倍の差があったとはのう」

　そういえば、沙絵里にとって十年前の出来事を、イザークは百三年前のこととして語っていたのを思い出す。

「イザークは、そんなにも長い間、わたしのことを想おもってくれてたのね……」

　それは、気が遠くなるような時間だったに違いない。

「そうとは知らずに、わたしは……」

「気にするな。変なプライドが邪じや魔まをして、事情を説明しなかったあやつが悪いのじゃ」

「それでも、大切にされていることはわかっていたのよ。好かれていたことも。なのに、わたしは自分のことばかりで、イザークのことをもっと深く知ろうとしなかった……」

「誘ゆう拐かい同然に召喚されたのならばしかたあるまいて」

　なぐさめの言葉も素す直なおに受け入れられず、何度もかぶりを振ふる。

　理り屈くつではない。気持ちの問題なのだ。

「もっと、優しくすればよかった……！」

　沙絵里は全身の水分を出し尽つくすのではないかという勢いで泣いた。

　その間、フラウロスは黙だまって見守ってくれていた。







　気がすむまで泣くと、頭が少し冷静さを取り戻した。

「そういえば、前回……十年前はどうして異世界に召喚されたんだろう？」

　今回はイザークが召喚したとしても、十年前については不可解な点が多い。

　世界が危機に瀕ひんしたときに聖女は現れるという。ならば、十年前に沙絵里が異世界に迷まよい込こんだのは、世界を救うためだったはずだ。だが沙絵里が異世界に迷まよい込こんでいたのはほんの十数分だけで、すぐにこちらの世界に戻ってきている。

　正直、何かの間違いで迷い込んだだけと言われた方が納得がいく。

「そのことなのじゃが、おぬしはその十数分で世界を救っていたのではないか？」

　新鮮な人参をぼりぼりとかじりながらフラウロスは言った。

「たった十数分で？　そんなのありえる？」

「天、すなわち世界の意志が何をもって『世界の危機』と判断したかによるじゃろ。おぬしがその十数分間でしたことはなんじゃ？」

「怪あやしいやつらに殺されかけていたイザークを助けたこと、かな」

　助けようという明確な意志があってやったことではないが、結果的に沙絵里はイザークを救っている。

「ならば、あの瞬しゆん間かんイザークの命を救うことで世界は救われる、と世界の意志は考えたのではないかのう。当時は自分の身を守るすべすらなかったイザークだが、いまのイザークを見れば世界を変えるだけの力があることは明白じゃ」

「イザークを救うことが、世界を救うことだった……？」

「うむ。だが、あてが外れてしまった。あやつは世界を救う力があっても、世界を救う気にならなかった。たぐいまれな才能を、一ひと目め惚ぼれした聖女の召喚だけに費ついやすような愚おろか者ものだったわけじゃ。そして、世界の意志もまたイザークの思おも惑わくには従わなかった……が、あまりにもやつが諦あきらめなかったために、ついに世界の方が根負けした」

「それで、わたしは再び召喚された……？　じゃあ、こうしてこっちの世界に戻ってこられたのは」

　人参の芯しんを残してきれいに食べ尽くすと、黒ウサギはげふっとゲップをし、口回りについたオレンジ色のかすを前脚で拭ぬぐった。

「またも世界が諦めたのじゃろう。聖女を与えてやってもあやつは変わらない、と」

　世界の意志とやらも、イザークも、なんて身勝手なんだろう。

（人のことを召喚しておいて……何もしなくていいなんて、噓うそだったんじゃない）

　聖女としての仕事はあったのだ。

　イザークに世界を救う気にさせるという大仕事が。

　仕事は与えられるものではなく、自分で見つけるもの。それがわかっていながら、沙絵里は自力で見つけられなかった。だから世界の意志とやらは自分をクビにしたのだ。

　いままで病欠の多さから何度も解かい雇こされたり、契けい約やくを打ち切られたりしてきた。そのたびにまた気持ちを切きり替かえ、すぐに別の仕事を見つけて働いてきた。

　おまえはもう必要ないと言わんばかりの宣告を受けても、ほとんど気にならなかった。不景気といっても給料や待たい遇ぐうにこだわらなければ仕事はいくらでもある、と変なところで前向きだったのかもしれない。クビにされることに心と体が慣れてしまっていた。

　だから、聖女をクビにされて、ここまでショックを受けている自分に戸惑いを隠せない。

「フラちゃん……フラちゃんって、知識の番人だって言ってたよね？　イザークがわたしを召喚できたのも、フラちゃんのところにあった魔道書のおかげなんだよね？」

「そうじゃが」

「なら……わたしをもう一度あっちの世界へ召喚させることって、できない？」

　フラウロスがつぶらな瞳ひとみでこちらを見上げながら、長い耳をひくりと動かした。

「この世界に帰りたかったのではなかったのか？」

「やり残したことがあるの。このままじゃ一生後こう悔かいすると思う」

「念のために聞くが、何が未練なのじゃ？」

「……わたしにはなんの取とり柄えもないし、母さんみたいに世界を救うなんてできないかもしれない。ううん、世界なんてどうでもいい。わたしは、イザークの心を救いたい」

　それはきっと二つの世界を合わせてみても、自分にしかできないことだ。

　フラウロスがどこか慎しん重ちようそうに長い耳を伏ふせる。

「水を差すようで悪いが、おぬしはあやつに同情しているだけなのではないかの？」

「そう、かもしれない。十年前の、たった十数分間のことに感謝して、生きる支えにまでして想ってくれていたって知って、嬉しさと照れくささと申し訳なさで浮うわついちゃっているだけなのかもしれない……」

　自分の中の冷静な部分が、はやまるなと制止してくる。

　異世界の厄やつ介かい事ごとに首を突っ込むべきではない。現実を直視するべきだ。また一から就職活動をして、あるいは新しい派遣会社に登録して、真面目に働くのが賢けん明めいだ。

　わかっている。それが絶対的に正しい。

　だがそれでは、彼と彼の世界を見捨てたという後悔がきっと一生残ってしまう。

「わたしにもう一度会って、お礼を言うことが生きる目標だって言ってたわ。じゃあ、わたしがいなくなったらイザークはどうなるの？　わたしを召喚することだけに強大な力を使ってきた人なのよ？　この先どうやって生きていくつもりなのか、ううん、何をしでかすか……おまけにお城には不ふ審しん者しやが紛まぎれ込こんでいたし、セイラは何かというとイザークに刃は向むかって返かえり討うちにされてたし！　どうしよう、考えれば考えるほど、不安の種しか出てこないわ!!」

「…………その点は同感じゃが」

　フラウロスはなぜか不本意そうに同意した。

「戻りたいと言うのなら止めはせんよ。じゃが、聖女を召喚する方法ならばともかく、聖女がみずから世界線を越こえる方法はわしにもわからぬ」

「そっか……」

「しかし、先代聖女ならば知っておるのではないかの？　先代聖女……おぬしの母はあちらの世界とこちらの世界を何度も行き来しておったからのう」

「それを先に言ってよ！」

　沙絵里は立ち上がった。
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　数年前に母が亡なくなってすぐに押おし入いれの奥おくへ仕し舞まった段ボール箱を引っ張り出した。

　中に入っているのは母の遺品だ。衣類やアクセサリーなどは形見にさせてもらったが、それ以外で処分に困ったものはすべて段ボール箱に入れてある。

「確かここに……あった！」

　箱の底に沈しずんでいた数冊の日記帳から、十年前のものを見つけて取り出した。

　母のプライバシーに踏ふみ込こむ気にはなれず、一度も開いてみたことはなかった。遺ゆい言ごんなどは他のノートにまとめてあったので、日記帳まで見る必要に駆られなかったのだ。

　いま思えば読んでおくべきだった。異世界に二度目の召喚をされる前に読めていれば、向こうの世界での立ち振る舞いも変わったかもしれない。

　沙絵里はごくりと生なま唾つばを飲み下し、日記帳をめくった。

　前回の異世界召喚は十年前の、確か春先だったはずだ。新学期に入ってすぐに一泊ぱく入院するはめになり、学校を二日休んだのだ。理由は覚えていない。

　当時の日記は意外とすぐに見つかった。そして過去の自分に呆あきれた。

「……わたし、お酒を飲んじゃったんだ……」

　母がどこぞの福引きでもらってきた缶かんチューハイを沙絵里がジュースと勘かん違ちがいして飲んでしまい、アルコールアレルギーを発はつ症しようして病院に搬はん送そうされた旨むねが書かれていた。なんとか一命を取りとめ、容態が落ち着いて病室に母と二人きりになったときに事態は起きた。

　母がうたたねをしている間に、ベッドから沙絵里の姿が消えたのだ。

　病室の状況から、沙絵里が自力で出ていったわけでも、そして誰だれかが連れ去ったとも考えられなかった。母はすぐにぴんときたという。

　若い頃ころの自分と同じように、沙絵里も異世界に召喚されたのだと。




『思えば私があの世界へ召喚されたのも沙絵里と同じ歳としの頃だった。私はやんちゃをしていたからあの世界でもなんとか立ち回れた。けれど沙絵里はどうだろう。沙絵里は私と違って真面目で気弱な子だ。いまごろ悪あく魔まを相手に戦わされているのではないかと思うと、膝ひざから崩くずれ落ちそうになった』

『いつかは沙絵里も召喚されるだろうと覚かく悟ごしていた。だから私が作った物語だということにして、あの世界の話を読み聞かせてきた。魔道も、私が扱あつかえたものを一つだけ教えておいた。必要な知識は与えてきたつもりだけれど、あちらの世界とこちらの世界では時間の進みが違う。あの世界がどんな歴史を歩んだかわからない以上、不安しかなかった』

『けれど、沙絵里は数時間ほどで帰ってきた。あの世界での滞たい在ざい時間は二十分にも満たないだろう。召喚は何かの間違いだったのだろうか。それとも、たった十数分で沙絵里はあの世界になんらかの変化をもたらしてきたのだろうか。だとしたら、なんて子だろう。私が一年かかったことを、たった十数分で成なし遂とげたのだから』




「……わたしは何も成し遂げられてなんかないよ……」

　ただイザークに甘あまやかされて、ドレスを着せられ、美お味いしいものを食べて、楽しく暮らしていただけだ。悪魔王を倒たおした母とは比べ物にならない。

　日記には註ちゆう釈しやくがついていた。母はいつか沙絵里がこの日の日記を確かく認にんするだろうことを予測していたらしい。

　註釈の指示どおりに西せい暦れきの入っていない日記帳を開くと、そこには異世界に関する情報がみっしりと書き込まれていた。

　中には母が実際に経験していない情報もあった。曾そう祖そ母ぼの時代から受うけ継つがれてきた、いわば「聖女ノート」だった。

「どうじゃ？　なんと書いてあるのじゃ？」

　日本語を読めないフラウロスが興きよう味み津しん々しんの様子で手元を覗のぞき込こんでくる。

「どうやらね、うちって代々聖女の家系みたい」

「ほう、家系であったか。知識の番人を自じ称しようするわしでも、知っておるのは先代聖女までじゃ。先々代や、さらにその前の聖女がどのようなおなごだったか後学のために知っておきたいものじゃが……」

　好こう奇きの視線から遮さえぎるようにノートを閉じる。どちらにしてもフラウロスには日本語は読めないだろうが、気分の問題だ。母が自分のために残してくれたノートを他人に見せるわけにはいかない。

「それはまた後でね。まずはあっちの世界に戻らなきゃ」

「戻る方法がわかったのか？」

「うん。下手すると死ぬかもしれないけど、これしかないみたいだから」

　それから沙絵里は近所のコンビニエンスストアに出かけ、アルコール度数が高めの缶チューハイを半ダース購こう入にゆうした。

　十年前に沙絵里が異世界に迷い込んだ理由について、母はこう考察していた。

『アルコールアレルギーによって命の危機に瀕し、こちらの世界との絆きずなが切れそうになったために、聖女を求めるあちらの世界の意志になかば引きずられるかたちで召喚されたのではないか』

　あくまで母の推測だが、当たっている気がした。ただ必要に応じて召喚されただけだとしたら、何もあのタイミングでなくてもよかったはずだ。もっと早く召喚されていれば、イザークも危険な思いをしなくてすんだだろう。

　沙絵里は支し度たくを調ととのえていった。まずは重たいドレスに取りかかる。背中がずたずたに切きり裂さかれていて着づらかったので、ガムテープで適当に補正して袖そでを通せば、見た目はともかくなんとかかたちにはなった。ヘアメイクは自分ではできないので黒くろ髪かみは肩に下ろしたままにし、装そう飾しよく品ひんは適当に身につける。

　それからトートバッグに必要なものを押し込んでいく。まずは母の日記帳。これはあちらの世界での行動に役立つかもしれない。財さい布ふは必要なさそうだが、こちらの世界に置いていくのも心配なので持っていく。時間の進み方が十倍も違うのだ。沙絵里があちらの世界に行っている間に空き巣に入られてはかなわない。

　それから、少し迷って母の遺い影えいも持っていくことにした。

　トートバッグに押し込む前に一度両手で持って、笑え顔がおの母に語りかける。

（わたしは母さんみたいな聖女にはきっとなれないけど……でも見守っていて）

　最後にフラウロスがトートバッグに入り込めば、準備は万ばん端たんだ。

　沙絵里はそれを肩にかけると、意を決して缶チューハイを手に取り、プルタブを起こした。プルタブの穴から、甘ったるい香こう料りようの匂においが漂ただよってくる。

　確実にアルコールアレルギーを発症するにはもっとアルコール度数の高い酒類の方がいいのかもしれないが、口に含ふくんだ瞬しゆん間かんに吐はき出だしてしまっては意味がない。それで、ジュース感覚で飲めそうなものを選んできた。これはマスカット味だ。

「フラちゃん、準備はいい？」

「わしはいつでも大だい丈じよう夫ぶじゃ。だが、よいのか？」

　フラウロスがトートバッグから頭だけを出した格好で訊たずねてくる。

「おぬしがこちらの世界に帰ってこられたのは、世界の意志だけでなく、イザークの気まぐれによるところが大きい。あやつは二度とおぬしを手放そうとしないかもしれぬ」

「そうかもね。あの人にとって、わたしは女め神がみ様だったらしいから」

　くすっと苦く笑しようをこぼせるくらいには、いまは気持ちに余よ裕ゆうがある。

「そういうところも含めて、直させないとね。わたしは平へい凡ぼんな女子なんだってわからせないと、はじまるものもはじまらないわ」

「？　何がはじまるのじゃ？」

「……なんだろう？」

　自分でも何を言っているのかわからなくなってきた。これから命を危険に晒さらそうとしているために、気分が高こう揚ようしているのかもしれない。

「じゃあ、いくよっ」

　沙絵里は意を決すると、缶チューハイを一気に呷あおった。

　マスカット味の炭酸飲料を一気に飲み下す。

　アルコール臭しゆうと舌から伝わるジュースとは異なる風味に喉のどが違い和わ感かんを訴うつたえてくるが、構わずに嚥えん下かした。ごくごくと飲み込んでいるうちに、腹の底から熱いものがこみ上げてきた。顔が熱くなり、そして拍はく動どうが高まっていく。

「うっ……」

　眩暈めまいがした。

　全身が熱くなり、鼓こ動どうが激しくなり、呼吸が苦しくなる。

　体の平へい衡こう感覚がなくなり、気がつけば沙絵里は両膝をついていた。

　ドレスが重い。いや、重いのは元からだが、その何倍も重量を増した気がした。摑つかまるところを求めて手を伸のばすが、テーブルの脚くらいしか届かない。

「サエリ、大丈夫か！」

「……らいじょうぶらったら……意味ない、れしょ……」

　ろれつがうまく回らない。気持ちが悪い。

　けれどこれでいいのだ。命を危険に晒さなければ、世界線は越えられない。

　視界が歪ゆがみ、ぐらつく。もはや膝で立つこともできなくなり、沙絵里は地面に突っ伏した。ウサギの前脚が頰ほおをつつく感かん触しよくがした。

「サエリ、本当に大丈夫なのか？　わしの目には死にそうにみえるのじゃが──」

　耳元で響ひびく切せつ迫ぱくした声がわずらわしく感じられる中、沙絵里は強い睡すい魔まに引きずり込まれるように意識を失った。







　気がつくと、頰に冷たくて硬かたいものが当たっていた。

　ぼやけていた視界が焦しよう点てんを結ぶと、大理石の床が目に飛び込んできた。もちろん沙絵里の自宅ではない。ということは、無事に異世界へ飛べたのだろうか。

　沙絵里はひんやりとした床に手をついて身を起こした。

「目を覚ましたか！」

　背中から重みが少し減り、黒い毛玉が回り込むようにして視界に現れた。

「フラちゃん……？　ここはどこ？　エヴェル城じゃなさそうだけど」

　見覚えのない場所だった。

　どこか大きな建物の広間らしく、きれいに磨みがかれた床だけでなく大きな柱や壁かべ、驚くほど高い天てん井じようもまた大理石でできており、暗あん灰かい色しよくの石造りだったエヴェル城とはだいぶ印象が違う。建築にはあまり詳くわしくないが、建設された年代が違う気がした。

「わからぬ。だが、エヴェルではないことは確かじゃ」

　フラウロスも予想とは異なる場所に放り出されて不安を隠しきれない様子だ。

　と、かつん、かつんと靴くつ音おとが響いてきた。

　はっとして顔を向けると、上等そうな上下を纏まとった青年が近づいてくるところだった。

　短い赤茶色の髪に青い双そう眸ぼうの、まだ二は十た歳ちを少し過ぎたくらいの男だ。鍛きたえられた細身の長ちよう軀くから、なんとなく騎き士しのような気がした。

　考え事でもしているのか、どこか上の空だった眼まな差ざしがふと沙絵里に気づくと、表情が変わった。驚いた様子で、足早に駆け寄ってくる。

「……これはまずいぞ」

　フラウロスが苦い声で囁ささやいてくる。

「知っている人？」

「知り合いというほどでもないのじゃが」

　沙絵里は慌あわてて立ち上がって身構えた。いざとなったら魔道も辞さないつもりだったが、青年は信じられないものを見るような目を向けてくるばかりだ。

「な、なんなんですか？」

「黒髪……それに、黒い目」

　この反応をされるのははじめてではない。

　反射的に後じさろうとしたところで、すばやく伸びてきた手に顎あごを摑まれた。青年の顔が近づいてくるが、色っぽい雰ふん囲い気きではない。不ぶ躾しつけな視線でじろじろと顔を観察される。

「おまえ……いや、あなたはもしや聖女では？」

　沙絵里はごくりと生唾を飲み下した。この青年が誰か、そしてここがどこかわからない状況で、安易に肯こう定ていしてはいけない気がした。

「セイジョってなんでしょう……あの、すいません。わたしは道に迷ってここに」

　とっさの判断ですっとぼけようとしたのだが、青年は話を聞いていなかった。顔から外れた視線が足元に向けられる。そこにはトートバッグが落ちていた。

「奇き妙みような袋ふくろだな。素材がわからない」

「勝手に触さわらないで！」

　制止を無視して、青年はトートバッグを手に取った。

　沙絵里は慌てて手を伸ばすが、その手を払いのけて中身を漁あさる。と、たくましい騎士の手が母の遺影を引っ張り出した。青年の目が丸くなる。

「これは先代聖女の肖しよう像ぞう画が……？　それにしてはなんと精せい巧こうな。まるで生き写しじゃないか。いったいどうやったらこんな絵が描えがけるんだ？」

「返して！」

　沙絵里は引ったくるようにして遺影を奪うばい返かえした。

　青年がははんと我わが意を得たように不敵な笑えみを浮うかべる。

「やはり聖女のようだな」

　沙絵里は言い返せなかった。否定できなければ肯定したも同義だろう。

「そうか、聖女か。おまえが……くくく」

　青年の表情にみるみるうちに喜色が広がる。どこかで見た顔だった。

　誰かと似ている。そう思ったときには、青年は両りよう腕うでを広げて天井を仰あおいでいた。

「天よ！　ついに私に聖女を授さずける気になったというわけか！」

　それから、天井を見上げたままひとしきり哄こう笑しようする。いったい何がおかしいのだろう。わけがわからない。

　ただ、この反応は沙絵里のよく知る男にとても似ていた。

　説明を求めてフラウロスを見下ろすと、彼は苦しそうにため息をついてみせた。

「厄介なことになったぞ」

「誰なの？」

「この男の名はエアハルト・アヒム・オイゲン……イザークの又また甥おいじゃ。セイラから聞いておらんかったか？」

「そういえば、唯ゆい一いつの血けつ縁えん者しやだとか言ってたっけ。〝聖域解放騎士団〟とかいうところに所属しているって……」

　さらにいえば、〝聖域解放騎士団〟はかつて人間が統治していて現在は悪魔が統治している国々を奪い返そうと、しょっちゅう戦いくさを起こしているという話も聞いている。

「でも、血縁者ってことはイザークを知っているのよね。ちょうどよかったじゃない」

　変なところに飛ばされたと思ったが、あながち縁えんもゆかりもない場所ではなかったようでほっとした。親しん戚せきならば話は早い。

　天井に向かって拳こぶしを振り上げている青年へ、沙絵里はおそるおそる近づいていった。

「あのう、エアハルトさん、ですよね？」

「あ、こら！」

　フラウロスが制止してくるのを聞き流して、声をかける。

　さきほどのやりとりはあったが、頼たのみ事ごとをするてまえ下手に出ることにした。エアハルトがようやく我に返った様子で億おつ劫くうそうに振り向く。

「ちょっとお願いしたいことがあって……わたし、イザークに会いにきたんです。連絡をとってもらえたら嬉しいんですけど」

「は？　何を言っているんだ？」

　だが、エアハルトは理解できないとばかりに眉まゆをひそめた。

　あれ？　と沙絵里が違和感に気づいたときには、手首を搦からめ捕とられていた。痛みを感じるほど強く握にぎりしめられる。

「痛っ……何を……」

「聖女を得るにふさわしいのは我ら聖域の騎士だと、ようやく世界の意志が理解したのだ。大おお伯お父じになど、二度と会わせるつもりはない」

「なっ!?」

「……まあ、そう言われる気はしておったよ」

　フラウロスが疲つかれ切きった声で呟つぶやいた。







　エアハルトの呼んだ騎士たちによって、沙絵里はなかば連行されるかたちで廊ろう下かを歩かされた。騎士たちは聖女にしか興味がないようだったので、フラウロスは隙すきを見て逃にがした。ウサギの姿に変えられた悪魔だと知れたら殺されかねない。

（途と中ちゆうで捕つかまってシチューにされませんように！）

　そのあたりはもはや賭かけだ。無事を祈いのるしかない。

　ややあって、沙絵里はとある部屋へ押し込められた。

　エヴェル城と違って内装や家具調度品は明るい色調のものが中心で、カーテンや壁紙などは花はな柄がらがあしらわれている。人間と悪魔とで好みや流行が違うのは少し興味があったが、吞のん気きに考察している場合ではなかった。

（逃げる方法を考えなきゃ）

　沙絵里はイザークをなんとかするために世界線を飛んできたのだ。間違っても、人間と悪魔の全面戦争の旗印になるためではない。

　すぐに目に入ったのは窓だ。鎧よろい戸どを開いて眼下を見み渡わたし、うっと息を吞のむ。窓から見える風景は上半分が空で、下半分は山の斜しや面めんだ。どうやらここは山頂に建てられた砦とりでか何かのようだ。高所恐きよう怖ふ症しようのつもりはなかったが、眩暈がするほどの高さだ。背筋がぞくりとする。

「た、高い……でも魔道を使えばなんとかなりそう」

　母の聖女ノートには、生前には教えてくれなかった魔道の呪じゆ文もんがいくつか書かれていた。母よりもずっと前の代の聖女が風の精せい霊れいと契けい約やくを結んだらしく、そのおかげで家系的に風の魔道が使えるらしい。

　幸いにして没ぼつ収しゆうされなかったトートバッグから聖女ノートを取り出してページをめくっていく。と、一つだけ風ではない魔道が記き載さいされていた。

「えっ、何これ……『強大な敵を討うち滅ほろぼすための魔道』？　『私はこれで悪魔王を倒しました』って……母さんはやっぱり強いなあ」

　自分は一生使う機会がなさそうな呪文に思わず苦笑していると、扉とびらがノックされた。返事をする間も、聖女ノートを隠す間もなく扉が開く。

　エアハルトが入ってくるのが見えた瞬間、沙絵里は一いちか八ばちかの賭けに出た。

「イル・ストーラ！」

「──イル・ストーラ」

　が、間かん髪はつおかずにエアハルトも魔道を放ってきた。

　不意打ちをしかけて逃げられないかと思ったのだが、読まれていたようだ。二つの風の魔道が虚こ空くうでぶつかり合い、跳はね返かえされた暴風が室内で荒あれ狂くるう。沙絵里の髪とドレスの裾すそが激しくはためき、風圧で舞い上がった聖女ノートが窓の外へ放り出された。

「あ、やだ！　待って！」

　慌てて窓に駆け寄って手を伸ばしたが、一歩遅おそかった。聖女ノートがぱらぱらとページをめくらせながら山の中へと落ちていった。

「ああああ……」

「ご挨あい拶さつだねえ。歴代の聖女も跳ねっ返りだったと聞いているが、おまえさんもその例に漏もれないようだ」

　振り向くと、呆れた顔で腕組みをするエアハルトの隣となりに、知らない男の姿があった。

　歳は四十代くらいだろうか。短く刈かった金きん髪ぱつにまばらな無ぶ精しよう髭ひげの男で、垂れ目がちな目元に愛あい嬌きようがある。長身のエアハルトよりもさらに背が高く、肩かた幅はばも広い。

　それなりに規律のありそうな騎士団内で、上等な衣服を崩して着用し、それを許されているということはエアハルトよりも上の立場の人間なのだろう。

「あなたは……」

「〝聖域解放騎士団〟団長のグントラム・バルトだ。おまえさんの名前は？」

「沙絵里……サエリ・マツミヤですけど」

「やはりマツミヤ姓せいか。先代聖女の子孫かい？」

「先代聖女は母です」

「そうかいそうかい。異界とは時の進みが違うとは聞いていたが、ここまで離はなれていたとはねえ。聞いたかエアハルト、この子、おまえさんのご先祖様だってよ」

「聞こえていますし知っています、団長。オイゲン王家の血筋が珍めずらしいほど魔力に恵めぐまれているのは、聖女の血が混じっているからだと言われていますから」

「イザークみたいな天才が生まれる下地はあったってわけか」

　突とつ然ぜん出てきた名前に、沙絵里は気を引ひき締しめた。

「あの、わたしはイザークに会いにきたんです。戦争も反対です。だから、あなたたちに協力することはできません。ここから出してもらえませんか？」

「悪いねえ、お嬢じようさん。おっと、聖女様だったな」

　グントラムが苦い笑みを浮かべて頭を搔く。

「俺おれたちも遊びで戦争やっているわけじゃないんだよ。国と、尊厳を取り返すために戦っているんだ」

「私たちは大伯父のような恥はじ知しらずではない」

　エアハルトが吐はき捨すてるように言う。その声こわ音ねにはあきらかな憎ぞう悪おがにじんでいた。

「大伯父って、イザークのことよね？　もしかして仲が悪いの？」

「祖国を見捨てた男だ。仲良くできるわけがない」

「でも、イザークって実の弟に国を追われたんだって聞いたわ。裏切られたのはイザークの方なわけで……見捨てたって言い方は悪いけど、手を差し伸べなかったのもあながちしょうがないんじゃないかな」

「だからどうした。国を追われようと、兄弟や臣下に命を狙ねらわれようと、王家の血を引いているからには国を守るために戦うべきだ」

　当然だと言わんばかりの物言いだ。

　グントラムが慰なぐさめるようにエアハルトの肩をばんばんと乱暴に叩たたくと、エアハルトは沈ちん痛つうそうに顔をしかめて視線を逸そらした。失われた祖国への強い想いが垣かい間ま見みえる。

（ああ、この人たちもきっと悪い人たちじゃないんだ）

　沙絵里は祖国を失ったことも、住むところを失ったこともない。だから、彼らの気持ちを本当の意味では理解できないのかもしれない。戦争を起こしてでも、命を懸かけて戦ってでも国を取り戻したいという気持ちを理解するには、沙絵里は平和な日本にどっぷりと浸つかりすぎている。

「なあ、聖女様。こういうのはどうだい？　あんたをイザークに会わせてやってもいい」

「本当!?」

「ただし、戦争が終わった後だ。そうだな、最低でも聖域の半分くらいは取り戻した後ならば、快く送り出そう。その代わり、あんたには聖女としてこれからはじまる聖戦の御み旗はたになってもらう」

　とんでもない提案だ。そして即そく答とうできない問題だった。

　沙絵里が一つうなずけば、戦争がはじまってしまうのだ。

　だが拒きよ否ひすれば、彼らは自分を無条件に拘こう束そくするだけだろう。これは取引などではなく、彼らなりの譲じよう歩ほなのだ。

「……すぐには答えられないわ」

　沙絵里はそう絞しぼり出だすのがやっとだった。

「そうかい。だが悪いが、あまり時間はくれてやれそうもないんだ。三日後にも出しゆつ陣じん式しきを行う予定なんだ」

「そんなの早すぎる！」

「すまんな。その日が吉きち日じつなんだってうちの星読みがうるさくってね」

　グントラムは悪びれずに言うと、部屋を出ていった。エアハルトも団長に続きつつ、扉をくぐる寸前に足を止めて振り返る。

「私にはおまえが迷う理由がわからない。おまえの母親も聖女だったのだろう？　ならば悪魔を討つのが聖女の役目だとわかっているはずだ」

「それは違うわ！　悪魔は……悪魔なんて呼ばれているけど、人間と変わらない。悪い人もいるかもしれないけど、いい人もいっぱいいるのよ。なのに、どちらか片方を悪と決めつけて戦うなんてできないわ」

「決めつけているのはおまえもだろう。間違っていないからこそ、天は私のもとへ聖女をよこしたのではないか？」

「ち、違……」

　だがはっきりと違うと断言はできない。

　沙絵里はイザークに会うために、自分の意志で世界線を越えた。そのつもりだ。

　だがいつだったか、イザークはこうも語っていた。

　同じ条件で召喚の儀ぎ式しきを繰くり返かえしていたのに、あの日に限って成功したのは世界の意志が関わっているとしか思えない、と。

　となれば、沙絵里がこちらの世界にこられたのは、沙絵里の意志だけではなく、何か他の理由があるのだ。だが、それが戦争を起こすことだとは思いたくなかった。

　エアハルトが去っていってもなお、沙絵里は自問自答しつづけた。

（聖女って、なんなの？　母さん……）
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　領主の執しつ務む室しつにある長なが椅い子すに、イザークは寝ねそべって両足を肘ひじ置きの上に投げ出していた。

　エヴェルを乗っ取ってから毎日かかさず座すわっていた執務椅子にはもうしばらく腰こしを下ろしていない。机の上には未決裁の書類が山をなしており、いまにも崩れそうだ。

　沙絵里が元の世界に帰ってから二週間が経たった。より正確にいえば、彼かの女じよを帰らせたのは自分だ。その判断が間違っていたとは思っていない。後悔もない。

　あるのは空くう虚きよさだけだ。

（私はなぜ生きているんでしょうねえ）

　老いない肉体が、衰おとろえない命が無用の長物にしか思えない。

　沙絵里と再会したいがために惨みじめったらしく生きながらえてきたのだ。ならばもはやこの肉体も命も役目を終えているのではないだろうか。

（この間はああ言われましたが、悪魔たちに国を返してしまうのもいいかもしれませんね。戦争になるでしょうが、私の知ったことでもないですし）

　エヴェルの政治や文化、城下の暮らしなどに介かい入にゆうしてきたのは、いずれ聖女の召喚に成功した際に、彼女が生きやすい場所にするためだ。だがその必要もなくなってしまった。もはやこの国が滅びようとも、世界がめちゃくちゃになろうとも興味がない。

　ふっと自じ嘲ちようの笑みが漏れたときだった。

「イザーク・レイ・オイゲンっ！」

　鋭するどい怒ど声せいとともに扉が開かれ、竜りゆう騎士隊の甲かつ冑ちゆうを身に纏まとった少女が肩を怒らせて乗り込んできた。確かセイラとかいう名前の、沙絵里によくなついていた少女騎士だ。

「おや、意外ですね。てっきり私の名前を覚えていないのかと思っていましたが」

「何を吞気なことを言っている、この怠なまけ者ものが！」

　セイラは脇わきに抱かかえていた書類をこちらへ叩きつけるように放ってきた。とたんに書類が舞い、ひらりひらりとイザークの上に降ってくる。未決裁の書類の追加だ。

　さすがにわずらわしくて手で払はらいのけると、書類の向こう側から手が伸びてきてイザークの胸むなぐらを摑み上げた。女ながら鍛えているだけあって力がある。

「仕事をしろ！　領主の座を奪ったからには領主として当然の働きはする、それが貴き様さまの矜きよう持じだったのではないのか！」

「やる気がなくなっちゃいました」

「放ほう蕩とう息子むすこか！　やる気がないならこの国を返し、フラウロス様を元に戻せ！」

　いままさに夢想していたのと同じ要求をされるが、返せと言われると抵てい抗こうしたくなるのが性しよう分ぶんだ。我ながら性格が悪い。

「この国を返したら、あなたたちまた『下等な人間どもガー』とか言って戦争をしようとするのではありませんか？」

　うっとセイラが言いよどむ。この娘むすめは思ったことがすべて顔に出るから面おも白しろい。

「……いや、そうはならない、はずだ。あれから我々も学んだのだ。人間は魔力が少ないだけで決して下等ではない。特におまえが呼よび込こんだ商人や職人たちはいい仕事をしてくれている。昔のようにすぐ隷れい属ぞくさせよなどとは、フラウロス様もお考えにならないはずだ。仮に隷属させようとしたら、私は必ず止める。止めてみせる」

　おや、とイザークは片方の眉を上げた。意外な反応だ。少し前までは人間を見下していたと記憶しているし、フラウロスの蛮ばん行こうにも逆らえなかったはずだ。

（サエリの影えい響きようですかね）

　城下町に人間の商人や職人が出入りするようになっても、悪魔たちは彼ら彼女らのことをろくに魔力を持たない無能者と見なして蔑さげすんでいるふしがあった。その態度は、以前ほどあからさまではなくなっていたものの、イザークがエヴェルの領主となった五年間で改められはしなかった。

　それが、たった数日で変わった。沙絵里という人間と実際に仲良くなったために、人間全体に対する見る目が変わったのだろう。セイラがこの様子だと、聖女とのふれあいで意識が変わった者は他にもいるかもしれない。

（この小さな変化が増え、積み重なっていって世界が変わるのだとしたら、サエリは確かに世界を安あん寧ねいへと一歩進ませていったのかもしれませんね）

　感傷に浸ひたりかけたイザークの意識を、刃物のように鋭い視線が引き戻した。

「何をにやにや笑っている！」

「いえ、サエリはやはり聖女だったのだと思いましてね」

「当たり前だ。貴様が召しよう喚かんしたのではないか」

　間違えて召喚したとは微み塵じんも考えていないようだ。ある意味、イザークの能力をもっとも信用しているのはこの少女騎士なのかもしれない。

「そういえば、フラウロスは見つかりましたか？」

「いや、あれからまったくお姿が見あたらないのだ。やはりサエリ殿どのと一緒に異界へ渡ってしまわれたのでは……外げ魔ま道どう眼鏡、サエリ殿を再び召喚することはできないのか？」

「やろうと思えばできるかもしれません……が、お断りします」

「なぜだ！」

「理由はこの前も話したでしょう。私はサエリに会いたかっただけで、危険に晒さらしたかったわけではありません」

　悪魔が聖女の命を狙ってくるとは想定外だった。

　聖女は世界に安寧をもたらす存在であり、決して人間の味方でも悪魔の敵でもない。少なくともエヴェルの悪魔たちは言い伝えを正しく理解している。それは聖女を含む世界中の知識を守るフラウロスの影響だったかもしれない。

　しかし、エヴェル外の悪魔たちはまた別だ〝聖域解放騎士団〟が聖女は人間の味方だと都合よく誤解しているように、エヴェル外の悪魔たちもまた聖女は悪魔の敵だと都合悪く誤解している。

　ここ数年、他国、特に悪魔の国との国交を断絶していたための弊へい害がいかもしれない。もっとも交流があったとして、人間であるイザークの言葉に耳を貸したとも思えないが。

「神のいなくなった世界で救いの女神に等しい聖女を殺そうなどと……無知で無能、おまけに無む謀ぼう。話になりません。今回の件で再認にん識しきしましたよ。人間もですが、やはり悪魔もまた救う価値のない者ばかりです」

「貴様も人間ではないか」

「ええ。もちろん私もまた救う価値のないゴミのような存在です。そこらの悪魔など可愛く思えるほどの悪党だという自覚はありますからね」

　ゴミ、と口に出したせいか周囲に散乱している書類が気になってきた。

　ぼそりと呪文を唱えて風の精霊を働かせると、書類はひとりでにふわりと浮かび上がって、イザークの手のひらの上へと吸すい込こまれるように集まり、重なっていった。

「それだけの力がありながら、なぜ貴様は世界を変えようという気にならないのだ。もっと広い視野で物事を見ず、サエリ殿に固こ執しつして……いや、わかったぞ」

　セイラの赤い双眸に火が点ともる。

　嫌いやな予感がした。こういう目をした者はろくなことを言わない。イザークは続きを聞きたくなかったが、彼が発言を遮るより早く少女騎士は口を開いた。

「貴様は愛されたことがないのだろう。だから人に愛される方法がわからないのだ」

「私はいまはなきオイゲンの元王子ですよ。それはもう蝶ちようよ花よと愛され──」

「サエリ殿のことだってそうだ。貴様はサエリ殿にドレスや宝石を与え、音楽や竜の演えん舞ぶでさんざんもてなし、愛を囁きながらも決して『愛してほしい』とは言わなかった。はじめはそういうものだと思っていたが、貴様の場合は違ったのだ。貴様は、最初から愛は欲ほつしていなかった。人は未知のものをおそれる。貴様は愛されるのが怖こわいのだ」

「──そのくらいにしておきなさい、小娘」

　思いのほか底冷えのする声を出してしまった。

　セイラの表情が一いつ瞬しゆんにして凍こおりつく。自分より百近くも年下の娘に大人げないことをしてしまったと反省しかけたとき、少女騎士は最後の勇気を振り絞った。

「やはり貴様にサエリ殿は必要だ。私たちがサエリ殿のおかげで人間を知れたように、貴様もまたサエリ殿から人間を知るべき──ぐぉっ!?」

　途中で喉にものが詰つまったかのような声を漏らすと、その場に両膝をついて腹を押さえた。可か憐れんな顔立ちがみるみるうちに血の気を失っていく。

「は、腹が……貴様、何を……！」

「あなたたち竜騎士には服従させるための魔道をかけていることを忘れたのですか？　あなたはサエリと仲がいいようでしたから、多少の無礼も甘く見てやっていたにすぎません。サエリのいなくなったいま、いつまでも許すとお思いですか？」

　最後まで聞かずに、セイラは踵きびすを返かえして扉に向かった。侵しん略りやく者しやとの議論よりも厠かわやへ行くことを優先したのだろうが、残念ながらイザークの部屋の扉は開閉するたびに鍵かぎがかかる魔道がかけられている。ドアノブをがちゃがちゃと引いても動かない扉に、セイラは悲鳴じみた声をあげる。

「開けろ、開けてくれ！　貴様には血も涙もないのか！　悪魔王よりひどい……」

　このくらいいじめてやれば懲こりただろう。そう思って、扉に施ほどこした封ふう印いん魔道を解除しようとした矢先だった。

　廊下の方から複数の硬い靴音が響いてきた。音の響きから近この衛えの軍ぐん靴かと、そして騎き竜りゆう用ようの靴だと察したとき、扉が外側からノックされた。

「イザーク様、国境警備隊より火急の報告があるそうですが、いかがなさいますか」

「入りなさい」

　返事と同時に、扉ではなくセイラにかけた魔道を停止させる。

　腹痛から解放されたセイラがばったりと床に倒れて、はあはあと空気を貪むさぼりはじめるのに遅おくれて、竜騎士の装備を身に纏った若い男が扉を開けて部屋に入ってきた。

　若い竜騎士は足元に転がる少女騎士とイザークを交こう互ごに見比べて一瞬ぎょっとした顔になったが、暫ざん定てい領主に抵抗する愚ぐ行こうは起こさなかった。何事もなかったかのように片膝をついて報告する。

「お忙いそがしいところ失礼いたします。実は、国境付近で見慣れない魔ま獣じゆうを発見、捕ほ獲かくしたため、そのご報告にまいりました」

「魔獣？　そんなもののためにわざわざ国境から数刻かけて飛んできたのですか？」

「それがその……捕とらえた魔獣が珍ちん妙みようなことを申しておりまして。フラウロス様の名を騙かたり、すぐにイザーク様に取り次げと。見た目は干ひからびかけた黒いウサギなのですが」

「黒いウサギ！」

　セイラが歓かん声せいじみた声をあげて飛び起きた。

「フラウロス様はまだこちらの世界にいたのか！　しかし、なぜ国境などに……」

　喜びから一転、腑ふに落ちない顔になる。気持ちはわかる。イザークも、てっきり沙絵里と一緒に異界へ渡っていたものだと思っていたのだ。

「そのウサギは他に何か言っていませんでしたか？」

「はっ。他には『サエリが危ない』とか。いったいなんのことでしょうか」

　聖女の名前を知らない竜騎士は、心底不思議そうな顔をしていた。







　イザークは急いでミランドル要よう塞さいへ駆けつけた。

　風の精霊の力を借りた飛行魔道を使えば国境までは数刻で行ける。報告を受けたのはイザークだけだったが、セイラが黒竜のセルシオを駆って同行するのを止めはしなかった。

　伝令の竜騎士に案内されて騎士たちのサロンに通される。と、長椅子やテーブルが配置された広間の奥に、奇妙なものが鎮ちん座ざしていた。

　一抱えほどの大きさの檻おりに、黒い毛玉が収まっている。ひくひくと絶え間なく口元を動かしながら人参にかじりついていた黒ウサギは、イザークたちの接近に気づくと顔を上げて赤いつぶらな目を向けてきた。

「おお、遅かったのう！」

「…………」

　イザークは足早に近づくと、檻を勢いよく蹴けり飛ばした。派手な音を立てて檻が壁に激げき突とつし、その拍ひよう子しに開いた開閉口から人参のかけらと一緒に黒い毛玉が転がり出てくる。

「フラウロス様ーっ！」

　セイラが悲鳴をあげて駆け寄り、両膝をついてフラウロスを抱き上げた。すっかり目を回している元領主を大事そうに抱だきしめると、目をつり上げてイザークを睨にらみつける。

「この外魔道眼鏡が！　弱いものいじめなど、人でなしのすることだぞ！」

「……わしを小動物扱いするでない……」

　少女騎士の胸の中で、フラウロスは目を回しながらも気を失ってはいなかった。ぶるりと一つ身震いをすると、セイラの腕の中からぴょこんと飛び降りた。四本の足でしっかりと床を踏みしめて見上げてくる。

「イザークよ。いまさらおぬしの横暴は問うまい。大変なことになったぞ。世界の意志が血迷いおった」

「意味がわかりません。順を追って説明してください」

「う、うむ。しかしどこから話せばよいものか……実は、わしは一昨日までサエリと一緒に異界におったのじゃ。滞在していた時間は半日にも満たなかったがのう。そこで先代聖女の手記を頼たよりに、わしもサエリもこちらの世界へ戻ってきたのじゃが」

「待ちなさい。サエリもですって？　彼女もこちらに戻ってきているのですか？」

　そのわりには姿が見あたらないのが気にかかる。竜騎士からも、黒ウサギと一緒に黒髪黒目の娘を保護したという話は聞かされていない。

「こちらの世界に戻ってきたのは確かなのじゃが、しかしここにはおらぬ。その……サエリはいま、〝聖域解放騎士団〟の拠きよ点てんにおる」

「は……？」

　脳のう裏りに又甥の顔が浮かぶ。二週間ほど前にここで面会した彼らは、悪魔と戦う大義名分と士気向上のために聖女を求めていた。

「この……毛玉っ！」

　イザークは衝しよう動どうのままに黒ウサギの両耳を乱暴に摑み、つるし上げるように高く持ち上げた。フラウロスが慌てて前脚と後ろ脚をばたつかせて抵抗する。

「痛い痛い痛い！　やめよ、耳がちぎれる！」

「貴様、フラウロス様を離──きゃんっ！」

　顔色を変えて飛びかかってきたセイラをイザークは適当な魔道で吹っ飛ばした。少女騎士の小柄な体は床を端はしまで転がっていき、壁にぶつかって静止する。ここまで案内してくれた竜騎士が、無謀な後こう輩はいに同情じみた視線を送った。
















「なぜ彼女をそんなところへ連れていったのです！　やつらが聖女を手に入れたらどうなるか、わからないあなたではないでしょう！　本気でシチューにされたいんですか!?　いいえシチューでは生ぬるい、生きたまま皮を剝はいで外がい套とうの襟えりにして差し上げましょう！」

「し、シチューも襟も嫌じゃ！　誤解するな、わしが連れていったわけではない！　異界から戻ってみたら、やつらのアジトだったのじゃ！」

「なぜ！」

「おそらくだが、世界の意志が介かい在ざいしたのじゃろう。おぬしに聖女をよこしても動かぬから、腹いせに又甥のところへやったのではないかの？」

「そんな馬鹿な」

　だがありえない話ではない。

　なんせ世界の意志ときたら、かつて沙絵里を十数分だけよこして、あとは自力で生き延びろとイザークを放置してくれたのだ。その後送った地じ獄ごくのような日々については、正直記憶から抹まつ消しようしたいくらいだ。

「……百歩譲ゆずってあなたの言うとおりだとして、なぜ彼女をおいてあなただけ帰ってきたのですか。彼女から目を離すなんて信じられません」

「自分で言うのも悲しいものがあるが、こんなウサギ一匹ぴきついていたところでいったいなんの役に立つ？　それならば隙を見て抜ぬけ出だし、おぬしなり竜騎士たちなりに知らせた方が賢明だと思ったのじゃ。わしが間違っているか？」

　そこまで言われれば、正しい判断だったと認めざるをえないだろう。

　思わず手が緩んだ隙に抜け出したフラウロスが、また捕まってはたまらないとばかりに距きよ離りを取った。

「しかし大変じゃぞ。聖域の騎士たちはこれで堂々と戦いの狼煙のろしを上げるじゃろう。これまでなりゆきを見守っていた者も、聖女がいるのならと協力を申し出るかもしれぬ。そうなればレガルセア中が戦争に巻き込まれるぞ。よいのか？」

「……いいわけがないでしょう」

　危険な目に遭あわせたくないから元の世界へ返したのだ。

　それがなぜか戻ってきてしまったうえに、愚ぐ弟ていの孫のもとへいるという。いままさに戦争を起こそうとしている、血の気の多い馬鹿どもの巣そう窟くつに、だ。

「私の愛いとしい愛しいサエリが、浅はかな又甥の手に渡ったなどと……いまごろどのような目に遭っていることか。心配で心配でたまりません。あんなにも可愛らしく清らかで神秘的で尊いサエリが又甥に言い寄られていないはずがありませんし……」

「いや、そこは大丈夫だと思うが」

「あまつさえ、お、押し倒されてなどいようものなら……ああ、想像しただけで殺意が湧いてきました」

「濡ぬれ衣ぎぬにもほどがあるのう」

「くっ、こうしてはいられません！」

「おーい」

　フラウロスの指し摘てきを徹てつ底てい的てきに無視して、イザークは憤ふん然ぜんと身を翻ひるがえし、控ひかえていた兵士たちの間を通るようにして部屋を出た。黒ウサギが慌てて追いかけてくる。

「おぬし、どこへ行くつもりじゃ？」

「決まっているでしょう。サエリを取り返すんですよ」

　一時は手放したが、それは彼女の身を案じてだ。

　この世界で自分以外の者が彼女を手に入れることは、絶対に許せなかった。
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　大広間を埋うめ尽つくすように整列する聖域の騎士たちの姿は壮そう観かんだった。

　戦争に反対の立場であっても、檀だん上じようから見下ろす光景に一種の高揚感が湧き起こるのを禁じえなかった。

〝聖域解放騎士団〟の出陣式で、沙絵里はエアハルトたちと一緒に檀上に立っていた。

　現在サエリの身を包んでいるのは濃こい青地に金の刺し繡しゆうを施された、格式高そうなドレスだ。フリルやレースは最小限でかっちりした印象があり、どことなく西洋絵画で見た聖人の着ている衣い装しようのような雰囲気がある。

　聞けば、先代聖女が着ていたドレスを模しているという。

　ただ、花を模した髪かみ飾かざりや耳飾りなどはイザークが用意してくれたものをそのまま流用している。ドレスとも合っており、かつかなり高価なものだと一目でわかるほど華はなやかだからだろう。どの世界でも権けん威いというものは大事なようだ。

　今日の自分は檀上のお飾りだ。見み栄ばえはよければよいほどいい。

「諸君、長い間待たせてしまってすまなかった。これより、我々は東へと進軍する」

　演えん壇だんに立つグントラムが普ふ段だんよりも堅かた苦くるしい口調で宣言すると、騎士たちは雄お叫たけびこそあげないまでも意い気き揚よう々ようと胸を張った。

「天もついに我らに味方をした。聡そう明めいなる諸君らも気づいているだろう。彼女が我々の聖女だ」

　騎き士したちの視線が一斉にこちらへ向けられる。沙絵里は思わずうっと声を詰まらせた。

「ど、どうも……」

　なんとか笑顔を作ってみたが、たぶんかなり引きつった笑みになっただろう。いたたまれない。出陣式だか決起集会だか知らないが、早く終わってほしい。

「おかしな真ま似ねはするなよ」

　ぼそりと耳打ちされて振り向けば、エアハルトが顔を騎士たちの方へ向けたまま小さく口を動かしていた。

「どうせまだ結論が出せていないのだろう。だが逃げようとしても無む駄だだ」

「別に逃げようとなんてしていないでしょう」

　実際は逃げたくても逃げられなかったのだ。あれから警備が強化され、窓のない部屋へ移されてしまった。魔道で壁を壊こわせないものかと挑ちよう戦せんしてみたが、無駄だった。

　いや、使える魔道はもう一つだけあった。ただ、使ったらどんな事態になるか想像がつかなくてやめたのだ。いくら逃げ出せても、足場まで失ったり、疲れて動けなくなってしまっては意味がない。

「まずはオイゲンだ。オイゲンを突とつ破ぱ口こうに、奪われた聖域諸国を──」

　そのとき、鋭い笛の音が響き渡った。一糸乱れずに整列していた騎士たちがさすがに動どう揺ようして周囲を見回していると、大広間に伝令らしき兵士が飛び込んできた。

「敵てき襲しゆう！　敵襲です！　上空に鷲獅子グリフオンの群れが出現しています！」

　グントラムがちっと舌打ちをする。

「……グレモニスの手のもんだな。だがどうしてここがわかった……？」

「グレモニスって、この間エヴェルに暗殺者を送ってきた悪魔だわ！」

「お嬢ちゃん、やつの配下に会ったのか？」

「う、うん。わたしを殺すために暗殺者を送ってきたの」

　あのときのことはいま思い出してもぞっとする。

　何かに気がついたらしく、エアハルトが沙絵里の頭に手を伸ばしてきた。髪飾りをむしり取られる。髪の毛が何本か巻き込まれて、小さな痛みが走る。

「ちょっと、何をするの！」

「やはりそうか」

　そう呟いて、エアハルトは髪飾りの造花部分に指を差し込み、小さな丸い粒つぶを摘つまみ上あげた。沙絵里は顔を近づけて、ぎょっとして後じさった。小さな甲こう虫ちゆうだった。それをエアハルトは指先で潰つぶして捨てた。

「この虫を標的の体に付着させて、虫の微び弱じやくな魔力を追つい跡せきする魔道だ」

　つまり異世界版の発信器をつけられていたらしい。グントラムが苦い表情でほぞを嚙かむ。

「やられたな。出陣どころじゃなくなっちまった。これじゃあ撤てつ退たい式しきだ」

　がりがりと頭を搔くと、彼は動揺する騎士たちの方へ向かっていき、何やら指示を出しはじめた。みるみるうちに騎士たちの顔に緊きん張ちようと決意がにじみ、複数に分かれて大広間を飛び出していく。

　と、エアハルトに手首を摑まれた。

「何をぼさっとしている。やつらの目的はおまえだ。逃げるぞ」

「あ、待って──」

　だが待たず、エアハルトは沙絵里の手を引いて走り出した。こちらが慣れないドレスで上う手まく走れないというのにお構いなしだ。

　大広間を出て、屋根のない柱ちゆう廊ろうを突き進んでいたときだった。

　空が翳かげったと思った次の瞬間、行く手に大きな影かげが舞い降りてきた。

　エアハルトが慌てて沙絵里から手を離して身構えようとしたが、一瞬遅おそかった。見えない力に横よこ殴なぐりにされて吹ふっ飛とび、大きな柱に叩きつけられる。

「エアハルト！」

「……逃げ、ろ」

　エアハルトはぐったりと四し肢しを投げ出して倒れたまま、鋭い視線を向けてくる。沙絵里にではない。沙絵里の肩越しに敵の姿を捉とらえている。

　沙絵里は弾はじかれるように振り向いた。

　さきほど天井から降りてきた影がそこに悠ゆう然ぜんと佇たたずんでいる。鷲わしの上半身と翼つばさ、獅し子しの下半身を持つ魔獣。鷲獅子グリフオンだ。

　爛らん々らんとした両眼が沙絵里を捉え、鉤かぎのかたちに尖とがった嘴くちばしが開かれる。

「……っ！」

　思わず絶句する沙絵里の横を、一いち陣じんの風が吹き抜けていった。

　鷲獅子が攻こう撃げきを放つ前にと、エアハルトが身を起こして風の魔道を放ったのだ。だが、決死の魔道を鷲獅子はひらりと横へと飛び、巨きよ大だいな柱の陰かげに隠れてやり過ごした。

「何をしている！　私が時間を稼かせいでいるうちに逃げろ」

「でも、あなたは……」

「最優先すべきは聖女の身の安全だ。聖女なくしては我らの悲願は達成されない！」

　そう言う彼は彼の忌いみ嫌きらう大伯父に似ていると思った。

　イザークは私利私欲のため、エアハルトは崇すう高こうな目的のために沙絵里を守ろうとする。

（守ってくれなくていいのに）

　自分が本当に聖女ならば、そこまでして守る必要はないはずだ。

　なぜなら聖女は強いのだから。悪魔王を倒してしまうくらいには。

　聖女の役目はただ一つ。それがいまならばわかる。

（わたしが、あなたたちを守る）

　柱の陰から飛び出してきた鷲獅子グリフオンに向けて、沙絵里は手を突き出した。

　脳裏に浮かぶのは、母が悪魔王を倒したという魔道の発動句。

「──イル・エル・ダ・サンディス！」

　その瞬間、頭上から鋭い閃せん光こうが降り注ぎ、視界が白一色に埋め尽くされた。
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　その頃、イザークたちは〝聖域解放騎士団〟の拠点へ向かって文字どおり飛んでいた。

　身一つで飛行するイザークの後を、セイラたちの騎竜が続いていく。フラウロスは向かい風で振り落とされないよう、魔道士の懐ふところに潜もぐり込こんでいる。

　ようやく〝聖域解放騎士団〟の根城がある山頂が見えてきた頃、その上空に黒い雲が集まっているのが目に止まった。周囲の空が青く晴れ渡っているために、そこだけが異質だ。

「なんじゃあ、あれは？」

「わかりません」

　フラウロスの問いに答えたそのときだった。

　黒雲から山頂へと、一筋の大きな雷が落ちた。遅れて轟ごう音おんが響き渡り、向かい風とは異なる空気がびりびりと肌はだに伝わってきた。

「あれはまさか悪魔王を倒──むぎゅっ」

　さらにフラウロスが身を乗り出そうとするのを、イザークはその小さな頭を押さえつけて制止した。

　手が震えてしかたがなかった。

　どくどくと鼓動が速まり、頭が熱くなってくるのを感じたが抑おさえられない。

　当の沙絵里から話は聞いていた。

　彼女がエアハルトのもとにいるとフラウロスから聞かされたときも、最悪の事態を想定した。だが、いざ目まの当たりにすると頭が真っ白になり、視界が怒りで赤く染まった。

「……いったい、どこの、どいつですか……」

　無意識に、渇かわいた声で呟いていた。懐の中で毛玉が不思議そうに身じろぎする。

「イザーク？」

「私の愛しい愛しいサエリと、電でん撃げき結けつ婚こんしたのはどこのどいつですか！」

「おぬし何を言って──ぬおおお!?」

　イザークは風の精霊に命じると、一気に加速した。
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　全身にのしかかるような轟ごう音おんが響いた直後、沙絵里は激しい震しん動どうに襲われていた。

　とっさにどこかへ摑まろうと、眩まぶしさに目をつぶったまま腕を伸ばそうとした。だが、体が動かない。それどころか膝に力が入らなくなり、その場にくずおれてしまった。

「あ、あれ？」

　さきほど放った強大な魔道のせいかもしれない。そう思ったときには足元が不安定になり、ついには崩れるような感覚に見舞われた。足の裏に触ふれていたものが消える。

　ふわりと風を感じたときには、沙絵里は何もない空間に放り出された。

「────っ!?」

　腹の底から叫さけびながら目をぱちりと開けば、閃光は既にやんでいた。

　そして、周囲には自分と一緒に自由落下していくエアハルトと無数の瓦が礫れき、黒こげになった鷲獅子グリフオンの姿が見えた。

　沙絵里はパニックに陥おちいった。

「きゃあああ！　きゃああああ！　きゃああああああ──っ!?」

　唐とう突とつに、ふっ、と落下が止まる。

　気がつけば背中から肩と両膝の裏側に誰かの腕の感触があり、沙絵里の体をしっかりと支えてくれている。

「なんとか間に合いました」

　穏おだやかな声が降ってきた。

　導かれるように顔を上げてみれば、なつかしい顔が見下ろしている。泣きたくなった。

「イザーク！」

「おひさしぶりです、サエリ」

「わしもいるぞ」

　イザークの懐から、黒ウサギがぴょこんと顔を出した。
















「フラちゃんも、無事だったのね。よかった」

「あなたは邪魔だから引っ込んでいなさい」

「むぎゅ」

　イザークは不ふ機き嫌げんそうに眉をひそめると、小動物の頭を懐に押し込んでしまった。

「まさか戻ってきてしまうとは驚きましたよ。まったく、人の気も知らないで……あなたは私が思っていた以上に強い女性だったようですね」

「……呆れた？」

「少し。でも、いまはそんなことはたいして気になりません。もっと重要なことがありますから──で、誰なんです？　あなたと電撃結婚しようとした愚か者は」

　どうやらさきほどの落らく雷らいを、イザークは電撃結婚による天てん罰ばつだと誤解したらしい。

「あー、それは……なんというか」

　電撃結婚をすると雷に打たれる、というのはもちろん沙絵里のでまかせだが、そのおかげでイザークとの結婚を回かい避ひできているのも事実だ。

「グントラムですか？　それともまさか、いま私の足にまとわりついている軟なん弱じやく者ものではないでしょうね？」

「……足？」

　言われるままに見下ろして、ぎょっとした。イザークの右足に青い顔をしたエアハルトがしがみついている。

「この男だというのならすぐに蹴落としますが」

　もう一方の足で又甥を小突くように蹴りつける。エアハルトは必死に耐たえていた。

「痛っ、痛い！　やめろ、蹴るな！　落とさないでくれっ！」

「白状しなさい、エアハルト。あなた、サエリに手を出したのではないでしょうね？」

「出してない！　出すわけないだろう！　頼たのむからやめてくれ、大伯父上！　私が死んだらオイゲン王家の血が途と絶だえるぞ！」

「その点ならご心配無用です。私と沙絵里が新しい王家の血筋を築きますから」

　事実上の子作り宣言に、沙絵里は慌てた。

「ちょ、ちょっと、勝手なことを言わないでよ！」

「そうだぞ、大伯父上！　歳を考えろ！　あなたはもう百を超こえている。生せい殖しよく能力があるかどうかも怪しいものだ！」

「失礼な！　私の肉体は見てのとおりぴちぴちの若者のままです。あっちの機能だって今日も朝から元気そのもの──」

「そういう話は余よ所そでやって！」

　耳を塞ふさぎたくなるような下世話な会話に、熱くなった顔を逸らしてみれば、視界に魔獣の群れが飛び込んできた。

〝聖域解放騎士団〟の拠点を取り囲んでいたという鷲獅子グリフオンたちが本来の標的の姿を見つけて、我先にと競争でもするような勢いで襲いかかってくる。

　沙絵里はひっと喉を鳴らしてイザークの首にすがりついた。エアハルトも大伯父の足に必死にしがみついている。

「来るぞ、大伯父上！」

「言われなくとも見えていますよ。しっかり摑まっていてください──あ、いまのはサエリに向けて言ったのですからね。あなたは重いので手を離してくれて結構」

「そんなこと言わずに摑まらせてくれ！」

　焦あせる又甥に対して、イザークは余裕そのものだった。口元には笑みすら浮かんでいる。

　沙絵里の背中をぐっと引き寄せてしっかりと抱きしめたかと思うと、膝の裏から腕を抜き、その手を悠然と鷲獅子グリフオンの群れへ向けて突き出した。

「イル・エル・ダ・ホルストーラ」

　落ち着いた低い声が災さい厄やくの開始を告げた瞬間、鷲獅子たちの頭上から透すき通とおった岩石の雨が降り注いだ。

　いや、岩石に見えたのは大きな雹ひようだ。サッカーボールよりも一回り大きな氷の礫つぶてを全身に浴びて、鷲獅子たちが悲鳴じみた咆ほう哮こうをあげながら一頭、また一頭と墜つい落らくしていく。

「すごい……」

　エアハルトの乾かわいた呟きに同意するように、沙絵里は生唾を飲み下した。これがエヴェルを一人で陥かん落らくさせたというイザークの力なのだ。

　急に自信がなくなってきた。こんなにも強い力を持ち、自分というものを持っている彼の心を救いたいだなんておこがましく、余計なお世話でしかないのではないだろうか。

「──見ているんでしょう、グレモニス」

　イザークが何もない空間に向かって言い放った。

　返答はない。だが構わずに続ける。

「私を倒せないからといって、周囲の弱い者たちから攻せめるやり口は相変わらずですが、魔獣を使っているようではたかが知れますね。私を倒したいのなら、そして沙絵里を殺したいのなら、最低でもこの十倍は連れてくることです」

《相変わらず生意気なやつだね。おまけに自惚うぬぼれ屋だ》

　虚空から、鈴すずのような声が響いてきた。高く、中性的な声だが、なんとなく声変わり前の少年のそれに聞こえた。

「誰っ!?」

　周囲を見回しても、声の主らしき少年の姿は見あたらない。

　だがイザークは平然と中空を見つめている。彼にだけ姿が見えているというわけではないだろう。姿が見えなくても相手が誰かわかっているらしい。

「そういうあなたこそ、相変わらず影でこそこそと動いて、一向に姿を見せない。我が国の悪魔たちの間でも、臆おく病びよう者もののグレモニスと笑いの種ですよ」

《いちいち姿を晒すのは愚か者のすることじゃない？　それに僕ぼくは外が嫌いなんだ》

「日の光を浴びないのは不健康ですよ」

《そばかすを増やしたくなくてね。僕の可愛い鷲獅子グリフオンたちを殺されたのは気に食わないけど、眠ねむいからここらで失礼するよ。おやすみ、イザーク。次こそ殺すから》

「私も、五十年前のことは忘れていませんよ。次は容よう赦しやしません」

　返答はない。また少年の声が響いてくるのではないかとしばらく待ち、もういないと思えてから、沙絵里はそっと耳打ちした。

「あんなことを言って大丈夫だったの？」

「もちろん、大丈夫ですよ」

　イザークがこちらに顔を向け、口元をほころばせた。あまりにも甘い微笑ほほえみに、沙絵里は思わず言葉に詰まる。

「あなたが私の腕の中にいるかぎり、誰にも負ける気がしません。現に、私たちを引き裂こうという世界の意志にも打ち勝った。もう二度と手放しませんから、そのおつもりで」

　自分はこちらの世界に派遣されてきているだけだから、いつかは必ず元の世界に帰るつもりだなんて口が裂けても言えなかった。

（まあ、いまだけはいいよね）

　そのいつかはきっと、もう少し先のことになるだろうから。

　沙絵里は熱くなった頰を隠すようにイザークの胸元に押しつけた。
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　聖域の騎き士したちは全員無事だった。

　山の麓ふもとまで避ひ難なんしてきていた騎士たちは、上空で行われた魔ま獣じゆうとの一方的な戦せん闘とうを見ていたのだろう。眼鏡の魔ま道どう士しにどこか怯おびえたような視線を向けている。

　そんな中、グントラムだけはにこやかだった。

「助かったよ、イザーク公。恩に着る」

「別に、あなたたちを助けたわけではありません。私はサエリを迎むかえに来ただけですから」

「それでも、礼くらい言わせてくれ。この借りはいつか必ず返させてもらう」

「期待はしていません」

　騎士団長が握あく手しゆを求めて差し出した手を、イザークは一いち瞥べつだけして両りよう腕うでを組んでしまった。つれない対応に、グントラムは苦く笑しようして手を引ひっ込こめる。

「ところで、聖女様の処しよ遇ぐうだが」

　ちらりと目を向けられて、沙さ絵え里りは思わず肩かたを跳はねあげた。

「その点でしたら、議論の余地はないのでは？　あなたたちでは彼かの女じよを守れません。私のそばにおいておくのが一番安全です」

「ま、悔くやしいがあんたの言うとおりだな。イザーク公、聖女様を頼たのむ」

「言われなくとも」

　つんとすまし顔のイザークに苦笑すると、グントラムは身を翻ひるがえして離はなれていった。従者が用意していた馬の鐙あぶみに足をかけ、颯さつ爽そうと跨またがる。すると、入いれ違ちがいに一対ついの騎き馬ばが近づいてきた。馬上からエアハルトが静かに見下ろしてくる。

「大おお伯お父じ上。私はずっと、あなたは人でなしだと思っていました」

「ご挨あい拶さつですねえ」

「ですが、サエリと一いつ緒しよにいるときのあなたからは、人間味を感じられました。あなたにはサエリが必要なのだろう──サエリ、この人でなしの大伯父を頼みます」

「うん、わかったわ」

「では、これで」

　エアハルトは沙絵里にだけ目礼をすると、手た綱づなを操あやつって離れていった。

　ちらりとイザークの横顔をうかがうと、彼かれは珍めずらしく気まずそうな顔でむくれていた。

「……エアハルトにまで言われるとは」

「どうかしたの？」

　イザークは少し離れたところで待機している竜りゆう騎士たちの方を一瞥した。肩に黒ウサギを乗せたセイラは、黒竜に近くで採ってきた瓜うりを与あたえている。

「なんでもありません。エヴェルに帰りましょう」

「うん」

「ところで、どうして戻もどってきたんです？　あんなに帰りたがっていたのに」

　あ、と沙絵里は声を漏もらした。

「そ、それは……あなたのためなの」

「私の？」

　イザークが眼鏡の奥おくで目を見開いた。

「わたしのことをずっと心の支えにして想おもってくれていたんでしょう？　わたしに会って、お礼を言うためだけに頑がん張ばってきた人に、わたしはどうしたらいいのかなって考えて……それでね、笑わないでよ？　あなたに、愛をあげられたらいいなって思ったの」

「愛……!?」

　イザークが目を見開いたまま固まった。

「変な意味じゃないからね!?　あなたの周りはとても賑にぎやかだけど、味方になってくれそうな人もいないし、あなたも味方なんて必要としていないのかもしれない。けど、なんの見返りもなしに味方してくれたり、守ったりしてくれる人が必要だと思ったの。それと、悪いことをしたときには叱しかって、いいことをしたときには褒ほめてくれる人も」

　百年を超こえる人生の中できっと、彼の周りにはそういう人がいなかったのだろう。だから、こんな完全無欠の孤こ高こうな自己中心的魔道士ができあがってしまったのだ。

「ねえイザーク、ちょっと屈かがんでくれる？」

「……屈めば、よいのですか？」

　どこか緊きん張ちようを孕はらんだ声が返ってくる。沙絵里がうなずいてみせると、イザークはぎこちない動きで少し身を屈め、何かを期待するような目を向けてきた。

　沙絵里は彼の頰ほおに手を伸のばす。そして頰を通り過ぎて、髪かみに触ふれた。頭頂部に手のひらを載のせると、わしゃわしゃと赤い髪を撫なで回まわす。

「…………なんなんです、これは」

「さっき、助けてくれたでしょう。わたしだけじゃなくて、エアハルトや聖域騎士の人たちも。だから、いい子いい子」

「…………」

　いいことをしたら褒める、を実じつ践せんしてみたのだが、何かおかしかっただろうか。

　嫌いやだっただろうかと不安になってイザークの顔を覗のぞき込こみ、気がついた。

「顔が赤いわよ。もしかして照れてる？」

「そんなわけがないでしょう。私は悪あく魔またちに悪魔とおそれられる極ごく悪あく魔道士、イザーク・レイ・オイゲンですよ。賞賛の言葉など飽あきるほど聞いて──」

「やっぱり、おそれられたり怖こわがられたり気味悪がられたりしてばかりで、褒められることに慣れてないのね。イザーク、可か愛わいい」

「か、可愛……!?」

　絶句して口をぱくぱくするイザークに、沙絵里はえへへと笑いかけた。

　やっと自分の役目を見つけられた気がした。派は遣けんの仕事を転々としてきた中で、学童保育の補助スタッフをしたこともある。手のつけられない問題児たちの世話をした経験がこんなところで生きてくるとは思わなかった。

（イザークを変える必要はないんだ。褒めて叱って、成長させてあげればいいのよ。うん、これならわたしでもできそう！　やる気が出てきた！）

　よし、と握にぎり拳こぶしを作った手首を搦からめ捕とられた。ぐいと引っ張られてよろめき、たたらを踏ふんで持ちこたえながらも顔を上げると、驚おどろくほど近くに眼鏡をかけた男の顔がある。

　長い指がするりと眼鏡を外したのを認めたときには、唇くちびるに柔やわらかいものが触れていた。
















　今度は沙絵里が絶句する番だった。

「よいことをしたときのご褒ほう美びは、こちらの方が嬉うれしいのですが？」

「──っ!!」

　反射的に繰くり出だした拳はひょいとかわされて、空を切った。軽かろやかに飛とび退のいて微笑ほほえむイザークは、既すでにいつもの余よ裕ゆうを取り戻している。

　前言を撤てつ回かいする。

（……やっぱり、外げ魔ま道どう眼鏡の再教育は難しいかも）

　けれど、与えられた業務を黙もく々もくとこなすだけの仕事よりも、何倍もやりがいがあって楽しそうだ。たまにはこんな派遣の仕事があったっていいだろう。

　沙絵里は苦い微び笑しようを漏らすと、大きな問題児の後を追いかけた。





〈了〉
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　こんにちは、乙おつ川かわれいです。今回はあとがきが一ページなのでさくさく進めます。

　新作は異世界トリップです。前担当さんに「きっと向いてますよ！」と勧すすめられての挑ちよう戦せんとなりました。しかも大人ヒロイン……大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか、これ。いまだかつてないほどドキドキの新作となっておりますが、どうぞよろしくお願いします！

　ここからは謝辞です。本作を魅み力りよく爆ばく盛もりなイラストで彩いろどってくださった萩はぎ原わら凛りん様。とにもかくにもカバーイラストの美しさに身み悶もだえました！　ありがとうございました！

　前担当のＵ様。あなたがいらっしゃらなかったらこの作品は生まれませんでした。新天地でのご活かつ躍やくもお祈いのりしております。新担当のＹ様には数すう奇きな縁えんを感じております。私の黒歴史までご存じとは頭が上がりません。今後ともよろしくお願いします。

　校正、デザイン、製本等、本作に関わってくださった全ての方々にも感謝しております。

　そして何よりも読者の皆みな様さま。楽しんでいただけましたでしょうか。またお会いできますよう、心よりお祈いのりしております。


乙川　れい










著

乙川れい

Rei Otsukawa




ご無沙汰しております。すっかり調子を崩してサボっていましたが、ぼちぼち執筆を再開しました。よろしくお願いいたします。

本作の執筆中「こびとさん現象」に遭遇しました。グリム童話の靴屋のアレです。私が寝ている間に、何者かが担当さんからのメールを読み、ご指示どおりに修正し、原稿を送信していたのです。いったい誰がそんなことを……ありがとう。次も頼みます。










イラスト

萩原凛

Rin Hagiwara




初めまして、萩はぎ原わら凛りんと申します。二次元でも三次元でもアイドルが好きです。よろしくお願いいたします！




ＨＰ▼http://xxvivixx.noor.jp/
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異い世せ界かいに召しよう喚かんされてハケンの聖せい女じよになりました
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